
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日も町は平和だった。

　神の国デイアニアの中心地。恐れ多くも神の名を冠した国名は、しかし確かにそう呼ばれるにふさわしい。神の加護によって人々に発現する〝術〟がこの国を発展させ続けるからだ。

　豊かで、穏やかで、不自由のない暮らし。

　ライラはそんな町が大好きだった。

「はー、今日も残業かなぁ……」

　純白の制服ローブに身を包み、ライラは朝の職場の見慣れた廊下を進んだ。途中、福利厚生の一環で作られたトレーニングルームを通りかかると、中に人影があった。

　筋骨隆々な男がひたすら黙々と腕立て伏せをしている。一つに束ねた長い髪で誰だかすぐにわかった。というかこんな時間から職場で筋トレをしている職員なんて、ライラが知る限りでは一人しかいない。

「おはようございます！　朝から熱心ですね、シルハ」

「……」

　声をかけると、シルハはちらりと視線をよこし、目だけで挨拶を返す。シルハは寡黙な男だ。おまけに逞たくましい外見と鋭い目つきのせいで怖がられやすいが、彼はとても優しい。

「ライラ！　おはよう！」「……おはよう」

　そこへ、小さな姉妹がさっと脇を駆け抜けトレーニングルームに飛び込んでいった。双子のヴィエナとフィエナ。十を過ぎたばかりのような幼い少女たちだが、その頭脳を買われここの研究職員となった、天才双子である。

　だが、やはり子供は子供だ。ヴィエナは腕立て伏せをしているシルハを見つけると、玩具を見つけたと言わんばかり嬉き々きとしてシルハの分厚い背中に飛び乗った。

「む[image: ん゛]っ……！」

　突然の負荷にシルハがうめき声を上げるが、特に不満を言うことなく、ヴィエナを乗せたまま黙々と腕を動かし続ける。

「フィエナも早く！　ほら」

　ヴィエナがにやにやしながらフィエナを呼び、無言だがありありと焦あせりの気配を滲にじませるシルハのこめかみに、つっと汗が落ちて──

「むおおおっ」

　フィエナがおずおずと背中に乗って、シルハは悲鳴に近い声を上げた。

　朝から元気だなぁとその光景を微ほほ笑えましく見ながら、トレーニングルームを後にしようとしたライラにシルハが声をかけた。

「ライラ。寝てないな」

「え？」

　きょとん、とするライラに下からにゅっと手鏡が伸びてきた。いつの間にかシルハの背中から降りていたヴィエナとフィエナだ。

「目の下、すっごいくま！」「くま」

「えええっ」

　ライラは手鏡で慌てて確認すると、確かにおぞましい黒い影が目の下にくっきりと出ていた。

「遅くまで残っていたのか。今度は何の事務に詰まっている。手伝うから言え」

　シルハが当然のようにそんなことを言ってきて、ライラは慌てた。

「い……いいですってば！　これは事務の仕事、研究員の方たちの仕事じゃないんですっ」

　シルハの優しさは嬉うれしいが、ただでさえ難しい研究に挑んでいる彼らの足を引っ張るような真ま似ねだけはしたくない。逃げるようにトレーニングルームを飛び出し、慌てて事務室に入ると、すでに男の影があった。顔の造形が完璧に整った美男子であり、ライラの職場の室長を務めるラウムだ。

「やあ、おはようライラ。昨日も残業したんだって？」

　爽やかに指摘され、うっ、とライラは言葉に詰まる。

「えと……は、はい。来年の予算編成の確認で……去年も私のミスで研究費が足りなくなって、慌てて補正予算にねじ込む羽目になりましたし……室長にも迷惑を」

　その時は室長のラウムが各方面に頭を下げにいってくれた。あんたんとこの事務員は予算もまともに組めないんだねぇと嫌みを言われながら。あんなことはもうさせたくないし、自分だって二度とごめんだ。

「去年のことは気にするな。室長はメンバーのために頭を下げることも仕事だからさ。人間である以上、誰にだってミスはある」

　でも自分は単なる事務員だ。ここでいうメンバーとは、ふつう研究員のことを指す。事務員はそんな彼らをサポートするためにいるのに、逆にサポートされるとはふがいない。

「……」

　ちらりとライラは自分の着る白いローブを見おろした。シルハやラウムが着るものと同じ、なんてことない職場の制服。

　だが、世間ではこの純白のローブは神に仕える優秀な研究員の証あかし──ちょっとした憧れの対象であった。その実、ローブを着る者の中で本当に優秀なのは一握りだけだ。それ以外は、その〝一握りの優秀な研究員〟を支えるために雇用された、平々凡々な一般事務職員である。

　例に漏れずライラもまた、その平凡な事務員だった。いや、事務能力としては平凡以下かもしれない。幸いなことにラウム率いるこの研究チームはみな穏やかで優しく、ここでなかったら毎日𠮟責や嫌みの嵐だったのではないだろうか。

「まあ要するに、あんまり無理するなってことだ」

「は……はい」

　ライラがようやく自席についた時、ばたばたばたっと慌てた足音とともに、一人の女性が飛び込んで来た。

「セ───ッフ!!」

　長い金の髪を持った女性職員だ。なぜか双子のヴィエナとフィエナを両脇に抱えていて、彼女の目はライラに向いた。

「ライラ、セーフだろう!?」

「……タイムカード、ギリギリですけどね」

　さ、とライラが右手をかざすと、何もない虚こ空くうに青い文字が浮かび上がる。職員の出退勤管理画面だ。それぞれが持つ職員証を認証機にかざした時刻が出勤時間と見なされるのだが、飛び込んで来た女性──ナーシャの出勤時間はぴったり八時。時間ギリギリだった。

「間に合ったならセーフだぞ！」

　あはは、と笑って、ナーシャは抱えていた双子を解放した。

「それより、ヴィエナとフィエナがシルハをいじめてたから回収してきた」

　むす、とふくれっつらのヴィエナが、ぶかぶかのローブで腕組みする。

「いじめてたんじゃないし！　トレーニングの負荷を上げてあげたの！」

　その後ろから、ローブに袖を通しながらトレーニングを終えたシルハが入ってきた。

「う……腕が……上がらぬ……」

　ライラがトレーニングルームを去った後もこの双子から〝負荷〟をかけられたのか、心なしかげっそりした様子で両腕をだらりと下げていた。

「シルハ……かわいそう」

「フィエナ、死ぬほど辛つらくなきゃ筋トレとは言わないのよ？」

「……。ヴィエナ、それは違う」

　何か言いたそうなシルハに、ナーシャがけらけらと笑いかける。

「しかしシルハ、これ以上ムキムキになってどうするのだ？　あんまりサイズアップすると制服が特注になるらしいぞ」

「……」

「まあいいじゃないかナーシャ。健康なのはいいことだ」

　そうやって朝からわいわいと一通り騒いだ後、彼らは研究室へと入っていった。

　一人事務室に残ったライラは、嵐のように去って行った彼らを見送って、軽く息をついた。部屋には彼らの温かな余韻がまだ残っていた。

　研究室へ直行してもいいのに──というか他の研究チームの研究員たちは普通そうしているのに──わざわざ事務室に一度集まってくれるのは、彼らの気遣いだ。

　事務員であるライラを躊ちゆう躇ちよなくメンバーと呼んでくれる室長のラウムも、研究員なのに事務の仕事を手伝おうと言ってくれるシルハも、研究員としては珍しい方だ。

　事務員を鬱陶しがる研究員は多い。類い希まれな頭脳を持ち、あるいは特別な〝術〟を持ち、選び抜かれたエリートである彼らの中には、平々凡々な事務員を見下す者だって多い。

　だけど、シルハたちはそんなことをしない。みんな当たり前のようにライラを仲間の一人と思ってくれていた。本当に恵まれた職場環境だと、ライラは改めてしみじみと感じる。

　だからこそ、自分も彼らの優しさに応えたいのだ。

「……よっし、がんばろ」

　ライラはひとつ声を上げて、デスクに向かった。

　確かに残業はしんどいし、仕事も決して楽とは言い難がたいけど、それでも、ライラはこの職場が、この町が好きだった。みんなが大好きだった。

　こんな日が、永遠に続くんだと──そう思っていた。
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「で……できた……！」

　深夜。受付嬢アリナ・クローバーは、営業の終わったイフール・カウンター事務室にいた。

　いつもの残業とは少し違う。アリナが座っているのは自分のデスクではなく、来客用のテーブルだった。テーブルには大きな地図が一枚広げられていて、アリナはまるで戦況を俯ふ瞰かんする軍師がごとく、その地図を見下ろしていた。

　地図には主要な場所にいくつかのピンが刺さっている。さらに何度も書いてはボツにされたルートが書き加えられ、元の地形を判別するのが難しくなっているほどだ。

　だがそうして幾度もの熟考の末に導き出された〝黄金のルート〟が、アリナの目の前に燦さん然ぜんと輝いていた。

「ふふ……ふふふふ……ついに完成したわ……！」

　最低限の明かりにしぼった薄暗い事務室で、手元のランプによって不気味に照らし出されたアリナの顔に、おぞましい笑みが貼り付いている。

「完璧な……スケジュールが……！」

　アリナの高笑いが事務室に響き渡った。その声に、はっと顔を上げたのは自席で突っ伏して寝ていた後輩受付嬢、ライラだ。

[image: ]

「か……完成したんへすね、アリナせんぱい！」

　寝起きで頭をふらふらさせながら、むりやりライラが起き上がった。来客用テーブルに広げられた地図を見て、詳細もわからないまま「おお～」と感嘆の声をとりあえず上げている。

「ライラ、眠いなら帰ればいいのに……今日はいつもの残業じゃないんだから」

　ため息をつきつつ、アリナはしぼっていた部屋の明かりを元に戻す。途中でライラが寝始めたので、自分の手元以外を薄暗くしていたのだ。

「いやー私、旅行企画するの結構好きなんですよ。だから何か先輩のお力になれればと思ったんですが、気づいたら寝てまして」

　えへへと可か愛わいらしく頭をかいてごまかしつつ、ライラは改めて来客用テーブルに広げられた地図を見回した。アリナが最終決定したルートを指でたどっていく。

　地図に記されているのは、南北に細長い形をした小さな島の全体図だった。『リル島』と書かれた島には、海岸沿いに大きな都市が一つあった。『リーティアン』と書かれた都市だ。

「観光都市、リーティアンか～！　死ぬ前に一回は行ってみたかったんですよね～！」

　地図を見ながら、ライラは待ちきれないとばかりうきうきとつぶやく。アリナが書き記した最終決定のルートを最後までたどると、ぱっとアリナを振り返り、声を明るく弾ませた。

「先輩、楽しみですね！　職員旅行！」

　そう、アリナが深夜まで職場に残り一人せっせと練り上げていたのは、〝職員旅行〟の旅程だったのだ。

　──職員旅行。

　それは、冒険者ギルドから所属職員へ与えられる、福利厚生の一つだ。ギルドが旅費を一部負担することで、職員は格安で旅行へ行くことができる。もちろんギルドの正職員である受付嬢も対象者の一人であり、年に一度職場の仲間たちとともに大きな旅行へ行くのが恒例行事となっているのである。

　今年の旅行先はここイフールから遠く離れた小島、リル島。

　かつては交通の便も悪く、何の特色もない島として見向きもされていなかったが、今では〝有名観光スポット〟としてその名を大陸中にとどろかせる島。リル島を代表する観光都市リーティアンは、女性であればそこへ行くのを誰もが一度は夢見ると言っても過言ではなく、あまりの景観の美しさと女性人気の高さに、プロポーズの場所としても定番だ。おまけにひとたびその魅力に取り憑つかれれば、気づいたら現地に家を建てて永住の地に決めていた──なんて話がごろごろ出てくる町である。

「──〝楽しみ〟？」

　が、アリナはふいに声のトーンを落とし、浮かれるライラをじとりと睨にらんだ。たちまちライラは不安げに眉尻を下げる。

「た、楽しみじゃ、ないんですか……？」

「……〝楽しみ〟、なんて浅はかな語彙で、この私のあふれる思いを表現しきることなどできないのよ……」

「え？」

「ついに、ついに行けるのよ……夢の……リーティアンに!!」

「へ？」

　つぶやくや、アリナはそれまでの険しい表情を緩ませて、ぱっと両手を広げた。そのときばかりは純粋な少女のように目をきらめかせて、天にむかって嬉々と叫ぶ。

「はぁぁぁっ、リーティアン、楽しみだなぁぁぁぁぁ……!!」

「いや楽しみって言っちゃってますよ、先輩……」

　ライラのツッコミを無視して、アリナは握りこぶしをつくり熱く語り出した。

「私が今回の職員旅行先をリーティアンとするために、どれほどの努力をしたかわかる!?」

「え？　そ、そうですね……確かに、職員旅行としてはちょっと豪華な場所だなぁとは思ってましたが……これまでの職員旅行の記録を見ると、もう少し近場で低予算な場所ばかりでしたし」

　ライラが首をひねるのも無理はない。そもそもリーティアンは転移装置クリスタル・ゲートで気軽に行くことができず、何日かに一度出ている連絡船を使う必要がある。この交通費がかなりかかるうえに、現地についても飯代から宿代から馬車代までべらぼうに高く、一般人にはかなり敷しき居いの高い場所だ。

　職員旅行には限られた予算があり、その予算は決して多い方ではない。これまでも旅行先としてリーティアンは何度も候補に挙がってきたが、予算を理由に実現できていなかったのだ。

「ふ。その通り……限られた予算のなかでリーティアンに行くため、何日もかけてお得な宿やご飯屋を探し出して出費を抑え、ギルドからの補助金を片っ端から申請して予算を増強、三年目となる受付嬢経験で得た手段と知識を使い尽くし、なんとか予算内でリーティアン旅行を実現させたのよ……!!」

「先輩がここ最近毎日残業してたのって、そのためだったんですね!?」

　はっと気づいたライラは顔を青ざめさせた。

「おかしいと思ったんですよ……！　だって、職員旅行のために残業したって、残業代なんてこれっぽっちも出ないのに……！」

　そう、職員旅行とはいえ、〝旅行の企画〟は受付嬢の業務外の作業だ。故にどれだけ残業しようが残業代なんて出ない。アリナはここ数週間、サビ残をしてまで入念に旅行の準備をしていたのだった。

「昼間の仕事中は旅行の計画なんて立てられないからね、当然でしょ。リーティアンのためなら、サビ残も辞さないわ」

「……!!!!」

　あれほど残業嫌いだったアリナの口から出た言葉に、ライラは雷に打たれたように目を見開いた。と同時に、アリナがどれだけリーティアンに対し〝本気〟なのかを理解したようだった。

「そ、そこまでしてどうしてリーティアンに……？　残業のしすぎで定期的に鬼になるあのアリナ先輩も、結局は一人の乙女だったということでしょうか」

「一言多いのよね」

　じろりとライラを睨みつつ、アリナは訥とつ々とつと語り出した。

「私がリーティアンを知ったのは、受付嬢になって一年目を終えようという時だった──」

　新人だろうが関係なく降りかかってくる膨大な業務、言うことを聞かない理不尽な冒険者ども、そして深夜になっても帰れない残業──初めて社会に出たアリナは、そんな冷酷で暴力的な現実にたった一年で打ちのめされていた。

　こんな日々がこれから毎日続くのか。そんな絶望に沈んでいたアリナの目に飛び込んできたのはリーティアンの風景を描いたチラシだった。

「青い海に浮かぶ緑の島、絵画のような純白の都市、非日常的な美しい景色……！　間違いなくリーティアンは、鬱屈とした現実を、仕事を、忘れ去ることができる場所……！」

　そのときの感動を思い出し、アリナは声を震わせた。

「死ぬ前に絶対リーティアンに行く、そう誓ったのよ！　そのチャンスが職員旅行という形で巡ってきた……これを逃すわけにいかないでしょ」

「リーティアンにそんな思いがあったんですね……」

「っと、そろそろ時間ね」

　ふとアリナは部屋の時計をちらりと見やって、来客用テーブルを片付け始めた。ライラは怪け訝げんに首をかしげる。

「待ち合わせですか？　こんな深夜に？」

「そう。職員旅行の〝護衛〟を担当してくれる冒険者と、軽く打ち合わせするの」

「ご、護衛!?」

　その仰々しい言葉に、ライラが驚きよう愕がくの声を上げた。

「ただの職場の旅行に、護衛ですか……!?　確かにカウンター長とかちょっと立場が高い人も旅行に行きますが……護衛なんてそんな、大げさな」

　ライラの驚きはもっともだ。普通、旅行に護衛をつけるのはギルド本部の班長クラス以上。あるいは富裕層や、賊に狙われやすい商隊のやることである。一般人に護衛なんてものは、縁遠い存在だ。

「そういえばライラは職員旅行、初めてか」

　ふむと人差し指を顎に当てて、アリナは後輩に職員旅行の本質を語り出した。

「そもそもこの職員旅行ってのはね、単なる旅行ではなく、職員〝研修〟旅行なの」

「……研修……？　──あ！　確かに、旅程の中に『現地のクエストカウンターを見学・受付嬢交流』なんてものが組み込まれてますね」

　今回の職員旅行のためにアリナが作成した〝旅のしおり〟をぱらぱらとめくり、ライラが目をぱちくりとさせる。

　現地のクエストカウンター見学など、単なる旅行にはない妙なイベントだ。ライラの指摘にアリナは大きく頷うなずく。

「ギルドから旅費の補助をもらうには、〝受付嬢研修として有意義な旅行である〟ことが必要条件──それを証明するためには、体面上の研修旅行っぽいイベントが必要なの。そして当然、私たちは受付嬢の制服でリーティアンに行かなければいけない」

　は、とライラがすべてを理解したように目を見開いた。

「そっか、受付嬢の制服を着た若い女性が五人も六人も連れ立って歩いてたら、人の多い観光地とはいえ目につきますもんね」

「おまけに男性は初老のカウンター長が一人だけだしね。実際旅行先でトラブルに巻き込まれたって報告が多くて、結局数年前から護衛をつけるようになったわけよ」

「そういうことだったのですね……でも護衛なんて、予算足りるんですか？」

「……」

　ライラの当然の問いに、アリナは沈黙した。正直、今回の旅行先がリーティアンというだけあって、護衛を雇う費用の捻出は難しい──だが、アリナは不安げなライラに向かって、自信満々に親指を立てて見せた。

「大丈夫よ。今回の護衛は、値段交渉の末、破格の金額で受けてもらえることになったから」

「は、破格の金額……!?」

　その時、イフール・カウンターの入り口から誰かが入ってきたような音がした。足音が事務室に近づいてきて、勝手知ったるようにドアが開く。

「よ。二人とも遅くまでお疲れ」

　軽く手を上げて中に入ってきたのは、銀髪の美青年にして冒険者ギルドの精鋭《白銀の剣》のリーダーを務める盾役タンク──ジェイド・スクレイドだった。

「ジェイド様!?　え、まさか、まさか護衛って……」

　察したらしいライラに、アリナはにやりと笑って見せた。

「その通り。今回の職員旅行の護衛はジェイドが務めてくれるわ」

「まさか先輩、ジェイド様だからってタダ働きさせる気じゃないでしょうね!?」

「俺はタダでも全然いいぞ」

「いいわけないですよ！」

「失礼ね。ちょっとくらいは出す──」

「ちょぉぉぉぉぉっと待ったぁ！」

　得意げにアリナが説明しようとしたところへ、遮るように別の声が廊下から響いた。と思った瞬間、ばぁんと扉を押し開け、小さな少女が躍り出る。

　それは、一見幼い少女のように見える童顔の持ち主にして《白銀の剣》の一人、白魔道士のルルリ・アシュフォードだった。

「ルルリ!?」

　一番驚いているのはジェイドだった。ぽかんとする一同に、ルルリはにやりと口くちの端はを吊つり上あげる。

「ふふふ……！　一人で抜け駆けは許さないのですよ、ジェイド！　私も、リーティアンに遊びに──じゃない、護衛しに行くのです！」

　そう言い放ったルルリの格好は、馴な染じみの装備ではなかった。

　オシャレなつば広の帽子をかぶり、太陽光を防ぐ黒いサングラスをかけ、いつでも出発できると言わんばかり、すでに大きな革の旅行ケースを携えている。護衛すると言いつつ、その出いで立たちは明らかに旅行を楽しむ者のそれである。というか職員旅行にはまだあと数日はあるので、旅行が楽しみすぎて待ちきれずに浮かれている人の姿だった。

「このルルリ、護衛として精一杯お役目を果たさせていただくのです！　そしてそして、憧れのリーティアンを、思いっきり楽しみ尽くすのです～！」

　きゃー！　と嬉しそうに叫ぶと、ルンルンの足取りで来客用のソファに座る。「さあ、打ち合わせを始めるのです！」と勇む様子を見ながら、アリナは小首をかしげた。

「リーティアンの護衛にはジェイドしか来れないって聞いたんだけど……？」

「あー！　やっぱりここにいたか、ルルリ！」

　アリナの言葉を遮り、さらにルルリを追うように青年が飛び込んで来た。

　黒ずくめの服装に赤髪赤目の黒魔道士、《白銀の剣》の後衛役バツクアタツカーであるロウ・ロズブレンダだった。

「ロ、ロウ様まで……!?」

　護衛というにはあまりに豪華な顔ぶれに、ライラは口をぱくぱくさせた。だがロウはどうやら打ち合わせにきた様子ではなく、事務室に入るなりソファでふんぞり返るルルリを担かつぎ上あげた。

「わわ、何をするのです!?」

「ルルリ、なんか勘違いしてるようだけど、リーティアンに行くのはリーダーだけだぞ」

「え？」

　きょとんと目を丸くしたのはルルリだ。そして何か嫌な予感を察したのか、みるみる顔から血の気を引かせ、しどろもどろに口を動かした。

「でで、でも、ジェイドに依頼が来たってことは、つまり白銀への依頼ということなのです……！」

「今回はリーダーだけ。俺たちはこっちでやることがあるから、今回はお留守番だ」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ──────ッッ！」

　ロウにばっさりと切って捨てられ、ルルリの絶叫が深夜の事務室に響き渡った。ショックを受けたように硬直していたルルリは、しかし数秒後には、子供のように目を潤ませ手足をばたばたさせる。

「ず、ずるいのです！　ジェイドばっかりずるいのです！　女の子憧れの地になんでむさい男が行くのですかー！　チェンジなのです！」

「いや言い草よ」

「ジェイドの代わりに私が護衛するのです！」

「護衛ってのは強そうな見た目も必要なの。今日は迷惑だから帰るぞ。──お騒がせ悪いね～」

　ロウは嫌がるルルリを抱えて、さっさと事務室から出て行った。ルルリの叫び声が遠くの方へ消えていって、嵐のように去っていった二人にアリナはしばし沈黙する。

「なんか残酷なことをしたような……」

「ルルリには何かお土産を買ってくるよ……」

　気まずそうに頭をかきながらジェイドが言って、アリナたちはようやく静かになった事務室で打ち合わせを始めた。
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「──と、いうのが職員旅行のスケジュールよ」

　一通り旅程を説明し終えたアリナは、ぱたんと旅のしおりを閉じた。

「そんなに複雑な旅程ではないし、治安も悪くないって聞くから、とりあえずジェイドはいてくれるだけでいいって感じなんだけど……何か質問ある？」

「ああ、質問はないんだが──」

　難しい顔をして、ジェイドはじっと旅のしおりを読み込んでいた。何か言いたそうな顔に、アリナは身構える。

「な、なによ」

「あえて言うなら、そうだな──」

　やおらぱっと顔を上げると、ジェイドはいたって真剣な顔に冷や汗を垂らし、予想外のトラブルが起きたと言わんばかりの緊迫した表情でこんなことを言った。

「──まさか、俺がアリナさんとリーティアンに旅行する日がくるとはな……！」

「は？」

「リーティアンっていったらあまりに美しい町並みに〝白の絶景〟とか言われてるところ……デート場所としては最適解すぎる！　それに、これはあまり知られてないことだが、現地には予言の巫み女こっていう伝承があるらしいから、話を聞いてみるのも面白そうだ──あ！　あと旅行日の夜は〝星流れ〟がちょうど見える日らしい！　天気予報は晴れだし、デートのシチュエーションとしては完璧……！　元気があったら見にいこう！」

「……」

　どうやら浮かれていたのはルルリだけではなかったようだ。遊びの日を心待ちにする子供のような勢いで、ジェイドの目はルルリと同じく純粋無む垢くな輝きに満ちていた。

　すでにリーティアンについて幹事以上に調べ尽くしているジェイドを見て、アリナはため息をついた。

「やっぱり、ロウかルルリに来てもらうべきだったか」

「ふ。甘いなアリナさん。この職員旅行の護衛は、俺が行くからこそ意味がある」

「どういうことよ」

　眉をひそめるアリナに、ジェイドが自信満々に人差し指を立てた。

「俺は──白銀のリーダーだからだ」

「!!!!」

　は、とアリナは目を見開き、息を吞のんだ。ジェイドの一言だけで、すべてを悟ったのだ。

「そうだった……！　すっかり忘れてたけどこいつ、ギルドで相当地位が高い奴やつだった！」

「アリナさん、心の声が思わず出ちゃうのはわかるがもう少し包んでくれ」

　ジェイドの戯たわ言ごとも聞かず、アリナの頭の中ではたちまちチャリンチャリーンと汚い勘定が始まった。

　そもそもまず、受付嬢から高い人気を博しているジェイドがいれば、先輩受付嬢たちは従順になるだろう。いきなりあっちに行きたいだのこっちも寄りたいだのと旅程にないことを言い出される心配もなくなり、スケジュールが狂わされる可能性はほぼゼロとなる。

　そしてなによりジェイドは《白銀の剣》のリーダー。ギルドの序列でいえば、探索班、情報班などギルドを構成する最も大きなグループ単位〝班〟のトップ──〝班長〟に相当する地位だ。カウンター長よりも地位はずっと高い。

　となると人脈ひとつで出世してきたカウンター長は、まず間違いなくジェイドとのつながりを作ろうとするだろう。つまり、わがままを言い出されたら一番厄介な相手であるカウンター長を黙らせることができ、かつ死ぬほど面倒臭いカウンター長の話し相手までもジェイドに押しつけることができる……！

　つまりアリナは、憧れのリーティアンを、思う存分満喫できる!!

「カウンター長や先輩受付嬢たちの相手は俺が引き受けるぜ、アリナさん」

「す……素晴らしい……！　なんて便利──いや有能な男なの……!?」

　ジェイドにしか持ち得ないメリットにようやく気づき、アリナの声は歓喜に震えた。もはや護衛なんてちょっとしたおまけのようなものだ。

　当日言い出される不満・わがまま──それは旅行幹事が最も憂慮することであり、先輩や上司に言われると無下にもできないぶん、死ぬほど厄介なことである。それらを封殺できるとあれば、職員旅行など八割攻略したと言っていい。

　アリナが頭の中で汚れきった計算をしていると、ライラがたまらず口を挟んだ。

「でも、今回はそもそも破格の値段で護衛をしてくれるのに、そこまでやらせてしまっていいんですか……？　そもそもジェイド様、めちゃくちゃ元気だから今まで忘れてましたけど、先日退院されたばかりですよね!?」

「あ、そういえばそうだったわね」

　数週間前に行われた闘技大会でジェイドは瀕ひん死しに近い重傷を負い、治療院に入院していたのだ。アリナも指摘されるまですっかり忘れていた。

「怪け我がなんて三日で治ったぞ？」

「噓うそつくのやめてください！」

　ふふんとどや顔で噓をつくジェイドに、ライラがすかさずツッコミを入れる。

「そもそも今回の護衛、一体いくらで、いや、〝何〟をエサにジェイド様を買収したのですか、アリナ先輩！」

「世の中には知らない方がいいこともあるのよ……」

「あ！　気まずい時の顔してる！」

　そっぽを向いて視線を泳がすアリナを見て、やましいウラがあると見たライラが眉尻を上げた。ジェイドに答えを求めるように視線を移すと、ジェイドは嬉しそうににこにこしながら明快に答えを言った。

「アリナさんの残業用のポーション二本だ！」

「それでいいのかジェイド・スクレイドぉぉぉぉ────ッッ!!」

　あまりに粗末な報酬を嬉しそうに報告するジェイドに、ライラは腹の底からの叫びとともに膝をついた。

「俺は〝アリナさんとリーティアンに行った〟という字じ面づらだけで嬉しいんだ……なんなら報酬なんてホコリでいい……」

　女神に祈りを捧ささげる敬けい虔けんな信者のようにそっと胸に手を当て、ジェイドは満足げにつぶやいている。

「……ジェイド様の恋心を利用するとは、アリナ先輩、なんて悪魔な女……」

　禍まが々まがしいものでも見るような目を向けてくるライラに、アリナは慌てて口早に言い訳を始める。

「も、もちろんポーションなんて冗談に決まってるでしょ!?　微々たるもんだけどちゃんと予算から報酬は出すし、お昼くらい奢おごるし……っ」

　まあ報酬といっても《白銀の剣》のリーダーを雇うにはあまりに釣り合わない金額だが。

「ともあれ！　これで職員旅行の計画は完璧！　あとは当日を楽しむだけよ！」

　握りこぶしを作り、アリナは深夜のイフール・カウンターでそう宣言するのだった。





３






「ったく、人の職場に押しかけて駄々こねるなよな～」

　すっかり人気のなくなった深夜の大通り。呆あきれた口調のロウに𠮟られながら、ルルリはまだ肩に担かつがれていた。

　ロウの外見はお世辞にも筋骨隆々とは言い難く、むしろ冒険者というには細身の方だ。だがこの見た目でいながらロウは意外に力強い。見せるためだけの無駄な筋肉がないのだろう。彼の正体が、小さな頃から闇ギルドに所属していた暗殺者だとわかってからは、そのギャップにも納得がいった。

「……私もリーティアン行きたかったのです」

　むすっとつぶやくルルリに、ロウは小さくため息をついた。

「リーティアンに行きたいってより、アリナちゃんのことが心配なんでしょ」

　鋭い一言に、どきりと心臓が跳ねた。やっぱりこの男は、本当に人のことをよく見ている──彼の的確な言葉に舌を巻きながら、ルルリはむっと唇を突き出した。

「わ、わかってるなら私たちもリーティアンに行くのです！　こっちに残ってのんきに仕事なんかしてる場合じゃないのです！」

「行ったところで、俺たちじゃ何の力にもなれないんだよなー」

「う……まあ……そうなのですが……」

　ロウの言うことはもっともだが──それでもなお諦めきれないルルリは、数週間前の治療院でのことを思い出していた。

　闘技大会での負傷のため入院していたジェイドとロウのもとに、冒険者ギルドマスター、グレン・ガリアが見舞いに来たのだ。その場にはルルリとアリナもいて、グレンは皆に、闇ギルドから得たというある真実を伝えた。

　十五年前に失踪していた四聖の一人、【大賢者】がすでに死亡していたという真実だ。

　失踪した【大賢者】は姿と名を変え田舎町に隠居していたが、ダンジョンで魔物に襲われて死んだと言う。【大賢者】はその町で、シュラウドと名乗り冒険者をやっていたそうだ。

『……シュラウド……？』

【大賢者】の死を知り沈黙する室内で、ぽつりと言ったのはアリナだった。

　アリナはシュラウドのことを知っていた。それどころか、彼とは小さい頃から特別仲のよかった知り合いだったらしい。シュラウドはアリナに、〝自分は実力も実績もないただの冒険者〟だと偽っていた。

『シュラウドが……【大賢者】……？　あのシュラウドが……？　なによ、それ……』

　アリナも突然告げられた事実に、動揺が隠しきれない様子だった。それでも混乱が落ち着いてくると、『まあでも、もう死んじゃったし』とそこは彼女らしく割り切ったことを言っていた。

　その様子を見たら、心配するなんて余計なお世話なのかもしれない。だが、ルルリにはどうしても気になることがあった。

『……噓、ついてたんだ……私に……──』

　小さな、本当に小さな声で、アリナがつぶやいた言葉だ。

　そう言ったアリナの横顔は、見たこともないほど寂しそうだった。

「……」

　ただ、そんな顔を見せたのは治療院での一度きりで、それ以降アリナはシュラウドのことを知ろうとするでもなく、いつも通りの日常を送っているようだった。

「アリナさん、【大賢者】の……シュラウドさんのことを知ってとてもつらそうでした。私たちには何もできないのでしょうか……」

「んー……そもそもあの娘は、つらいからって誰かに慰めてもらおうなんて人じゃないでしょ」

「確かにそうなのですが……！」

「──だから、俺たちにできるとしたら、【大賢者】がどうしてそんなことをしたのかを解き明かすことくらいじゃん？」

　は、とルルリは顔を上げた。すぐそばにあるロウの顔の、真剣な眼まな差ざしとぶつかった。

「言っただろ、俺たちはこっちに残ってやることがあるって」

「！」

　そこでようやく、ルルリはすべてを理解した。ジェイドがリーティアンに一人で行くなんて言い出したのは、職員旅行の護衛という依頼を軽く見たからではない。〝こちらに残る役目〟を、ルルリとロウに任せたのだ。

「リーダーも俺も、ようやく退院できて自由に動けるようになったんだ。俺たちはフィールアに行くぞ。【大賢者】──いや、シュラウドが隠居していた田舎町にな」
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「みなさん！　おっはよぉぉございます!!」

　職員旅行一日目。アリナは大きなショルダーバッグをひっさげ、集合場所の大広場でひときわ元気な声を出した。

　片手に旅のしおりを握りしめ、転移装置クリスタル・ゲートの前に集合した一同をぐるりと見回す。

　参加人数は全部で十人。アリナ含め受付嬢が八人とカウンター長。そして護衛役としてついてくる《白銀の剣》のジェイドだ。

「ジェイド様がいるわ……」

「本当にジェイド様がいる……！」

　先輩受付嬢たちは、当然のような顔をして集合しているジェイドに視線を送り、いつになくそわそわしていた。旅行数日前に配布した旅のしおりに、護衛役としてジェイドの名前が記載されているのを見てから、先輩受付嬢たちは落ち着かない様子だったのだ。

　そんな彼女たちの姿は私服ではなく、いつも通りの制服姿だった。ジェイドはダンジョン用の重装備ではなく長剣と軽装にとどめているが、護衛としては十分だろう。

「今回の旅行の幹事は、私、クローバーが務めさせていただきますっ」

　アリナの翡ひ翠すいの瞳はいつになくキラキラと輝き、肌には生命力の艶つやめき。アリナの全身から放出される喜びの気配を見て、ジェイドは驚愕に目を見開いた。こそこそと隣のライラに耳打ちする。

「アリナさんから滅多にお目にかかれない幸せオーラが出ているぞ……!?」

「ジェイド様、幸せそうなアリナ先輩に驚かないでくださいよ」

「いやすまん。しかしアリナさんといえばいつも辛そうにしてるか怒ってるかだから、珍しくてつい……」

「よっぽどこのリーティアン旅行を楽しみにしてたんですねぇ……」

「アリナさんが幸せなら俺も幸せだ……」

　こそこそうるさい二人を目線で黙らせつつ、アリナはジェイドに手を向けた。

「それから今回は特別に、《白銀の剣》のリーダーであるジェイド・スクレイド様が護衛を務めていただくことになりました」

「白銀のジェイド・スクレイドだ。よろしくな」

　ジェイドの簡単な挨拶が終わるや、大きな拍手と歓声が沸き起こった。

「ジェイド様と一泊二日でリーティアンなんて……！」

「夢だわ。夢を見てるんだわ！」

「これを機にお近づきになれたりして……」

　わっと騒ぎ始めた声に、広場にいた人たちが怪訝な視線を向ける。そもそも制服を着た受付嬢集団と軽装をした白銀のジェイドという異様なメンツに、先ほどからチクチクと好奇の視線が突き刺さって痛いのである。

「みなさん、〝旅のしおり〟は持ちましたか？」

　ううん！　と咳せき払ばらいして受付嬢たちを黙らせ、アリナは気を取り直して小さな手作りの冊子を取り出した。冊子といっても、十ページもないほどの薄いものだ。表紙には「旅のしおり」と書かれ、タイトルの下に、笑った男女の顔が描かれている。

「アリナ先輩、こんなものまでせっせとつくって……」

　横でライラが感心したように冊子に目を通している。幹事であるアリナが旅行参加者の人数分作成した、全旅程と、当日の持ち物、宿泊先、簡単な地図、トラブルが起きた際の集合場所などもろもろをまとめたものである。

「それではここからいくつかの転移装置クリスタル・ゲートを経由して最寄りの港から船に乗り、リーティアンまで移動します。目印の旗はこちら」

　アリナは片手に持つ小さな手旗をひらひらと振った。代々職員旅行の幹事に受け継がれているその手旗には、「イフール・カウンター一行」と書かれている。旅行中、幹事を見失わないための目印だ。

「ではでは、はぐれないようしっかりついてきてくださいね！」

　かくして、アリナの職員旅行は始まったのだった。




　──まさかその職員旅行が、永遠に繰り返されることになるとも知らずに──
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　がたんと大きな揺れが一つして、大型の連絡船がリーティアンの港に到着した。

　船から降りたアリナの耳に、賑にぎやかな喧けん噪そうが飛び込んでくる。

　大都市イフールですら、朝早いこの時間帯は人が少ないというのに、長い船旅の果てに辿たどり着ついたそこ──観光都市リーティアンの大広場はすでに多くの人で賑わっていたのだ。

「こ……これが、リーティアン!!」

　アリナに続いて下船した先輩受付嬢たちが、次々に驚嘆の声を上げた。

　リーティアンの玄関口である港も兼ねた大広場は、イフールの三倍の大きさはあるだろうか。大型馬車の発着場所にもなっているそこは円形に整備され、中心に据えられた巨大な転移装置クリスタル・ゲートは、島から大陸に戻る時のみ使えるものだ。原因は未いまだに解明されていないが、リル島の位置はなぜか転移装置クリスタル・ゲートで捉えることができず、大陸からの転移が難しいのである。

「これがリーティアン……」

　アリナは己の声が震えるのを感じながら、その美しい景色を見渡した。

「これが……リーティアン……!!!!」

　誰もが一度は憧れると言われるリーティアン。その町並みにアリナもまた目を奪われ、見み惚とれてしまった。

　都市の景観は、純白に染まっている。

　リーティアンに建てられる建造物は壁から屋根まで例外なく真っ白に塗られ、町並みが白一色で統一されているのである。

　観光都市リーティアンを抱える離島、リル島は、小さいながら起伏の激しい地形だ。リーティアンもまた斜面にへばりつくように立体的に広がっていた。都市内には細く白い路地が入り乱れ、大小の階段や坂が交差する景色はどこか古めかしく可愛らしい。坂を登っていった先、都市内で最も高い位置には時計台が建ち、逆に都市の一番下に位置する海岸には、いくつもの桟橋が延び、白い船が停泊している。

　都市の周囲には新緑の森が広がり、晴天の青空と、胸がすくような広大な海。色濃い自然に囲まれ、リーティアンの白は一層映えて見えた。

　陽光を受けて純白に輝く町の背後には、一つの無骨な岩山がそびえている。その頂上には古い礼拝堂があった。観光都市リーティアンは、たびたび白の絶景などとも形容されるが──その名に恥じぬ景観だった。

「わあっ、わあああ！　アリナ先輩、きれいですね！　職員旅行、がんばってリーティアンにしてよかったですね！　……って、アリナ先輩、聞いてます？」

「私……本当に……リーティアンに来たんだ……っ」

　アリナはライラの声も聞こえず、感激に肩を震わせ、ぎゅっと強く目をつむった。もう一度まぶたを上げてその純白の都市を目に焼き付け、これが夢なんかではないと確信する。

　受付嬢一年目が終わろうかというあの絶望の日以来、ずっと憧れていた都市が目の前にある。この美しく非日常的な景色は、日頃の鬱屈とした気分などあっという間に飲み込んでしまった。リーティアンはこれまで激務を耐え忍んできたアリナをねぎらうかのように、優しく迎え入れてくれたのだ。

「アリナ先輩？　おーい、アリナ先輩～？　……ダメだ、完全に停止してますね」

「二、三、四……うん、全員いるな」

　感激のあまり思考が完全停止し石像のように固まってしまったアリナに代わって、ジェイドが人数を確認する。それから言葉を失っているアリナを見て、そっと握りこぶしを作った。

「今日はアリナさんがリーティアンを楽しめるよう、全力を尽くすぞ……！」

「ジェイド様、かいがいしいですね……」

「せっかくアリナさんが頑張って実現させた旅行だからな。たまには目一杯羽を伸ばしてほしいし。──おーいアリナさん、馬車の時間になるぞ」

　ジェイドに肩をゆすられ、はっとアリナは我に返った。

「は、はい！　それじゃ、ここからは徒歩で移動しますよ～」

　アリナは慌てて手旗を軽く振り、目的の場所まで歩き出した。
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　ぱん、ぱん、とどこかで花火の音が鳴る。朝からどこか浮かれたお祭りムードのリーティアンは、どこを歩いても騒がしかった。

「今日はリーティアンはお祭りなんですね」

「どうりで連絡船に人が多かったわけだ」

「そう。今日はリーティアンの年に一度のお祭り……でも私の目的はお祭りじゃないわ」

「え？」

「さて……ではみなさん、事前にお伝えしていたとおり、おなかはすかせてきましたね？」

　にやりと笑ったアリナはおもむろに足を止めた。港のある大広場から歩いて程なく、辿り着いたのは立派な白の屋や敷しきである。

「リーティアン旅行第一の目的……それは、お祭りの日にだけ開催される、高級スイーツ食べ放題！」

　びしぃ！　と指さした先には、巨大な白い高級店がそびえ立っていた。ぐるりと鉄柵で囲われた土地の中には、よく手入れの施された広い庭と、豪華な屋敷が建っている。

「こ、高級スイーツ食べ放題!?」

　ライラが驚愕に目を見開いた。

「そんな罪深いものが存在していていいのですか……!?」

「ここは金持ち御ご用よう達たしの飲食店、トニーズ・サロン。普段は完全会員制、予約必須で一般人には縁のないお店だけど……お祭りの今日だけは違うのよ」

　キラリとアリナが目を光らせる。

「今日だけは一般に開放され、しかもその庭先で、スイーツ食べ放題が開催されるの！」

　トニーズ・サロンの庭先には、いくつも出されたテーブルに色とりどりのケーキやスイーツが燦然と並んでいた。そのどれもが洗練された出来映えで、イフールでも滅多にお目にかかれないレベルのスイーツたちだ。庭の中心にはガラスの容器に入ったプリンがタワーになって積まれ、きらきらと光って見えた。

　もちろん座って食べるための丸テーブルも随所に設置され、その一つ一つが花や飾りで彩いろどられ、気合いの入りようが違う。朝早いため人もそれほどおらず、穏やかな空気が流れている。

「かわいい～！」

　先輩受付嬢たちはスイーツという響きとトニーズ・サロンのお洒しや落れな装よそおいに、完全に魅了されていた。さすが女性憧れの町リーティアンであり、そのリーティアンの食の最前線で戦う店である。外観だけで受付嬢たちをあっという間に虜とりこにし、客の需要というものをよく理解しているようだ。彼女たちの反応にアリナも満足げに頷いて見せた。

「あ、朝からスイーツ食べ放題だと……?!」

　衝撃を受けるジェイドに、アリナは人差し指を立てる。

「暑苦しい・むさ苦しい冒険者たちであふれるイフールでは滅多にお目にかかれない、オシャレで高級志向の店よ。リーティアンでこそ味わえるこの機会を逃す手はないわ。昼なんてのんきに待ってたらスイーツがなくなっちゃうし。さあ……行くわよ！」

　門をくぐると黒い制服に身を包んだ店員たちが丁寧な所作でアリナたちを迎え入れた。こういうときは受付嬢という社会的信頼性の高い職業は便利である。一般に開放されるとは言え、客たちの粗相に目を光らせていた店員たちは、受付嬢の制服を見てたちまち表情を和らげた。

「あちらのお皿で、心ゆくまで当店のスイーツをお楽しみください」

　アリナは用意された大きな平皿を持ち、片っ端からケーキを乗せていく。早々にテーブルを確保してぱくりと一口食べると、甘いクリームが口いっぱいに広がって、アリナはほっと表情をほころばせた。

「あああ～惜しみなく使われた砂糖がストレスを溶かしていく……」

　最大のストレスの発散方法。それは脳みそが歓喜する甘味を、おなかいっぱいむさぼり食うことである。アリナは本能の赴くままに、ひょいひょいとケーキを口に入れていく。

「アリナさん朝からよくそんなに食えるな……」

「日々の鬱憤には、暴飲暴食こそが正義なのよ。ストレスと砂糖は等価交換なの！」

「お、俺はもういいかな……」

　ジェイドが降参するようにフォークを置いた。アリナの半分程度の量だろうか。軟弱である。

「甘い物は苦手じゃないんだけど、甘い物だけずっと食べ続けるってこんなに大変なのか。しょっぱいものが食べたい……」

　げっそりするジェイドの奥のテーブルでは、初老のカウンター長が優雅な所作でまだケーキを食べ続けている。意外に甘党なのかもしれない。

「ふ。愚かな。甘味を求めないということは、それだけ日々のストレスが足りていないということ」

　ぴこぴこフォークを揺らしながら、アリナはクリームのついた口の端を得意げに吊り上げた。

「アリナ先輩、それは愚かなことではないんですが……」

　隣でライラが少し呆れ気味に言いつつも、ぱくぱくとケーキを食べていく。アリナはぺろりと一皿平らげると、空になった皿を持って元気に立ち上がった。

「さ、二周目いくわよ！」

　結局アリナは、誰より長くスイーツを食べ続けたのだった。
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　トニーズ・サロンで思うさまスイーツを堪たん能のうした一行は、一度大広場に戻り、大型馬車に乗り込んでいた。

「近くで見るジェイド様、一層かっこいいですわ……！」

　がたんがたんと揺れる大型乗合馬車の中で、受付嬢たちは待ってましたとばかりにジェイドを取り囲み、頰を朱に染めて黄色い声を飛ばしていた。

「ジェイド様と一緒にリーティアンに旅行だなんて夢みたい……」

「ジェイド様、今度一緒にご飯行きましょう！」

「ジェイド様……よろしければ夜……私の部屋に遊びに来ませんか……？」

「あ、ああ、えっと──それよりほら、外の景色が変わってきたぞ！」

　ジェイド様、ジェイド様、と受付嬢たちに迫られるジェイドを完全に視野の外に置き、アリナは旅のしおりを開いて次のスケジュールを確認する。

　続いてのイベントに設定したのは、リーティアン一の観光スポットとして知られる〝岩山の礼拝堂〟である。

　礼拝堂は町からやや離れた場所、無骨な岩山の上に建つ。軽くスケジュールを確認して視線を上げ、窓の外に流れる山の景色や、遠くに見える白い町並みを、アリナは興きよう味み津しん々しんにじっと眺めた。

「はー。きれいな町」

　うっとりとそんな言葉が漏れる。

「それにここでは、仕事のことなんてなーんにも考えなくていいんだ」

　美しい景色を一秒でも見逃すまいとアリナは眺めていたが、そんな気持ちとは裏腹に、ふと睡魔が襲いかかってきた。

「……んん……」

　重く落ちようとする瞼まぶたをこする。そういえばここ最近は旅行の準備で残業が続き、寝不足だった。朝から満足するまでスイーツを食べ、無事馬車に乗れたという安あん堵どもあっただろう。思い出したようにのしかかってくる疲労感に、アリナは少しだけ目を閉じた。

　馬車の心地よい揺れに身を任せると、そのままうとうととまどろみ始めるのだった。
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　は、とアリナが目を覚ますと、馬車の窓から見える景色はすっかり変わり、岩山の頂上付近まで進んでいるようだった。

「しまった寝てた……！」

「あ、先輩起きました？　旅行の準備で残業続きでしたからね」

　隣のライラが慌てるアリナに苦笑すると、ちょうど御者の男が振り返り、窓越しに明るく声を上げた。

「さ、もうすぐ着きますよ！　岩山の礼拝堂だ！」

　窓の外に見えてきたのは、無骨な岩山の頂上に建つ、純白の礼拝堂だった。
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「ようこそ、岩山の礼拝堂へ」

　礼拝堂に到着したイフール・カウンター一行を、入り口前でガイド役の女性が待っていた。こちらもアリナが手配したガイドである。

「岩山の礼拝堂……近くで見ると大きいのね」

「古い！　いかつい～！」

「なんだか御ご利り益やくありそうだわ」

　受付嬢たちはきゃっきゃと楽しそうに騒いでいる。アリナは御者の男に代金を支払ってから遅れて礼拝堂を見上げた。

　都市の景観と同じく白に染まる礼拝堂だ。一見すると巨大な小屋のように見えるが、三角屋根の上からさらに高い塔がのび、塔の頂上に見慣れた意匠が刻まれていた。

「あれって……」

　思わずぽつりと口をつく。

　一つの円を中心としてそこから八方位にのびる線。太陽を模倣して作られたとされる魔法陣──遺レリ物ツクに必ず刻まれている神デイアの印だった。

「こちらの礼拝堂は、先人時代から残る貴重な建築物の一つなんですよ」

　神デイアの印を見上げるアリナに、ガイドの女性がにこりと説明を始めた。

「中はもっと面白いものが見れますので、さあさ、礼拝堂の中へ──」

　彼女に案内されて礼拝堂の中へと入ろうとした時、ふいに周囲がざわつき始めた。

「仕事がぁ、うまくいかねーんだよぉ！」

　と思ったら、ろれつの回らない声で、厳かな礼拝堂に似合わぬ男の大声が飛んでくる。視線をやると、片手に酒瓶を持った酔っ払い男が、顔を酒気で真っ赤にして、千鳥足でふらふらしていた。

「予言の巫女様によぉー、助けてもらおうと思ってよう……ダンジョンはどこにありますかーってぇ」

　冒険者、というには身軽な服装をした男だ。ひとしきり叫んで暴れた男は、手慣れた様子の警備員に抱えられてどこかへ連れて行かれてしまった。観光に来ていた他の客たちもぽかんとして、一時礼拝堂の周囲は困惑にざわめいた。

「あら……また飲んだくれてるのね……トーゴさん」

　短い騒ぎに、ガイドの女性が呆れたようにため息をついた。

「驚かせてしまってごめんなさい。彼、リーティアンでは有名人なんですけど……最近仕事がうまくいってないみたいで、ずっとあんな感じなんです」

　悪い人じゃないんですけど、観光地で暴れるのはちょっとね、と苦笑するガイドの女性は、仕切り直すように手を叩たたいた。

「ささ！　景気の悪い話はここまでにして、中に入りましょうか」
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　礼拝堂の中は、不思議な空気に満ちていた。

　天井は高く、広い空間には最低限の照明と観光客用に張られた規制用のロープ以外に何もない。そんな礼拝堂の中には壁の至る所に神デイアの印が刻まれ、それが少し異様な気配を放っていた。多くの観光客がいながらも静せい謐ひつな空気が漂い、昼間なのにしっとりと冷えている。厳かで重たい静寂に包まれ、観光客たちも自然と声をひそめていた。

「先人時代から残る建物……ってことは、この礼拝堂、ダンジョンということですか？」

　先輩受付嬢の一人が、不安そうに声を上げた。ガイドの女性はにこりと笑って頷く。

「その通りです。岩山の礼拝堂は昔、Ｃ級ダンジョンに指定されていました。もちろんはるか昔に完全攻略がなされており、先の〝ギルド本部隠し階層事件〟を受けてさらなる安全確認が済んでおりますので、ご安心を」

　そういえばそんなこともあったなとぼんやり思い出しながら、アリナは礼拝堂の中を見回した。この礼拝堂はダンジョンとしては小さい部類に入る。複雑な形状をしているわけでもなく、階層は一つだけだ。完全攻略もそれほど難しくはなかっただろう。

「この岩山の礼拝堂では、先人たちが一体何を神と崇あがめたのかがわかるのですよ」

　ガイドの案内で奥へと進むと、何もない礼拝堂にひときわ目を引く像があった。

　ささやかな階段を上った先、わずかに高くなった壇上に、巨大な球体の像が置かれていたのだ。台座から小さく浮かぶ真円の球体からは八本の突起が伸び、まるで神デイアの印を立体化したかのような形をしている。

「わ……」

「こ、これが……神さま……？」

　ただ、アリナたちが驚いたのは、その巨大な球体から放たれる神秘的な空気にではない。

「玉……ですか？　神が？」

　先輩受付嬢の一人が首をかしげる。

　今の時代の一般人たちは、先人たちや彼らの歴史にそれほど興味がない。もちろんアリナもその一人だ。先人たちが神と崇めていたものを知る機会もほとんどなく、〝たぶん、なんだかすごそうな人間の像でも奉たてまつっていたんだろう〟程度の認識だ。

　その予想を大幅に裏切って現れた球体の神像に、アリナは目を瞬しばたたいた。

「こちらは、もちろんただの球体ではありませんよ」

　怪訝がる受付嬢たちに、ガイドが苦笑して答える。

「これは〝太陽〟を模倣して作られたとされています。つまり先人たちは、太陽こそ神の姿と思っていたのですね。神デイアの印と呼ばれる八方位の魔法陣も、太陽を模していると言われています」

　なるほど、と受付嬢たちは納得したように頷く。その後は礼拝堂を攻略した冒険者の話をして、ガイドは説明を終えた。みな思い思いに礼拝堂を回り始め、アリナも一通り中を見て回ろうかと歩き出そうとしたとき──ふいにぽつりと小さな声が聞こえた。

「…………神デイア……」

　それは、どこか感情を押し殺したような、淡々とした声だった。

　思わずアリナは声のした方を見やる。隣に立つライラが、球体の神像をぼうっと眺めていた。

「ライラ？」

　はっとライラが我に返り、慌てたように笑顔を作った。

「あ、なんかすごい像だなーって見入っちゃって……そ、それよりあれ、なんでしょう。ずっと気になっているのですが」

　どこか慌てたようにライラが指さしたのは、礼拝堂の片隅にぽつんと建つ、小さな少女の像だった。

「こっちは球体じゃなくて人の形をしてるんですねぇ」

　礼拝堂の片隅に建てられているものの、足下には摘んできたばかりの花が添えられ、礼拝堂の厳かな空気に見合わず華々しく飾られていた。

「そちらは〝予言の巫女像〟ですよ」

　答えたのは、仕事を終えつつもまだその場に残っていたガイドの女性だ。

「予言の巫女、ですか？」

「はい。こちらの像は礼拝堂の完全攻略後にできたもので、先人がつくったものではないのですよ。何十年も前に、リーティアンの人たちが勝手に礼拝堂内に建てちゃったらしくて」

　くすくすと困ったように笑いながら、ガイドは話を続けた。

「でもそれくらい、リーティアンの住人にとって〝予言の巫女〟は大切な存在なんです。今も昔も、彼女は守り神に等しい存在として皆に愛されているんですよ」

「そういえば、予言の巫女って……どこかで聞いたような……」

　どこだっけ、と首をひねるアリナに、ガイドの女性は心なしか嬉しそうに声を弾ませた。

「リーティアンでは有名な伝承ですから、どこかで耳にしてもおかしくはないですね」

　ああそうだ、ジェイドだ。そこでようやくアリナは思い出した。浮かれてリーティアンについて調べまくっていたジェイドが、予言の巫女とかそんなことを言っていた気がする。それに先ほど酔っ払って暴れていた男も、予言の巫女様にどうにかしてもらおうとかなんとか言っていた。

「予言の巫女は、この町に危機が迫ると誰かの前にふっと現れ、予言を残して消えると言われています。金の髪を持つ可愛らしい少女の姿をしていて、実際、大雨による水害や大火災を予言し、過去に幾度もこの町を救ったのですよ。一番新しい話ですと……二十年前の魔物の襲撃からリーティアンを守ったことですね」

　ガイドがそんな説明をしていると、たたたっと幼い少女が予言の巫女像に駆け寄っていった。両手で大事そうに幾本かの花を摑つかみ、手慣れた様子で巫女像の足下に置いていく。

　そしてそっと胸の前で両手を組み、どこか嬉しそうに巫女像に言った。

「巫女様、巫女様。お姉ちゃんの足が、ちょっとよくなりました。今夜の星流れを一緒に見れそうです。お姉ちゃんも笑うようになりました。ありがとうございます！　このまま元気なお姉ちゃんに戻りますように！　あとあと、それから──」

　よく見ると巫女像を訪れるのは少女だけではない。老婆や妊婦、仕事に出ている男など、町の住人たちが次々入れ替わるように来ては、巫女像に願い事やお礼を言って花を添えていくのだ。

「本当は、予言の巫女様は神様でもなんでもない、ただの伝承なのですが……私たちリーティアンの住人は何かある度に巫女様を頼るんです」

　その様子をぽかんと見ていたアリナに、ガイドの女性が言った。

「あの女の子も、二つ上のお姉ちゃんが魔物に襲われて足を悪くしちゃって、それでああして毎日、巫女様にお祈りしに来てるんですよ」

　姉の回復を祈る少女は、誰より長く巫女像に祈り、無邪気な願いを語っていた。そしてようやくすべて言い終えると、少女はまたせわしなく走り出し、礼拝堂を出て行こうとして──ふと、アリナと目が合った。

「受付嬢のお姉さんだ！」

　たちまち少女は目を輝かせ、アリナのもとに駆け寄ってくる。

「え？」

「お姉さん、受付嬢のお姉さんだよね！」

　アリナの制服を見て、憧れに目をらんらんと輝かせながら少女が尋ねてくる。アリナはその勢いに押されて頷いた。

「そうだけど……」

「私も将来、受付嬢になりたいの。お姉ちゃんと一緒に」

「え？　受付嬢に……？」

「受付嬢ってずっと立っているんでしょ？　だからお姉ちゃんの足、治してくださいって巫女様にお願いしてるんだ。この前ちょっと立てるようになって、お医者さんもびっくりしてたんだよ」

「受付嬢は残業とかしんどい──」

「アリナ先輩」

　思わず口から漏れ出た、子供の無垢な夢をぶち壊しかねないアリナの言葉を、ライラが咳払いして諌いさめる。

「あ、あーっと……」

　アリナは口をつぐみ、しばし視線をさまよわせてから、少女と目線を合わせるようにしゃがみ込んだ。

「そうね、お姉ちゃんと一緒に受付嬢、なれるといいわね」

　にこり、と笑いかけると、まぶしいくらいの笑顔で、少女は大きく頷いた。

「うん！」

　そしてまた嵐のようにせわしなく走って礼拝堂を去って行く。その小さな背中を見送りながら、アリナはふっと息を吐いた。

「なんて純粋な……」

「ああいう純粋な気持ちは久しく忘れていましたね……」

　ライラとともにため息をつく。ともあれ、巫女像の足下にだけたくさんの花が添えられていたのは住人たちによるものだったのだ。ライラが気を取り直すように、改めて予言の巫女像をしげしげと眺めた。

「予言を残して危機を救うなんて、そんな不思議なことって、起こるんですねぇ」

「かつては小さな町だったリーティアンが、数々の危機を奇跡的に回避したことで、ここまで成長できたことは事実ですからね」

　そう語るガイドの女性は、まるで自分のことのように誇らしげだった。
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　町に戻ってきたアリナたちは、大広場で馬車を降りてリーティアンの大通りを歩いていた。

「そろそろお腹なかがすいてきましたね～」

　ライラが周囲の店をきょろきょろと物色しながら待ちきれないようにつぶやいた。そんな彼女に、きらり、とアリナは目を光らせる。

「ふふ……すでに安くて美お味いしいご飯屋さんはリサーチ済みよ……！」

　礼拝堂とは打って変わってそこは人でごった返し、歩くのにも苦労するほどの賑わいを見せていた。

　だがそれも当然だろう。ここは昼を目前にした〝市場通り〟。なだらかな上り坂をまっすぐ貫く大きな通りは、食材売り場を始め飲食店が集合している、リーティアンの台所なのだ。

　昼ご飯を求める客を確保しようと、どの店からも競うように美味しそうな匂いが漂ってくる。アリナはそんな誘惑をはねのけ、予約済みの店に皆を案内した。道脇に設置されたオシャレな黒い丸テーブルのテラス席で待ってほどなくすると、頼んでいた昼食を店員が運んでくる。焼いた肉を何層にも重ね、申し訳程度の野菜とともにパンで挟んだリーティアン名物、〝肉サンドイッチ〟である。

「おわああ、すごい迫力ですね……！」

「ど、どうやって食べるのかしら……」

　分厚い肉の層にライラや先輩受付嬢たちが驚いている。

「はは、がぶっといくんですよ、受付嬢さんたち！」

　運んで来た店員が得意げに笑った。

「リーティアンは探索者によって興おこった町ですからね。こういう手軽にがっつりエネルギー補給できる料理が昔から多くてね」

「探索者？」

　聞き慣れない言葉に、はてとアリナは首をかしげた。昼時で忙しい店員に代わって答えたのはジェイドだ。

「未発見のダンジョンを探す人のことだよ」

　ジェイドががぶりとかみついて、受付嬢たちがおずおずと肉サンドイッチを食べはじめる。

「冒険者とは違ってダンジョンの中に入って攻略したりはしないんだが、未踏の地に入って新ダンジョンを見つけ、その情報を売って生計を立てるんだ。遺レリ物ツクを見つけて収入源にしたりもする。相応の体力や知識、魔物と遭遇したときの戦闘力も求められる何でも屋だな」

「ふーん。そんな職業もあるのね」

「イフールじゃ探索者の役割はほとんど冒険者ギルドが担になっているからな。リーティアンにはまだギルドに所属しないフリーの探索者が多く残ってるんだよ。リル島では昔から珍しい遺レリ物ツクがたくさん発見されるし」

「やっぱりイフールから離れた都市だけあって、仕事も町の景観も全然違うんですね」

　ライラが感心したようにうんうんと頷く。探索者のことなどどうでもいいアリナは、むんずと肉サンドイッチを両手で摑んだ。

「ま、リーティアンにきたらこの肉サンドイッチは食べなきゃね……！」

　サンドイッチとは思えないずっしりとした肉の重み。すでに焼きたての肉からは肉汁がしたたり、肉のうまみとともにパンがすべて吸い込んでいる。空腹も相まって、アリナは目を輝かせながらごくりと生唾を飲み込んだ。

「それじゃ、いっただっきまー──」

　ぎゃー！　とけたたましい鳴き声が轟とどろいたのは、その時だった。

　驚いてアリナが肩を跳ね上げた瞬間。アリナの視界が何かの翼のようなものに覆われたかと思うと、巨大な鳥がアリナの手元に急降下してきたのだった。

　ぎょっとする間もなく、大鳥はアリナの持っていたサンドイッチを足でわしづかみにし、そのまま天高く舞い上がってしまった。

　それは一瞬の出来事だった。

「………………は？」

　アリナは呆ぼう然ぜんと空になった手を見下ろした。向かいに座るライラも、サンドイッチにかぶりつこうとした瞬間のまま、硬直している。

　周囲の客の視線も一時アリナへ集中するが、なんだ鳥か……と再び自分のご飯へと戻っていた。唯一、鳥に昼食を奪われたアリナは、やはり呆然と空を見上げる。そういえば、観光地の野生動物は人間の食べ物を奪うから油断禁物と何かのガイドブックで読んだな……とアリナは停止した脳みそでふと思い出した。サンドイッチを摑みとった鳥は、まるでアリナをあざ笑うかのように無意味に旋回中だ。

「……え、っと……アリナ先輩……えと、その……」

[image: ]

　サビ残をしてまで実現させたこのリーティアン旅行、心の底から楽しもうとするアリナに起きたあまりにも不運な出来事に、ライラがかける言葉もなくうろたえる。

「…………………………」

　ライラが適切な言葉を見つけられないうちに、アリナは、すっくと無言で立ち上がった。

「あ、アリナ先輩！　私の半分食べますか？　はんぶんこしましょ！　はんぶん──」

「ライラ」

　ぼそりとアリナの口から低い声が漏れた。

「は……はい？」

「今日の夕飯は鳥の丸焼きでいいわね」

「え？」

　ぎん！　とアリナは上空を旋回する鳥を睨にらみ付つけ、その瞳に激しい殺意を燃え立たせ、歯をむき出しにした。鳥も突如地上から噴出したすさまじい怒気に応戦し、キャッと変な鳴き声で威嚇しているが勝ち目がないと悟っているのか弱々しい。その鳥に向かって、アリナは大人げなく怒声を上げた。

「このクソ鳥がぁぁぁぁぁぁぁ！！！　丸焼きチキンにしてパンに挟んで食ってやるッッッ!!!!!!　スキルはつ」

「だ────ッ!!!!　ストップストップ！！！」

　怒りのあまり我を忘れて神域デイアスキルを発動しかけるアリナのもとへ、慌てて止めに入ったのはジェイドだった。髪を逆立てるアリナの口を間一髪で塞ぐと、鳥はぴゅーっとどこかへ逃げてしまった。

「……あ、あぶねーっ」

　鳥がいなくなるのを確認したジェイドの視線が、アリナに落ちる。

　獲物が視界から消えたことでアリナは怒りを鎮しずめ、代わりに椅子の上で膝を抱えていた。ふるふると肩を震わせ、悲しげな声が漏れる。

「うっうっ……私のお昼ご飯……私の肉サンドイッチ……ッ!!」

「……アリナさん……」

「……アリナ先輩……」

　結局、昼食はもう一度買い直すことになり、あまりに哀れとジェイドが奢ってくれたのだった。
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「ベッドだ～！」

　アリナは力のない言葉とともに、ふかふかのベッドに倒れ込んだ。

　場所は宿屋の一室、二人用の相部屋だ。窓の外はすっかり陽が落ち、夜を迎えていた。

　昼食を済ませた後、旅費の補助申請のために組み込んだリーティアン・カウンターの施設見学を午後一で済ませ、お土産店を回りながら美しい純白の都市を軽く散策。ちょっと早めの夕食を終えて、一日の旅程をすべて終了したのだった。

「はぁぁ～ふかふかベッドしあわせ……」

「先輩、幹事おつかれさまでした。リーティアン楽しかったですね」

　満足そうなライラの言葉を聞きながら、アリナは唇を嚙かみしめた。

「お昼はクソ鳥に盗とられて散々だったけどね……！」

「ま、まあでも、ジェイド様がいたぶん、アリナ先輩も思いっきりリーティアンを楽しめたんじゃないですか？　ジェイド様、ずっとカウンター長の相手してくれてましたし」

　ジェイドがカウンター長と話しっきりなので、先輩受付嬢もおいそれとジェイドに話しかけられず悶もん々もんとしているようだった。だが受付嬢たちの仁義なきジェイド争奪戦が始まらずに済んだので、カウンター長とずっと話していたジェイドの判断は正しかったように思う。

「ま……まあ、確かにそうかもね」

　ふんっと鼻をならすアリナだが、ジェイドには一応感謝していた。ジェイドがいてくれたおかげで旅程が狂うこともなく、案外のびのびとリーティアンを回れたのだ。

「あれ？　先輩、何かイベントやってますよ！」

　カーテンを閉めようとしたライラが、ふと窓の外を見やって何かを見つけたようだ。

「何やらみなさん時計台に向かってるようですね。ちょっと行ってみましょうよ！」

「イベント……？　んー行きたいけど……このふかふかベッドから出たくない……」

　ベッドの上でもぞもぞ拒否すると、ちぇっとライラは唇をとがらせた。

　時計台の鐘がゴーンと鳴る。その音を聞きながら、アリナはそっと目を閉じた。憧れだったリーティアンはとても楽しかった。仕事のことも忘れて、非日常を満喫できた。サビ残してまで計画した価値はあっただろう。心地よい疲労感と充足感に包まれながら、アリナは深い眠りに落ちていった──




　そしてここから、天国だったアリナのリーティアン旅行が、地獄へと変わるのである。
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　がたんがたんと小刻みな揺れを感じて、アリナはふと目を覚ました。

　耳に喧噪が届く。複数の女性の声だ。暖かな日差しを感じて、アリナはうっすらと目を開けた。

　そして飛び込んで来た景色に、一瞬頭が混乱する。

「……あれ……？」

　そこは馬車の中だった。大型の乗合馬車だ。アリナも乗客の一人として席に座っていて、他には受付嬢の制服を着た先輩たちやカウンター長、ジェイドも乗っていた。

「え？」

　アリナは慌てて周囲を見回した。車窓の外は陽が高く昇り、リーティアンの白い町並みが遠くに見えた。馬車は硬い道を進んで、車輪がごとごとと跳ねている。

「え？？？」

　ますますアリナは混乱して、目を白黒させた。

　いつの間に旅行二日目が始まっていたのだ？

　寝坊した？　それとも夢？

　昨夜は予約していたリーティアンの宿で寝たはずだ。二人用の大きめな部屋にベッドが二つ並んでいる部屋。そのベッドに突っ伏したふかふかの感触も覚えている。相部屋にはライラがいて、外はもう暗くて──

「あ、先輩起きました？」

　ふとライラの声が聞こえた。隣に座っているライラがアリナを見て、くすりと笑う。

「旅行の準備で残業続きでしたからね」

　その言葉、前にも言われたことがあるような──ちくりと記憶がうずいた時、御者の男が振り向いて、上機嫌に声を上げた。

「さ、もうすぐつきますよ！　岩山の礼拝堂だ！」

「……へ？」

　今度こそアリナは言葉を失い、目を二回瞬いた。先輩受付嬢たちが窓の外を見て、きゃーっと楽しそうに声を上げている。アリナも慌てて景色を見て、言葉を失った。

　白く古い礼拝堂が無骨な岩山の頂上に建っている。その景色をアリナは知っていた。礼拝堂を見るのは間違いなく二度目だ。

「ちょ、ちょっとライラ、礼拝堂なら昨日行ったでしょ……？」

「もー、アリナ先輩まだ寝ぼけてるんですかー？　昨日はイフールにいたじゃないですか！」

「え……」

　ライラは笑って茶化してくる。そうしているうちに馬車が礼拝堂に到着し、アリナはわけがわからないまま馬車を降りた。先輩受付嬢たちは、まるで初めて礼拝堂を見るかのようにはしゃいでいる。

（待って。この光景、見たことある……）

　デジャヴという奴だ。

　いやだが、デジャヴというのは過去に似た景色を見たような気がするというだけで、実際本当に同じ体験をするのとはまた違う。

　だからこれはデジャヴとは言わない。じゃあなんだ。夢か？

「ね……ねえジェイド、変なこと聞くんだけどさ」

　アリナは混乱する頭を抱えながら、遠巻きに礼拝堂を見上げているジェイドにつつっと近寄った。旅行中は話しかけまいと決めていたが、緊急事態だ。

「ん？　どうしたんだアリナさん」

　ジェイドはおかしなことは何もないと言わんばかり、笑ってアリナを振り返る。

「あの、あのさ……」

　言おうとして口ごもる。我ながら変な質問であるという自覚が邪魔して、なかなか言葉が出てこない。アリナはさんざん迷って視線をうろつかせ、しかし最終的にはまあジェイドだからいいかと納得して、思い切って疑問を口にした。

「今日って、旅行の二日目……よね？　礼拝堂、昨日、行ったわよね？」

「？　いや、一日目だぞ。さっきリーティアンに着いたばっかりだ」

「…………」

　ぞっと鳥肌が立った気がした。呆然とするアリナに、ジェイドが怪訝そうに首をひねる。

「何か問題でもあったか？」

「い、いや……なんでもない……」

　問題があるかと言われれば問題しかない。だがどうやらこの感覚を味わっているのはアリナだけのようだ。アリナは小さく首を振り、ジェイドから離れた。

「……今日が……一日目……？」

　どう考えたっておかしい。だってアリナには一日目を終えた記憶がある。職員旅行一日目は朝早くにイフールを発たってリーティアンの大広場に着き、その景色に見惚れながら岩山の礼拝堂へと登り、お昼ご飯は鳥に奪われて、午後はリーティアン・カウンターで建前上の研修をさくっと終わらせて、買い物をして夕ご飯を食べて──そして辿り着いた宿の部屋で、心地よい疲れに身を沈めるように、ふかふかのベッドで眠ったはずなのだ。

　ほらある。これだけ鮮明に記憶がある。確かに一日目は終わったはずだ。

　それとも、一日目を終えた記憶はただの夢で、今日が旅行の本当の一日目ということか？

　それとも、この〝二回目の一日目〟が夢？？？

（??????）

　だんだん思考がこんがらがってきて、アリナの混乱にトドメを刺すかのように、ろれつの回らない男の声がとんできた。

「仕事がぁ、うまくいかねーんだよぉ！」

　は、として視線を向けると、片手に酒瓶を持った酔っ払い男が顔を酒気で真っ赤にして、千鳥足でふらふらしている。

「予言の巫女様によぉー、助けてもらおうと思ってよう……ダンジョンはどこにありますかーってぇ」

「……うそ」

　同じだ。昨日起きたことと全く同じ。

　昨日も酔っ払い男が礼拝堂に来て、さんざん叫んで警備員に連れられていったのだ。確か名前は──

「あら……また飲んだくれてるのね……トーゴさん」

　昨日と同じように警備員に連れて行かれるトーゴを見て、ガイドの女性がため息をつく。アリナはその光景をただ呆然と眺めることしかできなかった。

　もしかして全員でドッキリでも仕掛けているのか？　いや、そんな手の込んだことを連携して画策するようなメンバーではないはずだ。しかも見ず知らずの酔っ払い男や女性ガイドにまで協力してもらって、なんてありえない。

（ジェイドがそんな悪趣味なイタズラに乗るはずないし……）

　そう確信できるくらいには、不本意でも長い時間ジェイドと付き合ってきた。アリナがリーティアン旅行を心から楽しみにしていたのは知っているし、そんな悪趣味な嫌がらせをすれば、その後どんな報復があるかわかっているはずだ。やるはずがない。

「アリナ先輩！　ガイドさんの説明始まりますよー！」

　呆然と立ち尽くすアリナの腕をライラが引っ張っていく。アリナは一つの答えもわからぬまま、二度目の礼拝堂に入っていくのだった。
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「おわああ、すごい迫力ですね……！」

　礼拝堂観光を終え、アリナたちはリーティアンの市場通りにやってきていた。

　ちょうど昼食時である市場通りはすでに客であふれ、店員たちが慌ただしく駆け回っている。アリナは〝昨日〟と同じ店に行き、同じテーブルに通されて、そのオシャレな黒テーブルに置かれた肉サンドイッチを凝視していた。

「同じだ……昨日と同じ……」

　ここまで、アリナは〝昨日〟と全く同じ日を過ごしていた。

　礼拝堂のガイドを担当してくれたのは〝昨日〟と同じ人だったし、ライラが予言の巫女像に興味を示したのも同じ。少女が巫女像に祈りを捧げ、憧れに目を輝かせながらアリナに将来の夢を語ったのも同じ。肉サンドイッチを運んで来た店員も同じ。

「はは、がぶっといくんですよ、受付嬢さんたち！」

　昨日と全く同じことを言って去って行く店員。

「……」

　この不気味な現象に、アリナのなかで憧れだったリーティアンがどこか薄ら寒いものにかわっていくのがわかった。

「アリナ先輩、どうかしましたか？」

「なんでもない……」

　小さく首を振り、アリナはふっと短く息を吐いた。

「──うそよ、信じない……！」

　ぼそり、とつぶやく。テーブルの下でぎゅっと拳を握り、ふいにうつ伏せていた顔を上げた。運ばれてきた肉サンドイッチを睨み付け、小さく震える手でむんずと摑む。

「私はまだ……！　こんな意味わかんない不思議現象が現実だなんて、信じない……！」

　だってあんなに、リーティアンは憧れだったのだ。

　食いしばった歯の隙間から呪じゆ詛そのように吐き出すや、がたりと椅子を蹴って立ち上がった。

「……アリナ先輩？」

　向かいに座るライラがきょとんとアリナを見上げている。かまわず、アリナは天を睨み付けた。もしこの〝繰り返し〟が、全く誰のイタズラでもなく、何か大いなる存在によるタチの悪い仕業だと言うのなら、このサンドイッチがアリナの口に入ることはないはずだ。

「来なさい、来てみなさいよ……！　この不思議現象が！　盛大なドッキリではないと言うのなら！」

　それはもはや意地だった。

「私の憧れのリーティアンを、こぉぉんなわけわからん現象で汚すなんて、私は絶対に！　許ゆるさな」

　ぎゃー！　とけたたましい鳴き声が轟いたのはその時だ。

　瞬間、大きな鳥がアリナの手元に急降下してきて、アリナのサンドイッチを足で摑み、瞬またたく間まに天高く舞い上がっていった。

「──…………い…………」

　一瞬の出来事であった。

　昨日とは違った意味で、アリナは呆然と野鳥を見上げた。

　こちらをあざ笑うかのごとく上空を旋回する鳥を、からになった両手をにぎにぎさせながら眺める。昨日のような怒りは、もはや沸き起こらなかった。

「……え、っと……アリナ先輩……えと、その……」

　一瞬で野鳥に昼食を奪われたアリナに、向かいのライラも硬直し、かける言葉が見つからずに口をぱくぱくさせている。

「……か、観光地で野生動物に食べ物をあげるのは、よくないですよ……先輩……」

　ようやく絞り出した言葉がそれだった。〝昨日〟とは違っていた。

「アリナさん、大丈夫か!?」

　ついでにジェイドもすっ飛んできて、呆然と立ち尽くすアリナの安否を確認する。

「どこか怪我は──」

「鳥まで、同じ……っ」

　ジェイドの言葉は耳に入らず、アリナは震える唇をきゅっと引き結んだ。

　知能ある人間なら、〝昨日〟と全く同じ行動をとろうと思えばまあできないことはないだろう。だが、野鳥はそうはいかない。

　アリナはうつむき、奥歯を食いしばり、拳を握りしめた。

「……信じない！　まだ！」

　それでも往おう生じよう際ぎわ悪く、アリナはきっと虚空を睨むや、店の外に向かって駆けだした。

「ライラ！　後の幹事は頼んだ！」

「へ？」

　ぽかんとするライラとジェイドを置いて、アリナは市場通りへ飛び出した。昼食を求めて集まる客たちを押しのけ、港のある大広場まで、坂道を一息に駆け下りる。アリナは脇目も振らず、巨大な碧あおの転移装置クリスタル・ゲートの前まで来て叫んだ。

「バルニュ宿場町へ！」

　一方通行、島から出るためだけの転移装置クリスタル・ゲートだ。カッと転移の光に包まれて、アリナの視界は一瞬真っ白に染まる。リーティアンへはイフールからいくつかの転移装置クリスタル・ゲートを経由した後に船で移動してきたのだが、その経由地の一つだ。

　とにかくなんでもいいからこの状況を抜け出したい。その一心だった。幹事など知るか。

　やがて転移の光は収束していき、少しの浮遊感の後、アリナの靴底が硬い石畳を摑む。

　目の前に広がるのは、純白の都市だった。

「え、あれ？」

　アリナはきょろきょろと周囲を見回す。どう見てもリーティアンの大広場だ。アリナが転移前にいた位置より、ほんのちょっとずれているだけ。アリナは慌ててもう一度転移装置クリスタル・ゲートに手をかざした。

「……リーティアンから転移できない……」

　三度ほど転移先を変えて試しても、結果は同じだった。アリナはぽかんと口を開け、何でもない顔をして喧噪に包まれる大広場を見回した。偶然アリナたちが乗ってきた連絡船を見つけて、乗組員の男に話しかける。

「島を出たい？　ああ、あいにくだがいまこの船、点検待ちでよ」

　なんか調子が悪くて動かねえのよな……と首をひねった男は、気さくに笑った。

「次の連絡船が来るのが明日の昼頃だからよ。緊急だってんなら転移装置クリスタル・ゲート使ってくれ」

「そ、その転移装置クリスタル・ゲートが使えないんだけど……」

「転移装置クリスタル・ゲートが使えない？」

　きょとん、と男が目を瞬いた。その視線の先では、旅行を終えた幾人かの観光客が転移装置クリスタル・ゲートを使用し、問題なくその姿を消している。

「ちゃんと使えているようだが……？」

「……!?」

　アリナは慌てて男に礼を言って離れ、広場を見渡した。真っ青な顔のアリナとは対照的に、リーティアンの大広場は活気にあふれている。白く美しい町の中で、みなこの光景に何の疑いもないと言わんばかり。つい昨日は見惚れていたはずのその光景を、アリナは愕がく然ぜんと見ることしかできなかった。

「なにがどうなってるの──────ッッ!?」

　アリナの絶叫が、昼間の大広場に響き渡るのだった。
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　ぜえぜえと息を切らしながら、アリナは宿のベッドに倒れ込んだ。

「先輩、幹事おつかれさまでした。リーティアン楽しかったですね」

　ベッドに倒れ込んだアリナを見て、ライラが〝昨日〟と全く同じ言葉で苦笑する。確かに疲れているが、一日目とは種類の違う疲労感だ。真っ暗闇のなかで正体不明の敵と戦わされたかのような、肉体より精神に堪えるやつである。

「あれ？　先輩、何かイベントやってますよ！」

　カーテンを閉めようとしたライラが、ふと窓の外に何かを見つけて声を弾ませた。

「何やらみなさん時計台に向かってるようですね。ちょっと行ってみましょうよ！」

「無理。動けない。一人で行ってきて」

「えぇ～」

〝昨日〟と同じようなやりとりをして、ライラがちぇっと唇をとがらせる。

　不満そうなライラだったが、アリナがぴくりとも動かないのを見て諦めたらしく、寝仕度を始めた。

　アリナはベッドに顔を埋め、そっと目を閉じた。著しい気力の消耗で重くなった体がベッドに優しく沈んでいく。柔らかな毛布の感触を脳に刻み込みつつ、その心地よい感覚にまどろんだ。

（……何が起きてるのか知らないけど……とにかく……やりきった……二回目の職員旅行……終わった……）

　もうリーティアンは十分だからさっさとおうちに帰りたい。胸を支配するのはそんなささやかな願いだけだった。時計台の鐘が、ゴーンと遠くで鳴っている。

　その音を聞きながら、アリナは睡魔に飲み込まれていった。
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　がたんがたん、と小刻みな振動が体を揺すり、アリナは目を覚ました。

「……ん……」

　ぼんやりと意識が戻ってくる。

　まず目に飛び込んできたのは、明るい日差しだった。わいわいと賑やかな話し声も聞こえてくる。硬い椅子の感触がお尻から伝わってきて、アリナはわずかに身じろぎした。

　そこは柔らかなベッド……ではないことは確かだった。おかしい。昨晩は確かに宿の部屋で寝たはずなのに──

　そんな疑問が脳裏をかすめた瞬間、ヒヤリとした嫌な予感とともにアリナは飛び起きた。

「噓!?」

　わぁっと隣で声を上げたのはライラだ。目をぱちくりさせ、血相を変えて立ち上がったアリナを見上げる。

「び、びっくりした～。先輩、怖い夢でも見てたんですか？　ここ最近は旅行の準備で残業続きでしたからね……」

　ライラが同情するように眉尻を下げた。アリナはかまわず、慌てて車内を見回す。大型の乗合馬車には、先輩受付嬢やカウンター長、ジェイドが乗っていて、車窓の外は都市から外れた硬い岩の道。昼前の明るい陽光が差し込んで、ごとごとと揺れていた。

「待って……まさか……」

　声が震えた。アリナの疑問に答えるように、御者の男が振り返る。

「さ、もうすぐ着きますよ！」

　聞き慣れた言葉を快活に投げられ、アリナの首筋にたらりと嫌な汗が伝った。アリナにはもはや、神に祈ることくらいしかできなかった。

　頼む。お願い。悪い冗談であってくれ──

「岩山の礼拝堂だ！」
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「職員旅行が……終わらない……」

　ふらふらになりながら、アリナは〝三回目の職員旅行〟を終えて、ようやく宿の部屋に辿り着いた。

　部屋に入るなり、ばふ、とベッドに倒れ込むと、遅れて入室したライラがのんきに笑う。

「なーに言ってるんですか、先輩。明日はお昼には帰れるじゃないですか。職員旅行一日目が終われば、ほぼ終わったも同然ですよ！」

「……」

　その職員旅行一日目が終わらないのだ。

　声にならない叫びを胸中で言って、アリナは唇を嚙んだ。

　おかしい。こんなの絶対おかしい。

　疲労でフェードアウトしようとする脳みそを叩たたき起おこし、アリナは真面目に現状を考え始めた。

（夢……じゃないはず。こんな何度も続いて、夢で片付けられるはずがない）

　アリナはベッドに突っ伏したまま、悶々と考え込んだ。一体何が起きているのかはさておいて、とにかくこのおかしな状況を終わらせなければならない。

　だが、どうやって？　そもそもこのループは何の脈絡も無しに始まったのだ。原因もからくりもさっぱりわからないし、何か思い当たる節もない。確かにアリナはこれまで幾度となく妙な事件に巻き込まれてきたが、ここ最近は不穏な空気もトラブルもなかったし、ただ職員旅行の準備に忙しくしていただけだ。

（ていうか……！　こんな一大事にジェイドは何してるのよ……！）

　あまりに何の手がかりもなく、その向けようのない怒りは理不尽にジェイドへ向いた。

（こういうややこしいことを考えるのはジェイドの役目でしょ……！　あいつ、何をのんきにその他大勢と同じように平気な顔して何度も職員旅行を繰り返してるのよ……！！！）

　この奇妙な状況を誰とも共有できないということも、アリナの心的疲労を加速させていた。この手のトラブルに強い人がほしいなどと贅ぜい沢たくは言わない。ただの変態ストーカーのジェイドでいいから、一緒に悩んでくれる人がほしい。それだけで全然違うのに。

（って、いないもんは仕方ないし、自力でなんとか考えるしかない。嘆いてたってこのループは終わってはくれないのよ……）

　いつの間にか当然のようにジェイドに助けを求め出していた思考を振り払い、アリナは真剣に現状をまとめることにした。状況を整理することで見えてくるものがあるかもしれない。

　ふう、と息を一つ吐き、アリナは冷静さを取り戻した。この奇妙なループ、整理してみるとこうだ。

〝旅行一日目の行程を終えて、宿の部屋に入り、寝て起きると一日目の午前に戻ってしまっている〟

「ってこんなうっすい情報で何がわかるってのよ──────ッッッ！！！！！」

「ア……アリナ先輩、相当お疲れなんですね……」

　ベッドを両手でばすばす殴りながら叫び、頭を抱え身もだえするアリナに、ライラが表情を引きつらせた。あまり触れないでおこう……とばかりライラはアリナから目をそらし、窓のカーテンへ手をかける。

「あれ？　先輩、何かイベントやってま」

「却下！」

「私まだ何も言ってないのに……」

　お決まりのやりとりを軽くあしらい、アリナはベッドに座り直す。振り乱れてぼさぼさになった髪をかき上げ、再び悶々と考え始めた。

（ん？　いや……ちょっと待って。〝寝て、起きると〟──）

　はっとアリナはあることに気づいた。と思った次の瞬間には、ベッドの上で飛び上がり、勝利を確信してびしっと天を指さし、力一杯叫んでいた。

「寝なければ、いいのか！！！」

　アリナの奇行にライラはもう何もツッコまず、「アリナ先輩が壊れちゃった……」と言いながらそそっと寝仕度に取りかかっている。かまわずアリナは両腕を組んで座り込み、一人でぶつぶつつぶやき始める。

「そうよ、これまでは寝て起きたタイミングで馬車の中に戻ってしまっていた……ということは寝なければ、この夜を越えることができる！　我ながら名案では!?　仕組みはよくわからないけどきっとそれが原因なのよ！　うん！」

　そう、アリナは〝一回目〟の職員旅行でも、馬車の中でつい居眠りをしてしまっていた。その睡眠と、一日の終わりの睡眠がつながってしまっているのだ。

　まあ理屈はよくわからないが。そんなものはどうでもいい。大事なのは、この職員旅行ループを終わらせ、なんとか職員旅行二日目に移行することなのだ。

「よし、今日は寝ないわよ……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで睡眠をとらないなんて自殺行為だが、日々の残業で鍛えられたアリナの体力を侮あなどってはいけない。徹夜なんかでこのループから抜け出せるなら、一徹だろうが二徹だろうが喜んでやろう。

「明日こそ、おうちに、帰るのよ……!!」

　アリナはそう言って闘志の炎を瞳に燃やし、握りこぶしを作るのだった。
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　がたん、ごとん、と馬車が揺れる。

　定期的な揺れを体に感じながら、アリナは馬車の中でうつむき、ただひたすらにぎゅっと拳を握りしめていた。

「…………………………」

　そこは大型乗合馬車の中。午前の明るい日差しが差し込み、車窓には無骨な岩の道と、遠くの方に純白の都市リーティアンが見える。

「さ、もうすぐ着きますよ！　岩山の礼拝堂だ！」

　御者の男が明るく声をかけると、馬車の中はたちまち賑やかになった。先輩受付嬢たちがきゃっきゃと楽しそうにしながら礼拝堂を見る中、アリナはただ一人うつむき、悶々と反省会を行っていた。

　結論から言うと、昨晩確かにアリナは起きていた。

　両のまぶたを洗濯ばさみでつまんで物理的に目が閉じないよう対策し、ベッドの上にじっと正座し、絶対寝まいと万全の態勢をとっていたのだ。

　だが、唐突に異変が起きた。時計台の鐘の音が聞こえていたので、その異変が起きたのはちょうど夜の十時頃だろうか。ふわりと奇妙な浮遊感が襲ってきたかと思うと、瞬まばたきした瞬間にはこの馬車の中に座っていたのだ。

　そう、アリナは数秒前まで確かに宿のベッドの上にいた。時間も夜だった。そして寝てもいなかった。なのに……

「……」

　ほどなくして馬車は礼拝堂に到着し、一行はぞろぞろと馬車から降りた。

「岩山の礼拝堂……近くで見ると大きいのね」

「古い！　いかつい～！」

「なんだか御利益ありそうだわ」

　などと受付嬢たちが感激しているのを後ろから眺めながら、しかしもう何度もこの光景を見たアリナの口からは何の言葉も出てこない。握りしめていた旅のしおりも、ぎゅっとバッグの中に押し込んだ。〝四周目〟ともなれば、旅程などもうしおりを見ずとも体に染しみついている。スケジュールどころか、この後何が起こるのか、どんなトラブルがあるかまで、熟知しているのだ。

「ふふ……ふふふふふ……」

　一向に終わる兆きざしを見せないループ。永遠に続く職員旅行。大好きなおうちに帰りたい、そんなささやかな願いすら、届くことはない──その地獄のような現実を前に、ついにアリナの口からは笑いが漏れる。不穏に肩を震わせ、ぬらりと顔を上げた。

「……ああそう……あぁぁぁぁぁっそう……」

　このループは、間違いなく夢なんかではない。そして、簡単に抜け出せるようなものでもない。誰がこんな悪趣味なことをしているのか知らないが、アリナはもはや我慢の限界だ。

　戦い。そう。これは戦いだ。職員旅行を終わらせんとするアリナと、このクソループを生み出している〝何か〟との。

　そいつの罪は重い。アリナを謎現象に巻き込んだことはもとより、受付嬢一年目からずっと憧れていたリーティアン旅行を穢けがしたのだ。許さない。

「見てなさいよ……このクソループを生み出してる奴……!!　見つけたら百億回ぶん殴ってやるからな……!!」

　唇を嚙みしめ、アリナは固く誓うのだった。
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「先輩、幹事おつかれさまでした。リーティアン楽しかったですね」

　何度目とも知れないライラからのねぎらいを受けながら、アリナはぼすんとベッドに腰掛けた。すでに四回も職員旅行を繰り返しているせいか、今回はそれほど疲れていない。

　いや、むしろ楽だったと言ってもいいだろう。昼食が野鳥に奪われるハプニングは、席を替えてもらうことで見事に回避──別の客が鳥の餌え食じきになっていたが──旅程は何のトラブルもなく、つつがなく進行していった。

「先輩が組んだ旅程、完璧でしたね！　初めてリーティアンに来たとは思えないくらい道も熟知してましたし、時間配分もぴったり！　サビ残して準備したかいがありましたね～！」

「……まあ、初めてじゃないからね……」

　ふ、とアリナは力なく口の端を吊り上げる。四度目の旅程をほめられたところであんまり嬉しくないが、まあいいだろう。

「さて……問題はここからよ……！」

　ぎらりと目を光らせ、アリナは腕を組んだ。

　職員旅行を完璧にこなせるようにはなっても、結局ループの脱出方法は全く思いつけないまま夜となってしまった。

「どうする……どうする、アリナ・クローバー……！！！」

　焦燥感が胸を焦がし、眉根を寄せて顔をしかめた時──ふと、窓の外が目に入った。

　すっかり夜も更ふけたリーティアンの空には、満天の星と時計台が見えた。

　観光都市だからか、通りにはたくさんの街路灯が設置され、夜でも町を明るく照らしている。闇に沈む〝純白の町〟がオレンジ色の魔法光で照らし出される様は、それだけでもう一つの絶景と言っていいだろう。

「時計……？」

　そんなリーティアンの夜の顔を眺めながら、ふと、アリナは思い出した。そういえば何度も繰り返したこの職員旅行で、低い鐘の音が耳に残っている。夜の十時に時計台が鐘を鳴らしているからだ。

　そしてアリナが眠りに落ちる時──すなわちループする時、毎回鐘の音が鳴っていた。

「時計！」

　叫び、アリナは飛び上がった。同時にライラがカーテンを閉めようとして、ふと外を見やる。

「あれ？　先輩、何かイベントやっ」

「行く！」

　ライラのお決まりの言葉を待たず、アリナは叫んだ。

「え？　私まだ何も言ってな」

「今すぐ行くわよ！」

「ええ!?　ちょ──」

　叫ぶなりアリナはショルダーバッグをひっつかみ、宿を飛び出した。宿の外はもうすっかり陽の落ちた夜だというのに、通りには人の賑わいがある。

　人々は夜のリーティアンの幻想的な町並みを楽しみながらも、一様にどこかへ向かって歩いていた。

　おそらく時計台のイベントを見ようと集まる人たちだ。その流れについていくと、時計台へは簡単に辿り着いた。

　アリナはショルダーバッグから防寒用のローブを取り出した。膝下まですっぽり覆われるローブを羽織り、フードをかぶって、人混みに紛れながら時計台を見上げる。

　例によって真っ白に塗られた時計台。純白の体は魔法光に照らし出され、夜空のなかにぼんやりと浮かび上がっている。巨大な時計の円盤のさらに上には、黄金の鐘が吊つるされていた。

　ゴーン……と重く響く鐘の音が、アリナの脳裏に強く残っている。

　そう、アリナは眠りに落ちるまどろみの中で、鐘の音が遠くで鳴っていたのを毎回聞いていた。そして気づくと、時間が巻き戻っているのである。

「あれ、アリナ先輩ー？　アリナ先輩ー？」

　後から追いついてきたライラがアリナを見失って捜している。アリナは心の中で後輩受付嬢に謝りつつ、すっと人混みを抜け、裏路地へ入った。

　裏路地は街路灯の明かりも届かず、一転して暗かった。表通りから一本はずれただけだというのに狭い路地の空気は冷たく、重い。遠くに見える表通りは人と光であふれ、まるで観光都市の裏と表だ。

　そんなことを思いながら周囲に人がいないことを確認し、アリナは虚空に手をかざした。

「スキル発動……〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　まさか職員旅行に来てまでこの力を使うことになろうとは。忌いま々いましげに顔をしかめるアリナの詠唱に応え、足下に白い魔法陣が輝く。かざした手のひらは熱を帯び、路地裏の濃い闇を切り裂いて、光とともに巨大な銀の大鎚ウオーハンマーが出現した。

　大鎚ウオーハンマーの柄をしっかと握りしめ、石畳を蹴り上げて、ふわりと夜空に舞い上がる。屋根の上に、音もなく着地した。

　街路灯の明かりも届かない夜闇に紛れ、アリナはキッと時計台を見上げた。

（時間が巻き戻る直前に必ず聞こえる時計台の鐘の音──つまり時計台が、時間を巻き戻している可能性は大きい……！）

　ていうか絶対こいつが原因だ。こいつに決まっている。〝時計台が時間を巻き戻している〟という理屈はよくわからんが。まあそんなことはどうでもいい。

「私のリーティアンを、穢しやがってぇぇ……っ」

　ぎゅぎゅっと大鎚ウオーハンマーの柄を握る手に力がこもる。つぶやいた声は憤ふん怒ぬに震え、アリナの瞳に殺意がこもる。

　ただの旅行が繰り返されるならば、ここまでの怒りは抱かなかったであろう。だがこの不可思議な現象が起きているのは、アリナがずっと憧れていたリーティアンだ。一日目は確かに楽しかった。その素敵な思い出のまま、終わりたかったのに。

「ふざけた真似してくれやがって……！　絶対に、許さない……!!」

　ばさりとローブの裾が風にはためいて──アリナは空高く舞い上がった。

　夜闇に紛れ、アリナの姿が誰かの目に留まることはない。その怒りの跳躍で時計台までまっすぐに飛んでいき、大鎚ウオーハンマーを振り上げ、狙いを定める。

　憎たらしい巨大な時計の円盤に。

「すべてはこの職員旅行ループを終わらせるため……！」

　もしかしたらこの時計台は、歴史ある貴重な建築物かもしれない。イベントを多くの人が期待しているのかもしれない。だが、そんなことはもはやどうでもよかった。そんなことよりこの職員旅行を終わらせることが、アリナにとっては何万倍も重要なことなのだ。

「私の、おうちに、帰るために！　死ねぇぇぇぇぇええええええええ!!!!」

　アリナは殺意の絶叫とともに、力一杯大鎚ウオーハンマーを振り下ろした。
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　がたん、ごとん、と馬車が揺れる。

　アリナは明るい昼間の日差しを感じながら、馬車の中に座っていた。

「さあ！　もうすぐ着きますよ！　岩山の礼拝堂だ！」

　御者の男の景気のいいかけ声がかかり、馬車の中は一気にわあっと盛り上がる。

「……………………………………………………………………」

　先輩たちが次々窓から礼拝堂の外観を眺める中、アリナはもはや表情を無にして、虚空を見つめていた。

　結論。時計台を壊しても、アリナはまたもや職員旅行一日目へと戻ってしまっていた。

　ふっと車窓の外を見ると、遠くに白い時計台が見えた。昨夜アリナの渾こん身しんの殴おう打だを受けて木こっ端ぱみじんに消し飛び、夜のリーティアンは大騒ぎになったのだが、何食わぬ顔をして元に戻っている。

「……」

　アリナの脳みそはその現実を受け止めることを拒否していた。馬車が礼拝堂に到着しても、アリナの心と思考は停止したまま動かない。無表情のまま馬車から降りて、何度目かしれない先輩たちの感嘆の声を遠巻きに聞きながら──アリナの翡翠の瞳が、ふいにじわりと潤み始めた。

「……っ」

　鼻の奥がツンとなって、引き結んだ唇は震え、眉根を思い切り寄せて顔面に力を入れても、視界は涙で濡ぬれていく。

「もう……わからないよ…………っ」

　震える声が、喉の奥から絞り出された。

「どうしろっていうのよ────ッ！！！」

　アリナはついに地面に手をつき、うなだれ、大地に向かって絶叫した。周囲の旅客たちがぎょっとしたようにアリナをチラ見していくが、もはやそんな視線はどうでもよかった。

　終わらない。職員旅行が終わらない。

　もう何をすればこの嫌がらせみたいなループが終わるのかわからない。

　そもそも何が起きているのかすらもわからない。相談しようにも誰もこの状況を理解できない。

「どうすれば……──」

「なあアリナさん」

　ふと、頭上から声がかかった。ジェイドだ。

「……ぐすっ……ふん、なによ」

「ちょっと変なこと聞くんだけど──って、アリナさん、どうしたんだ!?」

　涙に潤むアリナの目を見て、ジェイドは何か聞きかけた言葉も止め、驚愕に目を見開いた。

　その向こうでは先輩たちの背中が礼拝堂の中へと吸い込まれていき、すでにガイドが始まっている。アリナも早く合流しなければいけない。が、もうそんな気力も湧いてこない。

「うるさい。なんでもない。あっちいけ」

　ジェイドからそっぽを向き、アリナはつっけんどんに言って鼻をすすった。当然ジェイドの気配は遠ざかることもなく、それどころか、妙なことをぶつぶつ言い出した。

「……もしかして……いや、やっぱり……アリナさんも、この状況を理解してるのか……？」

「え？」

　唐突に言われた言葉に、アリナは目を瞬いた。振り向くと、やけに真剣な顔をしたジェイドの眼差しとぶつかった。

「どういうこと……？」

　恐る恐る、アリナは尋ねた。普通に旅行をしていて、そんな言葉は出てこない。

　それに、これまで何度も繰り返した職員旅行で、ジェイドからこんな風に言葉をかけてくることも、彼が神妙な顔つきになることもなかった。

「アリナさん、俺、変なこと聞くんだけどさ」

　ジェイドも自信のない声で、表情の端々に不安の色を滲ませながら、こう言った。

「もしかしてこの職員旅行、繰り返してないか？」
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「ジェイドおおおおおお!!!!」

　気づいたら、アリナは叫び、ジェイドに勢いよく抱きついていた。

「おあああああああアリナさんッッ!?!?!?!?」

　ジェイドが顔面どころか耳の先まで真っ赤にし、びっしと音を立てて硬直する。かまわずアリナは肩を震わせ、ジェイドの胸に顔を埋めた。

「信じてた……信じてたよぉ……」

　まあ実のところは、何をその他大勢と同じようにループしてやがるんだクソストーカーとちょっとなじってはいたが。

「アリナさん……」

　普段のアリナからは想像もつかない弱々しい姿に、ジェイドは己の直面した異常事態が気のせいなどではないと確信したようだ。

「そうだよな……つらかったよな、アリナさ」

「ストーカーならもっと早く気づきなさいよ馬鹿ぁぁぁぁ！！！」

　アリナの背中にそっと手を回し抱きしめようとしたところで、アリナの怒りの鉄拳がジェイドのみぞおちにめり込んだ。

「おぐふぅっ!!」

「こっちがループに巻き込まれて困り果ててたってのに、あんたまでのほほんとループしやがってぇぇぇっ」

「……り……理不尽すぎるぞ……アリナさん……」

　たまらず身を折りながらぼそりと言って、ジェイドはよろよろと立ち上がった。

「ってことは、やっぱりこの旅行一日目は何回も繰り返しているのか……そしてアリナさんは俺よりずっと前からループしてた……？」

「その通りよ。一日目を終えて夜になると、気づいたらこの〝礼拝堂に向かう馬車〟に戻っているの。理由も原因も何にもわからないけど」

「俺も同じだ。気づいたら馬車の中にいて、昨夜壊れたはずの時計台が何事もなく元通りになっていた」

　ちら、とジェイドは遠くに見える時計台に視線を投げた。

「俺の知っている〝昨日〟では、夜に何者かが時計台を破壊して大騒ぎだったんだ。それなのに、〝今日〟は何事もなかったように時計台が直ってる……明らかにおかしい」

　時計台──ジェイドの口から出たその言葉に、つ、とアリナのこめかみに冷や汗が落ちた。

「ああ、時計台が？　ふーん？　壊れたの？　へー？　それは大変だったわね」

「……。アリナさん、まさか──」

　視線を泳がせ棒読みの相づちを打つアリナを見て、はっとジェイドが何か気づいたらしい。わずかに頰を引きつらせながらアリナを見つめた。

「もしかして時計台壊したのって」

「な、なによ……！　だって、だって、しょうがないじゃん!!」

　ほぼ確信しているらしいジェイドに、アリナはもはや開き直ることしかできなかった。

「私は〝今日〟が五回目なの！　五回目！　時計台を壊せば職員旅行のループ地獄が終わるかなって、思ったら、もう、止まらなくて……!!　それで、大鎚ウオーハンマーでひと思いに──！」

　思い詰めるあまりついに殺人を犯してしまった人間のように、アリナはわなわなと唇を震わせた。そんなアリナを見てよほど追い詰められていたと悟ったか、ジェイドは一度開きかけた口を閉じ、数秒沈黙してからため息をついた。

「……まあ時間が巻き戻ったおかげで時計台は元通りだし、今回は仕方ないか。でもアリナさん、何でも暴力で解決しようとするの、よくないぞ」

「う、うるさいっ」

　むっと眉根を寄せつつも、ジェイドが時間の巻き戻しをくらっていると知り、アリナは内心ほっとしていた。何の解決もしていないのに、一時の安堵が胸に広がっていく。

「それよりあんたはなんで私も〝繰り返してる〟って気づいたのよ」

「ああ。皆は〝昨日〟とほぼ同じ言動をしてたけど、アリナさんだけ明らかに〝昨日〟と違うことをしてたからな。なんか挙動不審だったし」

「……」

「とはいえ、この状況どうしたもんかな……」

　ジェイドは頭をかき、ほとほと困り果てたようにため息をついた。

「解決には一筋縄じゃいかなそうだ」

「そうよ！　一晩寝ないでみたり、時計台を壊してみたりしたのに、全然解決しなかったんだから──」

　言っている途中で、ふとアリナは言葉を止めた。

　何かの気配がふわりと、アリナの背後に舞い降りたことに気づいたからだ。

「！」

　同様にその気配に気づいたジェイドが、とっさにアリナの腕を引いて背後に回し、気配もなく現れた〝それ〟の前に立ちはだかる。

[image: ]

「誰だ」

　すう、と虚空から浮かび上がるように姿を見せたのは、一人の少女だった。

　思わず目を引く金の瞳と長い金髪を持ち、目を縁取る長いまつげまでもが、金色に染まっていた。日焼けを知らない色白の肌と純白のローブが、その輝きをより一層引き立たせている。

　純白と金、その相反する二色が、どこか神秘的な空気を纏まとわせている少女だ。

「誰──いや、〝何〟だ、お前は……？」

　ジェイドが警戒を強め、いつでも斬りかかれるよう腰の剣に手を伸ばす。ジェイドの妙な問いには理由がある。

　その女性の体は、幽霊か何かのように半透明だったのだ。

「驚かせてしまってごめんなさい」

　静かな声で、少女は言った。

「あなたたちは何か──お困りなのでは、と思いまして」

　女性はじっとジェイドを見つめると、静かにそう尋ねた。

「……どういう意味だ」

「たとえばそう……この町の時が、正常に前へと進まなくなっている、とか」

「……！」

　はっと息を吞むアリナとジェイドに、半透明の女性は優しく微笑んだ。

「〝お前は何だ〟と、そう問いましたね。私に名などありませんが、この町の人々は、私のことを、こう呼びます──」

　すう、と息を吸い、不思議な雰囲気を纏う女性は、透き通る手を胸に当て、自身の名を口にした。

「〝予言の巫女〟と」
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「よ……予言の巫女って……」

　アリナは目の前に現れた少女を啞あ然ぜんと見つめた。

　予言の巫女──このループで何度もガイドの話を聞かされたので嫌でも記憶に残っている。古くからリーティアンで信じられている、〝未来を予言する不思議な少女〟の伝承だ。時折人間の前に現れては、町に降りかかる危機を予言する存在であり、昔から何度もリーティアンを守ってきたと言う。

「予言の巫女……!?　単なる伝承じゃないのか？」

　ジェイドも困惑を隠しきれないように、眉をひそめている。

　少女の歳としはアリナと同じか、少し上くらいだろう。長い金髪は腰まで届き、背中に無造作に垂らしている。その表情に十代のようなあどけなさはなく、どこか大人びていた。体は透き通り、音もなく宙に浮いている様は幽霊のようにも思えるが、彼女の柔らかな表情はとても死者とは思えなかった。

　呆あつ気けにとられるアリナとジェイドの前で、予言の巫女と名乗った少女は静かに口を開いた。

「この町の時は狂っています。何度も、何度も、同じ日を繰り返している──」

「！」

「皆、時の牢ろう獄ごくに囚とらわれている……ですが、あなたたちだけは抜け出した」

　はっとするアリナたちにむかって少女は両腕を広げた。

「この〝異常〟を解決できるのはあなたたちだけ……だからお願い……どうか……どうか……この町を救って……」

　言葉半ばから、半透明だった女性の体が、まるで時間切れと言わんばかりにさらに薄く消えていく。

「ど、どういうことだ!?　おい！」

「待って！　何か知ってるの!?」

　ジェイドとアリナは慌てて消え行こうとする少女に声をかける。だがその間にも少女の体は輪郭が溶け、周囲の景色に混ざり合って消えていく。

「あなたたちにしか、頼めないの。どうか──」

「お願い待って！　待ってよ……！」

　アリナは必死に少女に手を伸ばしたが、ふわりと後ろに飛んだ少女に、その手は届かない。

「──〝待って〟って──」

　ずんと一歩踏み出し、アリナはぎゅっと拳を握りしめた。

　折れかけていたアリナの心の奥底から、めらめらと何か闘志とも怒りともつかぬ黒い感情がせり上がって来るのがわかった。

　この意味のわからないループ、解決の糸口すら摑めない現象を前に、ようやく何か知っていそうな奴が現れたのだ。なのにそいつは言うだけ言ってとっとと消えようとしている。またアリナたちをこの意味不明な現象に置いてけぼりにしようとしている。

　ここで逃がしてたまるか。

　逃がしてたまるか……!!

「言ってんでしょがああああああ────ッッ!!!!」

　力一杯叫び、なりふりかまってられないアリナは、少女に駆け寄って渾身の力でその頰を殴り飛ばした。

「へぷじっ」

　アリナの拳は少女の横よこっ面つらに見事にたたき込まれ、全力の殴打をくらった少女は軽く吹き飛ばされて地に転がった。

「「……はっ？」」

　きょとんとした声を重ねたのは、まさか神秘的な雰囲気を纏う少女を殴るとは思っていなかったジェイドと、まさか殴られるとは思っていなかった少女である。

「え、ちょ、アリナさん……？」

　うろたえるジェイドの横を、アリナはずんずんと進んでいくと少女の前に仁王立ちになる。

「ぶ──」

　半透明で見るからに物理無効な姿をしているのに、なぜかアリナの拳を顔面にくらった少女は、よろよろと起き上がった。頰をさすって、信じられないものでも見るようにアリナを見上げる。

「ぶった!?　ぶったのね!?　こんな神秘的な存在を!?　私に痛覚はありませんが……！　この神秘的な存在をぶったわね!?」

「うっさいわねちょっと黙りなさいよ……」

　ずごごご……と低い地鳴りでも聞こえてきそうな不穏な声で、アリナは倒れる少女を見下ろした。

「ひっ」

　うつむいているアリナの、陰になって見えない表情から言い知れぬ殺気を感じたのだろうか。予言の巫女は肩をびくつかせて言葉を飲み込んだ。

「いかにも神秘的な空気ふりまいて意味があるようでないようなふわっとした言葉だけ言って消えれば、私たちがどうにかしてくれるとでも思ってるの？」

「えっ、えっ？」

　少女はさらに目を瞬きながら、顔を伏せつつも全身からただ事ではない気配をふりまくアリナを凝視する。

「こちとら職員旅行をすでに五回もやらされてるのよ……！　何が町を救ってくださいよ……助けてほしいのはこっちだっつー話なのよ……ッ！」

　低くそう言って、ぬらり、とアリナが顔を上げると、その双そう眸ぼうは殺意に染まり、宿る光がアヤシげに揺らめいていた。

「ひっ!?」

　そのおぞましい視線には巫女と名乗った少女も顔を青ざめさせて、怯おびえるように身を震わせる。

「人に頼み事をしたいのなら！　何をどうしてほしいのか明確にしてから頼みなさいよ！　あんたのそれは丸投げって言うのよ！　ていうかこの状況をどうにかしたいなら、あんたもあくせく働きなさいよ────ッッ!!!!」

「ひいいいいっ!?」

　少女の胸ぐらをつかんでぎん！　と睨み付けると、まるで蛇に睨まれた蛙かえるがごとく、巫女は顔から血の気を引かせ、強引にアリナの拘束から逃れてジェイドの背後に回り込んだ。

「た、助けてくれ！　コノヒト、かなりやばいぞ!?」

　ジェイドの後ろからアリナを指さして助けを請こう巫女は、もはや数秒前まであった神秘的な雰囲気もかなぐり捨て、口調まで変わっていた。相変わらず体は半透明だが、溶け消えていた四肢はいつの間にか元に戻っている。

　盾にされたジェイドは困ったように頰をかいた。

「確かにアリナさんがやばい存在なのは否定しないが……」

「あぁン!?」

「全然やばい人じゃないしただの可か憐れんな受付嬢なんだが、アリナさんがあのモードになった以上、誠心誠意応答した方が身のためだぞ」

「……」

　ジェイドの言葉が決して噓ではないことは、アリナの全身からにじみ出る色濃い殺気が物語っていたのだろう。そんな凶暴な様を見て、巫女はジェイドの背中で何やらブツブツつぶやき始める。

「お、おかしいぞ……！　ちょっと神秘的な存在っぽい感じをふりまいてちょっと意味深なこと言えばだいたいの人は勝手に解釈して動き出すのに！　なんでこの手法が通じな──」

「おい巫女」

「は、はひ！」

「今、この町で、一体何が起きてるのかわかりやすく簡潔に教えなさい。そしてあんたも当事者の一人として一緒に解決策を考えなさい。私は一刻も早くこの職員旅行ループを抜け出しておうちに帰りたいの。わかるわね？」

「……！」

　指をボキボキ鳴らしながら全く笑っていない笑みでアリナに詰め寄られ、自称巫女の少女はさああっと顔を青ざめさせるのだった。
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「も……申し遅れたな。ボクは、ナーシャと言う」

　こほんと小さく咳払いを一つして、予言の巫女──ナーシャは、胸に手を当て丁寧にお辞儀した。

「ん？　さっき『私に名などありませんが……』とか言ってなかったか？」

　が、純粋かつ残酷すぎるジェイドのストレートな指摘をくらい、たちまちナーシャの顔は耳まで真っ赤に染め上がった。

「そ……そっちの方が、雰囲気出るかなって……思ってだな……っ」

　改めて指摘されるとよっぽど恥ずかしいのか、思わず目まで潤ませながら、ナーシャは消え入りそうな声で律りち儀ぎに答える。ジェイドとアリナは震える彼女から距離を置いて遠巻きに視線をやりながら、こそこそと声を潜めた。

「よっぽど雰囲気作りを大事にしてるんだな……」

「それっぽい雰囲気とハッタリだけでうまいこと世の中を渡れてきちゃったタイプね……ごますりだけで出世したり威圧感だけでお局つぼねになったり……」

「と……とにかくだな！　この一日はループしてるんだっ」

　二人の視線に耐えかねたように、ナーシャは強引に話を進めた。

「時間が進まないせいでボクも未来が見えず、せっかく根付いた〝予言の巫女〟というかっこいい雰囲気ブランドが──いや巫女としての役目が果たせず、困っているんだ……」

「なんか今ちらっと欲望丸出しの本音が──」

「こんな現象が自然発生的に起きるとは思えない！　おそらくこの町をループさせている何者かがいるはずなんだ！　これはれっきとした営業妨害なのだ！」

　ジェイドのツッコミを遮って熱く握りこぶしを作るナーシャに、アリナとジェイドは思わず目を合わせた。

「……まあ要するに、〝予言の巫女〟にもこの現象の原因はわからないってことか」

「振り出しに戻る、ってことね……重大そうな雰囲気ふりまくだけふりまいといて何のために出てきたのかしらこの巫女」

「さ、さらりと暴言吐くのやめてくれないか!?」

「そもそも、〝予言の巫女〟ってなんなんだ？」

　ふとジェイドが首をかしげる。ナーシャはその質問を待っていたとばかり、ふふんとどこか誇らしげに胸を張った。

「そりゃあ、〝予言の巫女〟は〝予言の巫女〟だ。古くからこの町を守ってきた、ありがた～く神秘的～な存在なのだぞ？」

「で、本当のところは？」

「こここここの世に未練を残した幽霊みたいなものだと思っていただければだな……！」

　アリナが顔面ににっこりと笑みを貼り付け質問し直すと、ナーシャはなぜか怯えたように身を縮こまらせて答えた。

「幽霊か……まあ確かに……半透明だし、浮いてるし……？」

　自信なさげに納得しようとするジェイドに、アリナも眉をひそめた。

「そもそもジェイド幽霊見たことあるの？」

「いや、見たことはないな……こういうのに強いのはロウなんだけどなぁ」

「ていうか、本当に幽霊なら私が殴れるはずがないのよね」

　じと、とアリナに睨まれたナーシャは、慌ててジェイドの背後に回るや、ずぼっと背中に手を突っ込んだ。その半透明の手は何の抵抗もなくジェイドの胸板を貫いたのである。

「ボクは噓はついてないぞ！　ほら！　ほーら！」

　ジェイドの胸から手を生やしながら、ナーシャが必死に手をぐっぱっとさせている。ジェイドは少しだけ気持ち悪そうに頰を引きつらせながら、胸から生える半透明の腕を見下ろした。

「……幽霊かどうかは置いとくとして、普通の人間じゃないってのは本当みたいだな」

「じゃあなんで私はナーシャに触れるのよ？」

「それは……こっちが聞きたいくらいだ。ボクも長いことこの姿だが、誰かに殴られたのなんて初めてだぞ……」

　ナーシャ自身も困惑しているようで、はてと首をかしげている。

「ま、ひとまずはこのループ現象をどう解決するかだな」ジェイドはそれとなく横に移動し、突き抜けるナーシャの手から離れた。「もし誰かが意図的にこんな現象を引き起こしているとしたら、一番考えられる可能性はスキルだ」

「確かに、時を止めるスキルだってあるんだから、時を繰り返すスキルもありそうね」

　アリナの言葉に頷きつつ、ちらりとジェイドはアリナを見る。

「けど、もしそうなら、神域デイアスキルを持つアリナさんすらその効果に巻き込むことができる、神域デイアスキルの使い手ってことになる。グレンの時を止める〈時の観測者シグルス・クロノス〉も、超シグ域ルススキルだったからアリナさんには通用しなかったし」

「ふむ、それもそうね……」

「スキルかどうかはわからないが、一つだけわかることがあるぞ」

　手詰まりなところにふと口を挟んだのはナーシャだ。

「わかること？」

「二人とも、このループは全く同じ日が繰り返されている、と思っているだろう？　実はそれはちょっとだけ違っているのだ」

「ほう」

「たとえば、そうだな……あれを見るのだ」

　ナーシャが指をさしたのは、礼拝堂だった。先輩受付嬢たちはすでにガイドからの説明を聞き始めていて、やがて礼拝堂の中へ入っていく。

　そこへ、後ろから歩いてきたのは一人の男だ。身軽な軽装で、武器は護身用の短剣を一本腰にさしているのみ。冒険者というにはやや装備の薄い格好で、防具に金をかける代わりに、腰まわりには携帯型の望遠鏡や小さなツルハシ、頑丈な革手袋を下げ、さらに大きな革鞄かばんを背負っている。冒険者というより、探検家とでも言った方がいい出で立ちだ。

「あれ、あの男……」

　その物珍しい姿に見覚えがあると思ったら、これまでのループで、幾度も礼拝堂で暴れていた男だった。片手に酒瓶を持ち、酒で鼻頭を真っ赤にしながら「仕事がうまくいかない」と騒いでいた男である。だが、今回はそんな荒くれた雰囲気は一つもない。

　男は知り合いを見つけたのか、はつらつとした笑顔で話しかけた。

「仕事がうまくいきそうなんだ！　これも巫女様に祈りを捧げたおかげだと思って、ちょっくらお礼にな」

　よかったじゃないか、今度話を聞かせてくれよ！　と気のいい知り合いから背中を叩かれ、男は嬉しそうに礼拝堂の中へ入っていった。

「……あの男、〝前回〟は仕事がうまくいかないって酔って暴れてなかったか？」

　ジェイドもアリナと同じ疑問を抱いたようで、怪訝に眉をひそめている。

「あの男だけではないぞ。ボクは町中を観察していたが、〝今回の今日〟は至る所で〝前回の今日〟とは違うことが起きているんだ。実際、ジェイドもループを自覚しただろう」

　は、とジェイドが軽く目を見開いた。頷いたナーシャの目は、再びアリナに向く。

「ボクは〝一周目〟からキミの行動を見てきた。〝前回の今日〟、キミは時計台を破壊し、町が大騒ぎになる事件を起こした。そしてその次の周、つまり今、ジェイドがループを自覚したことを筆頭に、あちこちで違った変化が起きている……アリナが何か大きな行動を起こすことで、ループ後の〝今日〟起きる出来事が変わっているのだ──」

　ナーシャはびしっとアリナを指さした。

「つまり、アリナ！　キミがこのループの鍵なのだ！」

　半透明の人差し指を突きつけられ、その場にしばし沈黙が落ちた。

「私が……鍵……？」

　そんなことを言われても、いまいちピンとこない。アリナは大きく二回目を瞬き──ふと、重大なことに気づいて表情を強こわばらせた。

「……は！　ちょっと待って……ということは……！」

「どうしたアリナさん、何か気づいたのか!?」

「ええ……ナーシャ……つまりあんたは……！」

　アリナは深刻な表情で大きく頷き、その目はナーシャに向いた。きょとんとするナーシャの細く透き通る肩を、がっしとつかむ。

「私がループに巻き込まれて困っているのを、助けようともせず最初からず───っと観察してたってことね!?」

「え？　あっ」

　ナーシャはそれでようやく自身の失言に気づいたようで、顔を真っ青にさせて慌てて両手を振った。

「ええええ───っとそれはいや、それはだな、戦略的観測というかなんというかその……」

　図星なのか明らかに慌てた様子のナーシャは、やがて観念したように両手の人差し指を突き合わせ、虚空に視線を泳がせてしどろもどろに語り出した。

「そ、その……ちょっとキミの行動を拝見したところ、お昼ご飯を奪った鳥を焼いて食べようとしたり、いきなり時計台を破壊したり、そんな野蛮な人とはまともに会話ができる気がしなくてだな……偶然まともそうなジェイドがループを自覚してくれたから、声をかけるなら今しかないと思ってだな」

「ふ─────んつまりビビって四周も私をほっといたと……」

「うわああんごめんなさいごめんなさい正直言って怖かったんだあああああ」

「や、やめるんだアリナさん、四周も慎重に観察されたのはそういうとこだぞっ」

　ジェイドに止められ、アリナはむっと唇をひんまげて、怯えるナーシャから一歩離れた。

「冗談よ。ちょ────っとムカつくけど。ちょ──────っとムカつくけどね」

「ま、まあそれでつまり、アリナさんの行動によって、ちょっとずつループする〝今日〟の内容が変わっていってるってことだよな」

「そ……その通りだ。おそらくアリナの起こした行動が、玉突きのようにあらゆる事象に影響を及ぼし、結果的にループした〝次の周〟にまで影響を及ぼすということ……」

「でも、それがわかったからって何の解決にもならないでしょ。私が大暴れすればこのループを終わらせられるってんなら、いくらでも暴れるけど」

「心の底からやめてくれアリナさん」

「こ、このループを引き起こしている何者かは、〝何か〟を待っているのではないだろうかとボクは考えている！」

　これまでの怒りのぶん暴れようとするアリナに、ナーシャが慌てて人差し指をピンと立て、一つの仮説を提示した。

「何か？」

「うむ。時間を巻き戻している何者かには〝理想とする今日〟があり、それを求めてループを繰り返しているのではないか……ということだ」

「その〝理想とする今日〟が来るまでループを続け、変化を起こさせ続けてるってことか」

「その通り。だって単に同じ日を繰り返したいだけなら、アリナにループを自覚させる必要なんてないのだ。これには明確な思惑がある。その者の〝理想とする今日〟が訪れれば、このループから解放されるのではないかとボクは思っている」

「じゃあそいつが納得するまでループを続けなきゃいけないってこと……!?」

　渋面を作るアリナに、ナーシャは真剣な眼差しを向けた。

「た、頼む！　この町を未来に進めてほしいのだ。キミたちにしか頼めないのだ……！」
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　夜、アリナは防寒用のローブをすっぽりかぶって宿を抜け出し、リーティアンの酒場の一角にいた。

　酒場とは言っても、毎晩むさ苦しい冒険者たちがひしめき合い馬鹿笑いを響かせているイフールの酒場とは、雰囲気がまるで違う。さすが観光地というだけあって、テラス席まである落ち着いたオシャレな店だ。

　アリナはそのテラス席の一つに座り、ぐったりと椅子の背にもたれかかった。

「はー……さすがに、五周目ともなるとだいぶ簡単に幹事ができるようになってきた……」

　もはやいかに完璧に旅程をこなし、いかに素早く宿に辿り着くかの戦いになってきている。ループすること自体には慣れてきて、ジェイドもループを自覚したことで強い孤独感は消えた。とはいえ、解決の糸口が見えたわけではない。おまけに昼間の〝予言の巫女〟ことナーシャとの話を思い出し、アリナは小さくぽつりとつぶやいた。

「本当にこのまま、誰かの〝理想の今日〟が実現するまでループするしかないのかな……」

「どうだろうな」

　アリナと同じく難しい顔をして唸うなるのは、向かいに座るジェイドである。二人は作戦会議をすべくこっそりと酒場で落ち合っていた。

「せめて何を求めているのかわかれば、対策のしようもあるんだが……そもそも本当に誰かがやっているのかもわからないし」

「私はこの職員旅行ループが終わればなんでもいい……」

　テーブルに突っ伏し、アリナがもごもごと弱音を吐いたその時だ。テラス席に面する表通りがにわかに騒がしくなり、次々と人が通りにあふれてきたのだ。もう寝静まる時間だというのに、逆に大きくなっていく喧噪にアリナはふと顔を上げる。

「やけに騒がしいわね。もう暗いのに」

「ああ、そりゃこれだろ」

　ジェイドが酒場の壁に貼られたチラシを指さした。時計台の上を無数の星が飛び、なんだか楽しげな様子が描かれたものだ。そこには今日の日付と一緒に、『星流れ観測会』という文字が見えた。

「……〝星流れ観測会〟？　何かのイベント？」

「例年、今日は大量の流れ星が見える日なんだそうだ。時計台の丘の上が一番よく見えるから、みんなそこに集まって流れ星を見るんだよ」

「ふーん……そういえばライラが時計台がどうとか言ってたわね」

　これまでのループで宿に帰るたびライラに誘われていた気がするが、ほとんど無視してきたものだ。彼女が行きたかったのはどうやらこのイベントらしい。

　ジェイドは椅子に深くもたれかかり、夜空を見上げた。心なしかイフールよりも空が広く感じる。

「今日は雲もないし、流れ星もよく見えるだろ。こんなループがなければ、アリナさんと眺めたかったなぁ……」

「なんであんたと星見ないといけないのよ」

「アリナさんには情緒というものが存在しないのか……？」

「うっさい」

　衝撃を受けたようなジェイドの顔を睨み付けた時、ふわりとそよ風のような気配とともに、少女の声が割り込んできた。

「リーティアンの星流れに憧れを抱かないとは、やはり野蛮人なのだな……」

　酒場に姿を現したのは金髪の美少女、ナーシャだ。神妙な顔でややジェイドの背に隠れながら、アリナを遠巻きに眺めている。

「何か言った？」

「なんでもないのだ」

「ナーシャの姿は周りの人間には見えないんだな」

　突然音もなく虚空から出現したナーシャに驚く客は一人もいない。どうやら誰にもナーシャが見えていないようだ。

「誰の視界に映るか、ある程度コントロールできるぞ。ボクは高性能な幽霊だからな！」

「高性能な幽霊とは……？」

「リーティアンの星流れといえば、有名なデートスポットだぞ？　時計台の丘で恋人と見ると永遠に結ばれると言う……」

「永遠に結ばれるだと!?」

　やおらがたんと椅子を蹴って立ち上がり、ジェイドはたちまち真剣な顔でナーシャに詰め寄った。そのあまりの剣幕にナーシャは若干引きつつも、大きく頷く。

「あ、ああ、そこで結ばれたカップルを何人も見てきたぞ……冷える夜に肩を寄せ合い、広大な夜空を眺めて流れる星に幸せを願う。そんな特別な時間を共有することで、お互いに何か温かな感情が芽生えるのではないだろうか」

　ナーシャはまるで素敵な恋物語に憧れる純粋な少女のように胸の前で両手を組み、うっとりと言うと、アリナとジェイドににっこりと笑いかける。

「時間が前に進まないというこんな異常事態だが、せっかく旅行に来てくれたアリナとジェイドにも、リーティアンを楽しんでほしいのだ。リーティアンは、ボクにとって自慢の町だからな！」

「ああ！　そういうことならもちろん行──！」

「のんきにジェイドと星を眺めてる場合じゃないんですけど」

　鈍色の目をきらめかせ握りこぶしを作るジェイドを遮って、アリナはにべもなく切って捨てた。

「……」

「……」

　アリナの身も蓋もない言葉にジェイドは無言のまま膝を抱えて背を丸め、ナーシャが触れられない手でジェイドの背中をさすっている。

「やはりアリナは血も涙もない野蛮じ」

「何か言った？」

「なんでもないのだ」

「と……とりあえず、次だな」

　しばらくしてジェイドは立ち直ったのかよろよろと立ち上がり、気を取り直すように咳払いを一つして、むりやりきりっと顔を作った。

「次？」

「この周で、俺がループを自覚し、アリナさんは予言の巫女と出会った。これは今までにない大きな変化だ。だとしたら、次の周も、何かしら違うことが起こるはずだ」

「……結局は、そうやって地道に変化を起こしていくしかないってことね」

　はあ、とアリナのため息が酒場の喧噪に響く。早くおうちに帰りたいなぁと思うアリナだった。




　　＊＊＊＊




　がたんがたんと揺れを感じ、馬車の中でアリナは目を覚ました。

　無論、礼拝堂へと向かう馬車である。

　やはりまたループしてしまったようだ。それをまざまざと感じつつ、しかし今までのループとは違う。少なくとも予言の巫女と出会い、ジェイドもループを自覚した。前の周よりも明らかに前へ進んでいる──そう自分に言い聞かせ、アリナはすべてを覚悟したように一つ息を吐くと、同じく馬車の中で神妙な顔つきのジェイドに視線を送る。アリナと目が合うと、こくり、とジェイドは小さく頷いた。

（……やるしかない……！　すべてはこのループを終わらせ、おうちに帰るため……！）

　アリナは拳を握り、改めて固く決意する。こうして〝六周目〟の職員旅行が始まるのだった。
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「ようこそ、リーティアン・カウンターへ！」

〝六周目〟の礼拝堂観光を終え、順調に昼休憩を済ませた午後。アリナたちイフール・カウンター一行は、リーティアンに設置されたクエスト受付所、リーティアン・カウンターの中にいた。リーティアン・カウンターは町並みと同じくやはり真っ白な外観を持つ大きな受付所だ。

「遠くイフールからようこそおいでくださいました」

　アリナたちを出迎えたのは、薄茶のショートヘアが可愛らしい受付嬢、シンシアである。歳はアリナと同じくらいだろうか。にこにことした愛あい嬌きようのある可愛らしい笑顔が印象的な受付嬢だ。

　職員旅行恒例、旅費補助申請を通過するためだけの建前研修イベントである。

　もちろんリーティアン・カウンターに来るのも、シンシアと話すのもこれで六回目。アリナは慣れたようににっこりと六回目の業務用笑顔を作った。

「こちらこそ、お忙しい中時間を割いてくださり、ありがとうございます」

　建前用のイベントであることは、互いに口にこそしないもののリーティアン・カウンター側も心得ている。そのため、軽く施設見学だけさせてもらって、十五分ほど滞在したらさっさとおいとまする予定だ。これまでのループの中でも、リーティアン・カウンターでは特にトラブルもなく、つつがなく終わっていた。

（ここまでは特に変わったことはないわね……）

　だがアリナは多少警戒しつつ、シンシアの案内に従ってリーティアン・カウンターの中を進んだ。前回の〝五周目〟でナーシャと出会ったことで、今回の〝六周目〟にも何か大きな変化が現れるだろう、というのがナーシャの見解だ。

　礼拝堂からお昼までは特に大きな変化もなく進んでいたため、もし変化が起きるなら午後。ちらりとジェイドに視線をやると、ジェイドも警戒しているのか、少しだけ表情が険しい。

「こちらがリーティアン・カウンターの事務室です」

　シンシアに促され、アリナたちは受付嬢たちが事務作業をする部屋へと入る。

　整然とデスクが並び、書類を保管する本棚と来客用の大きなデスクのある部屋だ。規模が少し小さいくらいで作りはイフール・カウンターとほぼ変わらない。デスクではすでに数人の受付嬢たちが事務処理を行っているが、それほど忙しくないのか軽い雑談を交える余裕もあり、全体的にのんびりした空気が漂っていた。

「きれいにしているんだねぇ」

「忙しい時はもっと散らかっているんですが……ここ最近は新ダンジョンの発見もありませんから。今日は有給をとっている受付嬢も何人かいるんです」

　カウンター長の言葉にシンシアは照れるように頭をかいた。

　確かに、繁忙期ではないとはいえ、事務に使う道具や書類が几き帳ちよう面めんに分類されて並べられているところは、見習うべきかもしれない。イフールでも最低限の整理整頓には気をつけているが、繁忙期が訪れるとあっという間に崩壊するため、もう少し雑然としている。もしかしたらリーティアン・カウンターには整理整頓が好きな受付嬢がいるのかもしれない──そんなことを考えながら、六度目の事務室をのんびり観察していた、その時だった。

「あ、あの……」

　ふと前を歩いていたシンシアがもじもじとアリナに話しかけてきた。

「なんでしょう？」

　アリナが小首をかしげると、それでもシンシアは恥ずかしがるように目線をさまよわせ、何か言うのをためらっている。これまでのループにはなかった行動だ。アリナが怪訝に思っていると、シンシアはやがて意を決したようにこう尋ねてきた。

「あなたが、あの、アリナ・クローバー様ですか……!?」

　その瞬間、それまでのんびりした空気の流れていた事務室に、ぴりりとした緊張が走り抜けた。かと思うと事務室で作業をしていた受付嬢たちがたちまちがたがたっと立ち上がり、わっとアリナを取り囲んだのだ。

「アリナ・クローバー様!?」

「クローバー様ですって!?」

「へ？」

　リーティアンの受付嬢たちはたじろぐアリナを尻目にじっとこちらを見つめたかと思うと、確信したように一つ大きく頷き、とんでもないことを言い放った。

「や、やっぱり、間違いないわ……！　このお方こそ〝鉄腕残業マスター〟のクローバー様よ！」

「ちょっっっっっと待ってくださいなんですかその不吉なあだ名は!?」

　聞き捨てならない二つ名に慌てるアリナに対し、シンシアは純粋な憧れに瞳を輝かせながら、ずいっとアリナに詰め寄った。

「お噂うわさはかねがね聞いております！　受付嬢歴三年目にして激務と名高いイフール・カウンターの主戦力の一人──野蛮な冒険者を軽くあしらい長蛇の列を捌さばききる手腕、幾度もの残業に耐え抜く鉄の精神、しかも最近は事務処理能力にさらに磨きがかかり、ミスはほぼ無し！　どんな激務が訪れようと完璧に受注書を処理……もはや一人で受付嬢数人分の事務処理能力がある……伝説的受付嬢ロゼッタ・ルーベリーの再来とまで言われる、新しい伝説と！」

「……は……？」

　おいまて今ロゼッタ・ルーベリーって言ったか？

　人間離れした事務処理能力を有した伝説的受付嬢──またの名を仕事中毒者ワーカーホリツクとも言うロゼッタの名前を聞いて、かつて受けたトラウマ級のダメージがよみがえりそうになるのをなんとかこらえつつ、アリナは一歩身を引いた。

「ま、待ってください。そんな賞賛されるようなこと、私は何も──」

　言いながら、はっとアリナは気づいた。

　その視線は、突然の騒ぎに驚く先輩受付嬢たちを通り抜け、遠巻きに見守っているジェイドの方へ向く。彼もあらかた察しがついたのか、ばつの悪い顔をして、あさっての方向を泳ぎ見ていた。

（……そうか、ジェイドだ……！）

　ここ最近、アリナが残業となると、ジェイドとの二人がかりでの事務作業が当たり前になっていた。だが、当然のことながら世間的に冒険者ギルドの幹部であり冒険者であるジェイドが、受付嬢の事務作業を手伝っているなどとおおっぴらに言えるはずもない。

　となると、周囲から見れば単純計算で二人分の事務量をアリナがこなしていることになるのである。おまけに、ジェイドの優秀な事務処理能力を考えれば二人分以上の作業量を片付けていると言っても過言ではないだろう。

「あ、いや、えっと、それは……！」

　アリナは慌てて訂正しようとしたが、ありのまま説明できるはずもなく、口ごもることしかできなかった。それを謙遜と受け取ったリーティアン・カウンターの受付嬢たちはたちまち目をきらめかせ、アリナに向けた。

「今日はクローバー様とお会いできると知って、楽しみにしていたんです。職員旅行のさなかに失礼かと、話しかけずにおこうと思ったのですが、本物を前にするといてもたってもいられず……！　ぜひ、これまでの武勇伝をお聞かせください！」

「え……えっと……」

　拒絶しようにもシンシアたちの純粋な瞳に押され、ジェイドという〝ずる〟を使っていたことも話せず、アリナの罪悪感はますます強まるばかりだ。なんと言っていいか迷っているうちに、アリナはあることに気づいた。

（ちょ、まさか、六周目の変化って、これぇ!?）

　おそらくこれまでのループは、〝職員旅行のさなかに失礼だから話しかけずにいた〟パターンだったのだ。まさかこんな六周目になるとは思わず、アリナが頰を引きつらせた──その時だった。

「大変だ！　新ダンジョンが発見されたらしい！」

「「「……は？」」」

　飛び込んで来た恐ろしい知らせにきょとんと声を重ねたのは、アリナと、リーティアン・カウンターの受付嬢たちだった。と同時に、地響きのような音が徐々に近づいていることに気づいた。

　いや、地響きではない。一目散にリーティアン・カウンターを目指す、大量の冒険者たちの足音だ。

「新ダンジョン……ですって!?」

　アリナたちを取り囲んでいた受付嬢たちの顔から、一斉に血の気が引いていく。同時に、カウンターから陽気な男の声が飛んできた。

「よぉ～！　愛いとしの受付嬢ちゃんたち！　仕事を持ってきてやったぜぇ～！」

　振り向くと、関係者と言わんばかりにカウンターから身を乗り出して事務室をのぞき込んでいる男がいた。

　浅黒く日焼けした彼の顔を見た瞬間、アリナは目を見開いた。つい最近、どこかで見た姿と、聞いたことがある声だ。そう、これは──

「あいつ、岩山の礼拝堂で酔っ払ってた男じゃないか……!?」

　ジェイドも同じことに気づいたようだった。

　身軽な軽装に、腰まわりには携帯型の望遠鏡や小さなツルハシ、頑丈な革手袋を下げ、さらに背には大きな革鞄。その物珍しい姿を見間違えるはずがない。岩山の礼拝堂で、仕事がうまくいきそうだと喜んでいたあの探検家風の出で立ちをした男だった。

「ね、ねえ、あの男性の方って……？」

　凍り付くシンシアをつんつんとつついて尋ねると、シンシアは関節が凝り固まった人形のようにぎこちなくこちらを振り向いて、顔面を引きつらせた。

「リーティアンでは……有名な、探検家なんです……ここら辺の新ダンジョンはすべて、彼が見つけてくるんですが……最近は仕事がうまくいかないと言っていたので、安心しきって、まし、た……」

　それだけ言うと、シンシアは白目を剝いてびたーんと仰向けに倒れてしまった。棺ひつぎの中に眠る死者のように両手を組むシンシアは「繁忙期こわい繁忙期こわい……」とうわごとのようにぶつぶつ言っている。

「し、しまった、新人特有の繁忙期恐怖症が！」

「シンシアがやられたわ！　みんな！　急いで厳戒態勢を敷いて！」

「で、でも、今日はみんな休んでて、人手が……！」

　受付嬢たちは顔を真っ青にさせながら、シンシアを介抱しつつカウンターにすっとんでいった。同時、カウンターの方から嵐のような騒がしさが聞こえてくる。

「で……では、なんだかお忙しいようですので、私たちはここらで失礼しますね～」

　慌ただしいその様子に、アリナはようやく我に返り、とばっちりを食う前に撤退を試みた。

　周りを見ると先輩受付嬢たちはとっくにリーティアン・カウンターを退避していて、アリナも慌てて彼女らに続き外へ出ようとした瞬間──がしぃ！　と足首を誰かに摑まれた。

「待ってクダサイ……」

「ぎゃー！　何!?」

　ゾンビのように這はい寄よってくるのは、突然の繁忙期に目が回り、廊下に倒れていたシンシアだった。

「伝説の……受付嬢様……！」

「いやだからそれは……！」

「今日は人手が全然足りないんです……！　お願いです、手伝ってください……！」

「な、はあああ!?　無理無理無理む──」

「アリナ君」

　アリナは必死に首を左右に振って拒否しようとしたが、ふいにぽんと肩に手を置かれた。振り向くとウチのカウンター長が優しい微笑をシンシアに向けている。

「同志の非常事態だ。ここに居合わせたのも何かの縁。ウチのアリナ君でよければ力を貸そう」

　何勝手なこと言ってくれとんじゃクソ野郎────────ッッッッ！！！！！

「あ……ありがとうございます!!　このご恩はいつか必ず！」

　言うなりシンシアはたちまち元気に立ち上がり、逃がさないとばかりがっしとアリナの腕を抱えるのだった。
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「……まあそりゃ確かに、昨日と違うことが起きてるわよ。でも、でも──」

　アリナは目の前に築かれたお馴な染じみすぎる書類の山に、両の拳を震わせた。

「残業なんて聞いてないわよ──────ッッ！！！！！」

「なんていうか、アリナさん、その、なんか悪いのに取り憑かれてるんじゃないか……？」

　本気で心配そうな声を上げるのは、隣に座るジェイドである。

　手伝う代わりに護衛のジェイドをつけるという苦し紛れの条件を吞ませ、アリナは臨時で割り当てられた会議室にいた。

　リーティアン・カウンターの受付嬢たちとは別室のため、堂々とジェイドを使うことができるのがせめてもの救いである──などと自分に言い聞かせながら、アリナは広い空間と大きな机に書類の山を広げ、ガリガリと事務処理にあたっていた。

　先輩受付嬢たちとカウンター長はアリナを犠牲にしてそそくさと宿に向かい、危険を察知したライラが〝幹事代理〟という絶対安全のポジションを名乗り出ている。本当に要領のいい連中である。

「アリナさん、俺、一つ気づいたんだが……」

「何よ!?」

「もしループするなら、別に必死こいて事務処理しなくてもいいんじゃないか？　馬車の中に戻ったら処理したもの全部リセットされるし──」

「いいわけないでしょ……!?」

　だん、と机に手を置きアリナはぶつぶつとつぶやき始める。

「もし万が一、これが誰かの〝理想とする今日〟なら、ループすることなく次の日を迎えてしまう……そしたら大量の書類は未処理のまま……。そんなことになれば、リーティアン・カウンターのみんなから『……え……書類、一枚も終わってないんですか……？』なんて冷たい目で見られ……っ」

　ぞぞぞっとアリナは肩を震わせた。

「崩れてしまう……！　せっかく根付いた〝デキる受付嬢〟のイメージが、イメージがぁぁぁぁあああっ」

「……アリナさん、仕事できるイメージ、ちょっと嬉しかったんだな……」

「とにかく、これは受付嬢の矜きよう持じに懸けて片付けるわよ！　なんとしても！」

　アリナは目をぎらつかせ、いつも以上の勢いで受注書の山に向かい合うのだった。




　　＊＊＊＊




　がたんごとんと馬車に揺られ、ばっとアリナは目を覚ました。

「書類は!?」

　覚醒するなり叫んで立ち上がると、一斉に馬車に乗っていた先輩受付嬢やカウンター長のぎょっとした視線がアリナに突き刺さる。隣のライラが、哀れむような目で見ている。

「……先輩……職員旅行に来てまで残業の夢なんて……」

「あ、いや、これは……！」

　同情の眼差しに、アリナはすごすごと椅子に座り直した。

　どうやらしっかりループしていたらしい。

　こっそりとジェイドを見やると、小さく肩をすくめて見せた。アリナは昨晩必死に処理した受注書の山を思い出し、全身に感じる疲労感とともに重いため息をついた。

　我に返り、ふと何もかもが馬鹿らしくなった。どうせループするに決まっていたのに、昨日の自分はなんであんなに頑張ってしまったのだろうと──
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　夜。本来であれば予約した店で夕食をとっている時間。アリナはジェイドとともに、暗い夜森の中を歩いていた。

　今日もしっかり新ダンジョンが発見されたが、アリナはなんとかスケジュールを巻きに巻いて、新ダンジョン発見の報が届くよりも早くリーティアン・カウンターを後にすることで残業ルートを回避したのだった。

　そして腹痛だの頭痛だのと言い訳を重ね、幹事代理をライラに押しつけ──もとい任せて、森の中の道なき道を進んでいるのだった。理由はもちろん──

「──で、旅行に来てまでダンジョン攻略ね……」

　アリナは重いため息をついた。先頭を歩くジェイドが真剣な表情でこくりと頷く。

「本当はしっかりメンバーをそろえたいところだが……」

「そういうことを言ってんじゃないのよ私は」

　ぴしゃりと言ってジェイドを睨む。ジェイドはいつもの軽鎧ライトアーマーに大盾をかついだ姿だ。何があってもいいようにと装備一式を用意してきたらしいが、まさか本当に使うことになろうとは。アリナは受付嬢の制服の上に防寒用に持ってきたローブを羽織っているだけである。

「わかってるよ。ただ、この新ダンジョンは明らかにこれまでのループになかった異変だからな。このタイミングで発見されたとあれば行ってみるしかない」

「まあそうだけどさ」

　この前の周ではまさか職員旅行に来てまで残業をする羽目になろうとは……と嘆いていたところだが、今度はまさか処刑人の真似までする羽目になろうとは、である。アリナはもう一つため息をついて、ジェイドが踏みならしてくれる道を進んだ。

「情報ではもうすぐだが──見えた」

　うっそうとした森の中に、突如奇妙な柱が現れた。すっかり蔦つたが絡からみついたそれらは、木々に隠れるようにして等間隔に何本も立っており、よく見るとまっすぐ奥へと続いている。

「昔、ここに通路があったのか……？」

　まるで通りの脇に並ぶ柱のようにも見える。その柱をたどっていくと、やがて地下に続く大きな階段がぽっかりと口を開けていた。

「脱出のしにくい地下ダンジョンか……ますます気が進まないな」

　顔をしかめたジェイドは、やおら腰のポーチから何かを取り出した。

「アリナさん、一応これ持っててくれ」

　渡されたのは、どこかで見たことのあるような緑色の水晶だった。

「なにこれ？」

「簡易型転移装置クリスタル・ゲートだ。ほら、闘技大会の時、見ただろ」

　あ、とアリナはようやく思い出した。敵対していたガルドやゴーズが持っていたものだ。アリナとジェイドをむりやり隠しダンジョンに転移させた、あの転移装置クリスタル・ゲートである。

「なんでジェイドがこんなの持ってるのよ」

「闘技大会の一件の後、現場から回収してギルドの研究班に調べてもらってたんだ。町に置いてある転移装置クリスタル・ゲートとの相互干渉にだけ気をつければ、誰でも使えるらしい。ダンジョンからの脱出にはもってこいだ」

「ふーん。便利なものね」

「量産に成功すれば冒険者の緊急脱出手段が増えるって、研究班が喜んでた。お試しに一個もらってるんだ。もし何かあってもそれで脱出できる……けど」

　妙なところで言葉を止めたジェイドに、アリナは眉をひそめた。

「けど、なによ」

「〝どこに飛ばされるかわからないから、それを使うのは最終手段〟と言われててな……」

「返す」

　アリナは緑水晶をジェイドに押しつけた。まあそうなるよな、とジェイドは苦笑しつつ、緑水晶をポーチに戻す。

「そんなことよりもよ」

　むす、とアリナは唇をひん曲げ、静まりかえる夜の森をきょろきょろと見回した。

「ナーシャは何やってるのよナーシャは。変なときには現れるくせに、こういう時には出てこないんだから」

「ああ……そうだな……」

　どこか含みのある返事をするジェイドに、アリナは眉をひそめた。

「どうかしたの？」

「いや……」

　少し躊躇ためらうような間を空けて、結局ジェイドは先を続けた。

「このループをさせているの、実はナーシャじゃないかと思っているんだ」

「え？」

　きょとんとアリナは目を瞬く。

「予言の巫女って、つまり何らかの方法で未来が見えるということだろ。〝時〟に関係した力を持っていることは明らかだ。それにナーシャは、このループが超常現象か何かではなく、〝誰か〟がループさせていると断言していた。何の根拠もなくな」

「そういえば、確かに……って最初から怪しんでたの？　ナーシャのこと」

「そりゃ半透明の姿して予言の巫女を自称してたら、いくらなんでも怪しいだろ」

「そ……そう言われれば……そうね」

　同じ日を繰り返すという謎の現象に触れすぎたせいで、そんな常識的な感覚も忘れていた。当然のことを指摘され、アリナはなんだか恥ずかしくなってちょっとだけ赤面する。

「そのナーシャが出てこないってことはだ。この新ダンジョンは〝理想とする変化〟なんじゃないか？　ナーシャは俺たちにこのダンジョンを攻略させたいんじゃないかと思って」

「……なら、さっさと行くわよ」

　ふんと鼻をならし、アリナは地下へ続く階段を下り始めた。

「ここが正解だってんなら、さっさとこんなループ解消して、明日に進むんだから……！」
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　地下に広がるダンジョンは薄暗く、低い天井の道が続いていた。

「スキル発動〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉」

　ダンジョンに入るなりジェイドはスキルを発動させ、赤い光を両目に宿す。

　スキルの効果により五感が高められ、広範囲にわたってダンジョンの情報が脳内に飛び込んでくる。神域デイアスキルを持つ最強の前衛役トツプアタツカーであるアリナがいるとはいえ、今回は四人一組フルパーテイーではない。慎重を期すに越したことはないと、ジェイドは数秒そうしてじっと立ち止まり、ダンジョンを探った。

「あまり広いダンジョンじゃなさそうだな……構造も入り組んでなさそうだし、魔物も少ない。階層は一階層、あっても二階層くらいか」

「ふーん。小さいダンジョンなら探索も楽ね。見たとこ一本道だし」

　途中遭遇した魔物を蹴散らしながら、一本道の廊下を進んでいく。やがてダンジョンの最さい奥おうに辿り着くと、異様な光景が目に飛び込んで来た。

「な、なにここ……？」

　アリナが思わず眉をひそめるそこは、奇妙で小さな円形の部屋だった。

　床に十二個もの魔法陣が配置されていたのだ。魔法陣たちは、時計の数字のように等間隔に配置され、白く発光して部屋全体を照らしている。

　そしてそれら十二の魔法陣に囲まれるように、部屋の中央には見たことのある球体の像が浮いていた。

　球体から八本の棒状の物体を伸ばす像──礼拝堂で見た、太陽を模したとされる神像だ。

「これは……遺レリ物ツクか……？」

　ジェイドは奥の巨大な球体に近づき、まじまじと観察した。時折白い光を走らせるその球体は、ゆっくりと回転しているようだった。

「──そう。ついにここまで、辿り着いてしまったのだな」

　その時、静かな声とともにふっと白い影が虚空から姿を現した。ナーシャだ。

「ナーシャ。やっぱり、ループはお前の仕業──」

「どうやら、ボクの登場に驚いているようだな」

　ジェイドの言葉を遮り、ナーシャがにやりと笑った。

「まさかボクがこんなタイミングで、こんな場所に現れるなんて、予想だにしていなかっただろう──」

「いや一応予想はしてたんだが」

「いいだろう。正解に辿り着いたキミたちには教えてもよい。このループの犯人を──」

「人の話聞かないんだな……」

　カッ！　と両目を見開き、ナーシャは謎に片手を突き上げ、高笑いとともに叫んだ。

「この島の時を巻き戻していた者……！　それは、このボクなのだ、そこの遺レリ物ツクを使ってな！」

「いやそれはもういいから」

　アリナが遮ると、ナーシャは慌てて両手を握りばたばたと上下に振った。

「よ、よくない！　言わせるのだ！　ていうか驚くのだ！」

「で？　どうやったらループが終わるわけ？」

「その前に他に聞くことがあるだろう!?」

「？　なによ」

「動機だ動機！　なんでボクが、こんなマネをしたのかーとか、気になるだろう？　気になれ！」

「私はこのループが終わればなんでもいい」

「そう──あれははるか昔のこと──」

「なにか語り始まってるぞアリナさん」

「用意してた台本通りにしか話を進められないタイプね……」

　気持ちよく何やら語り始めたナーシャを無視して、アリナは大鎚ウオーハンマーを肩に担いだ。その視線はナーシャを通り過ぎ、部屋の最奥で音もなく動く、球体の神像に向く。

「ま、この遺レリ物ツクがループの原因だって言うんなら……やることは一つでしょ」

　ぎらり、とアリナの目が薄暗いダンジョンの中で怪しく光を放った。

　職員旅行を幾度もさせられた怒りが、腹の底から湧き上がってきて、それはアリナの瞳からすさまじい殺意となって放たれた。

「全部、ぶっ壊す……！」
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　とん、とん、と薄暗い部屋に規則的な音が響いている。

　初老の男が大きな椅子に背を預け、肘掛けに手を乗せて、人差し指で肘掛けを何度も叩いているのだ。それは彼が何か考え事をする時の、ちょっとした癖だった。

　その男は、一つに束ねた長い白髪と、老いてしわの刻まれた顔を持っていた。しかし歳のわりに姿勢はよい。翡翠の瞳はまだ濁らず、若々しい輝きすら宿していた。脇の机に置いたランプの魔法光が、彼の──四代目【剣聖】の顔を赤く照らし出している。

　とん、とん。やがて【剣聖】の人差し指が止まり、部屋が無音に包まれた。

「──なるほど。なかなか話が進まないと思ったら、時間逆行ループか」

　規則的な音の代わりに【剣聖】の低い声が響く。

「そういえば、あの島はそういう場所だったな」

　一つの答えに辿り着いた【剣聖】は、わずかに口元に笑みをたたえた。

「最悪の未来を避け、〝あるかもしれない可能性〟を手繰り寄せるため、時間を巻き戻し続けたか。涙ぐましいことをするじゃないか、ナーシャ……──たかが死に損ないのくせに」

　嘲笑とともに吐き捨てると、【剣聖】は椅子からゆっくりと立ち上がった。机の上のランプを持ち、部屋の扉へ歩き出す。

「まあ、何でもするがいいさ。どうせ無駄だ」

　重い扉の取っ手に手をかけて、【剣聖】は低く、笑った。

「最後には全員、滅びるのさ。私の手のひらで踊ってな」
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「…………きちょうなれりっくが……さんびょうくらいでこわされてしまった……」

　ぷすぷすと音を立てて木っ端みじんになった遺レリ物ツクを見て、肩を落とし呆然と立ち尽くしているのはナーシャだ。ナーシャの顔は、次いでぎぎぎぎ、と壊れた人形のようにアリナに向いた。

「……ていうか……ボクがループするに至った動機の話、ちゃんと聞いてくれていたか？」

「聞いてない」

　アリナはにべもなく言うと、腕を振って大鎚ウオーハンマーを消し、さっさと部屋の出口へ歩き出す。

「さ、ループが終わったか確かめないと」

「こ……、この……っ」

　そんなアリナに、ナーシャはうぎぎぎっと歯がみし、悔しさのあまりかその目に涙すら溜ためて、人差し指を突きつけた。

「馬鹿力女ぁぁぁー！」

　そんな子供みたいな悪態が精一杯の負け惜しみなのか、ナーシャは叫ぶだけ叫んでうわぁぁんと泣きながら虚空に消えていった。

「なんだったんだ……」

「なんでもいいわよ。とにかく確かめるわよ」

　アリナとジェイドはダンジョンを抜け、丘の上に見える時計台を見つめた。ほぼ同時、ゴーン、と時計台の鐘が遠くの方で重々しく響き渡り、夜の十時を告げる。

　アリナは恐る恐る、ジェイドと目を合わせた。

「ループ……してない！」

　いつもなら鐘の音とともに馬車の中に巻き戻っているのだが、アリナは相変わらず森の中に立っていた。つつがなく時が進んでいることを実感した瞬間、ぱぁぁぁとアリナは笑顔になり、両手を上げて飛び上がった。

「ループ終わったぁぁぁぁぁ!!!!」

　アリナの歓喜の叫びが、夜の森に響き渡ったのだった。
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「やっと終わったわループ。はぁ～これでようやく家に帰れる」

　アリナはリーティアンを目指して森の中を戻りながら、安堵のため息をついた。一方隣を歩くジェイドは、まだ腑ふに落ちないところがあるかのように、眉をひそめている。

「にしても、ナーシャはなんでループなんて変な真似をしたんだ？　それに、ループをさせていたなら、なぜループを解消してくれなんて俺たちに頼んだ……？　動機の話、ちゃんと聞いてあげるべきだったか……」

「知らないわよ。どうでもいい、おうちに帰れるなら──」

「そうだろう気になるだろう。ならば語ってやるぞっ」

　アリナの言葉を遮り、静かな声とともに、すっと目の前に少女が現れた。

「ナーシャ……！」

　懲りずに現れたナーシャを見て、アリナとジェイドは言葉を失った。

　大泣きした子供のように、その両目を真っ赤に充血させていたからだ。まぶたは泣きすぎてちょっと腫れているほどで、まだぐずぐずと鼻をすすり、小さく肩を震わせている。

「……なんか、仕事で𠮟られてトイレでこっそり泣いて帰ってきたけど、全然隠しきれてない新人社会人みたいね……」

「それがわかってるなら、意地悪するのをやめるのだー！」

　同情というよりドン引きして頰を引きつらせるアリナに、ナーシャは半ば逆ギレしながら叫ぶ。だがその表情はだんだん曇っていき、最後には人差し指の頭を突き合わせて、いじいじぶつぶつ愚痴り始める。

「……まさか秒でダンジョンを攻略したあげく力尽くで遺レリ物ツクをぶっ壊してループを脱出するなんて……思わないだろう、普通……っ」

　言ってるうちにナーシャの瞳がうるうると涙を溜めていき、しまいにしくしくと泣き始めた。

　すねたようなナーシャの視線は、じとりとアリナに向いた。

「野蛮人。あまりに野蛮人──」

「何か言った？」

「なんでもないのだっ」

「なるほど、あまりに台本通りに行かなくて隠れて泣いてたけど、ちゃんとやることやらなきゃと奮い立たせてなんとか出てきたわけか」

「冷静な解説やめるのだ!?」

「ナーシャ、結局お前は何がしたかったんだ？　ループを仕掛けたかと思えば俺たちにループを解消しろと頼むばかりか、ヒントまで出して」

「……」

「本当はループが目的じゃないんだろ」

　ナーシャはしばし押し黙り、じと、とジェイドに視線をやった。

「ボクの話を聞いてくれる気になったか……？」

「ジェイドだけ。私はそんなのどうでもいいし」

「いいや、アリナもジェイドも、なんとしてもボクの話に付き合ってもらうぞ……！」

　不機嫌に眉根を寄せたアリナは、しかし次にナーシャの口から出たとんでもない言葉に、凍り付くことになる。




「だって、だって！　明日、この島は消滅してしまうんだから!!」




　一瞬、その場に沈黙が降りた。

「…………は？」

　ナーシャから言われた言葉をすぐには理解できず、アリナはきょとんと目を瞬いた。困惑しているのはジェイドも同じだった。

「島が消滅する……？」

「ちょっとナーシャ、いくら台本通りに行かなかったからって、そんな悪趣味な冗談──」

「冗談なんかじゃないのだっ」

　ナーシャはきゅっと唇を引き結び、目を伏せ、長い沈黙を続けた後、意を決したように口を開いた。

「本当は、ボクは幽霊でも、巫女でも、神秘的な存在でも、なんでもないのだ……」

　消え入りそうな声でそう言うと、ナーシャは覚悟したように、白いローブの胸元をわずかに開けた。

　そこに埋め込まれていたのは、黒々と光る石──魔神核だった。

「な……!?」

「魔神だと……!?」

　慌ててジェイドは腰の剣を抜き、言葉を失うアリナを後ろに下がらせた。

「どういうことだ!?　ナーシャが、魔神……!?」

「ま、魔神だが、魔神になる前の記憶と人格を持っている！　ボクは先人の一人だ！　それにボク自身に魔神としての力はない！　その力を持っているのはボクの〝本体〟の方だ。キミたちに危害を加えることはできないっ」

　剣を抜いたジェイドに、ナーシャが慌てて言葉を並べた。

「ボクは本体から分離した、いわば魔神の精神……データの集合体に過ぎないのだ……！　だからこそ、キミたちの力が必要なんだ！」

「……どういうことだ……？」

「キ、キミたちが、これまで魔神にひどい目に遭わされてきたことは知っている。いつも死にかけながらの壮絶な戦いであったことも……！　だから魔神であるボクの言葉なんて、聞きたくもないかもしれないが……！　ボクの力では、未来を変えることはできないんだ……！」

「……」

「明日、魔神が封印から解かれる。そしてこの島を消し飛ばす。何も残らない。町も、人も、跡形もなく消し飛んでしまう……」

　ぎゅ、とナーシャは唇を嚙み、最後には、アリナたちに向かって深々と頭を下げた。

「頼む。この未来を変えられるのはキミたちだけなのだ。この島の明日を……救ってほしい……！」

「「……」」

　深々と頭を下げるナーシャに、アリナもジェイドも何も言葉が出てこなかった。思わず目を合わせ、無言のままに互いの意思を確認する。

「……わかった。話を聞こう」

　長い沈黙の末、ジェイドが頷く。明日、島が消滅するというナーシャから告げられた言葉は、さすがに無視することはできなかった。魔神核を埋め込んだナーシャを放置するわけにもいかないだろう。

「本当か!?」

「言っとくけど！　これが全部悪い冗談だったなら、ただじゃおかないからね……！」

「わ、わかっているのだ……」

　ジェイドが剣を鞘さやに納め、ナーシャは小さな声で語り始めた。
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「……そもそもこの島は、島全体が一つの〝実験場〟だったのだ。先人の時代では、『時の実験場』と呼ばれていた」

「時の実験場……？」

　ナーシャから告げられた言葉にジェイドは眉をひそめた。

「この島に入るためには航路しかなく、転移装置クリスタル・ゲートが利かないだろう。実験場として周囲と隔絶するよう作られたせいだ」

「……確かに、リル島の転移装置クリスタル・ゲートは大陸に戻る時しか使えないな。大陸からの転移装置クリスタル・ゲートではリル島の座標が摑めないとかなんとかで」

「それもこれも、周囲から隔絶された場は、時の操作がしやすい環境となるからだ。あの部屋にあった、キミたちが壊したあの遺レリ物ツクを使えば、時間を進めることも巻き戻すこともできるようになる。未来をシミュレーションし、極めて正確な未来予知もできる」

　なんだか、そんな話をグレンもしていた気がするな、とジェイドはふと思った。グレンの場合は、人の流通を断った地下室という〝周囲から隔絶した場所〟を用意し、その地下室の時を巻き戻そうとしていた。

「このまま何もせずに明日を迎えれば、この島は確実に消滅してしまう。だから──」

「……その遺レリ物ツクを使って、今まで島の時間を何度も巻き戻したってことか」

「ああ。予言の巫女などと名乗れたのも、あの遺レリ物ツクで、未来を見ることができたからだ」

　こくりと頷き、ナーシャは言葉を続けた。

「とはいえ時の逆行にも限界がある。進む未来が確定する〝分岐点〟と呼ばれるポイントを過ぎると、時の巻き戻しはできなくなるのだ。だから、分岐点の前でループさせ続けた」

　つまりその分岐点というのが、アリナやジェイドが巻き戻り続けた、あの時計台の鐘の音が鳴る夜十時ということか。

「──で、さんざんループしたけど、島消滅の未来は回避できなかったってこと？　そもそもなんでリル島が消滅するのよ」

　アリナがずばり切り込むと、ナーシャは力なく首を振った。

「魔神が暴走する……正確には、封印されているボクの本体が」

　しん、と夜の静かな森に、一層重い沈黙が降りた。

　アリナはちらりとジェイドに目をやった。ジェイドは悩むように押し黙り、じっと考え込んでいる様子だったが、やがてゆっくりと口を開いた。

「……一つ疑問なんだが。明日、この島が魔神によって消し飛ばされるなら、俺とアリナさんはそのとき何をしているんだ？」

「！」

　ジェイドが言わんとしていることに気づき、アリナも小さく頷いた。

「そうよ。少なくとも私がいて、魔神が暴れるってわかったなら、魔神なんかに島を破壊させたりしないけど。私だってまだ死にたくないし」

「問題はそこなんだ」

　ナーシャは顔を上げ、アリナとジェイドを交互に見やってから、こう言った。

「遺レリ物ツクから見えた未来では、島が消滅する明日、キミたちは島にはいない。正確には今日、いなくなる」

「今日……？　私たちがイフールに帰るのは明日だし、こんな夜中に、リーティアンから出る予定なんてないわよ」

「だけど、いなくなるんだ。二人とも。いないからこそ、魔神を止められる者がいなくなり、魔神が島を破壊する未来が確定する」

「……だとしたら、誰かに島から追い出されたと考える方が自然だな。おそらくは、魔神を暴走させたい誰かによって」

　大きくナーシャは頷いた。そして決然と顔を上げる。

「ボクは、もうそれが誰であるかも知っている。その人はアリナたちを島から追い出した後、魔神の封印を解いてしまうんだ」

「なら話は早いじゃない。そいつとっ捕まえて、魔神を目覚めさせないようにすればいいんでしょ」

「誰なんだ、そいつは？」

　ナーシャはどこかつらそうに顔を歪ゆがめると、絞り出すように言った。

「……ボクの記憶を見せよう。話をするより、そうした方が早いと思う」

「？」

　ナーシャの表情はどこか苦しげだった。そんな複雑な顔でじっとアリナの瞳を見つめている。

「ボクが人間だった頃の記憶だ。今よりはるか千年前、先人と呼ばれるボクたちが栄華を極めた時代の記憶……それを見ればすべてわかる。誰をとっ捕まえればいいのか──」

　そう言ってナーシャはアリナの額にそっと手を添えた。瞬間、アリナに強い睡魔のようなものが襲いかかり、抵抗する間もなく意識は闇に落ちていった。
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　だだだ！　とアリナは走っていた。いや違う。自分が走っているかのような感覚だが、はあはあと息を切らす声はナーシャのもの。これはナーシャが走っているのだ。どうやらナーシャの記憶をアリナが体験しているようだった。

　そこはどこかの建物の中の廊下だった。見たことのない材質でできた真っ白な壁と床。窓から差し込む太陽光だけは今と同じだ。

『まずいまずい遅刻になってしまう～！』

　焦ったナーシャが辿り着いた先は、固く閉ざされた白い扉だった。扉にむかってぱっと手をかざすと、手のひらを中心に白い光が走り、妙な声がどこからか流れる。

〈出勤確認。８：00　おはようございます。ナーシャ・レンダ〉

　瞬間、扉が開いた。ナーシャはほとんどなだれ込むように部屋に入って、

『セ───ッフ!!』

　声を上げた。たちまち中にいる男女がこちらを振り向く。彼らの顔を見て、アリナは驚愕した。

　見慣れない白いローブを着た、アリナよりやや年下の少女。長いツインテールを揺らして振りむいたのは──

『ライラ、セーフだろう!?』

　ナーシャは肩を荒く上下させながら少女に問う。ライラと呼ばれた少女は、あきれたように笑った。

『……タイムカード、ギリギリですけどね』

　その姿も声も、彼女は紛れもなく、アリナの後輩受付嬢ライラだった。

（……なんで……ライラがナーシャの記憶にいるの……!?）

　これはナーシャがまだ人間だった頃の記憶だ。今よりも千年も前の記憶。そこになぜ、ライラがいる？

　だがアリナが驚くべきはそれだけではなかった。

『まあ間に合ったならいいだろう』

　部屋の奥の机に座る男が、そう言って笑った。作り物のように整ったその顔立ちを、アリナは知っている。

（あれって……闘技大会の時にいた……魔神!?）

　ラウムと名乗り、死を望み、あっけなく死んでいった魔神だった。

（ど……どういうこと……）

『間に合ったならセーフだぞ！　それより、ヴィエナとフィエナがシルハをいじめてたから回収してきた』

　アリナの驚愕をよそに、あはは、とナーシャは笑って、それまで抱えて走っていたらしい二人の子供を床におろした。

　むす、とふくれっつらの金髪の少女が、ぶかぶかのローブで腕組みする。

『いじめてたんじゃないし！　トレーニングの負荷を上げてあげたの！』

（ヴィエナと……フィエナ……）

　百年祭の日に復活し、戦った双子の魔神。

　さらに遅れて部屋に男が入ってきた。筋骨隆々の男は、ライラたちが着ているそろいのローブに袖を通しながら、厳いかつい顔をどことなくげっそりとさせている。

『う……腕が……上がらぬ……』

（……シルハ……）

　アリナたちが初めて相対した魔神。

（うそ……）

　アリナはもはや、その記憶の光景を、どう受け止めていいのかわからなかった。彼らはライラを中心に和やかに談笑を終えると、ライラを部屋に残し、別の場所へと移動した。

　そこはどこかの研究施設のようだった。見たこともない機器が並び、壁や機器に白い光の線が走っている。千年前の記憶だが、文明はアリナの時代に比べてずいぶんと発達しているように見えた。

『ライラ、予算編成に苦戦しているようだね……ここ最近の残業時間がすごいことになってる』

　ラウムが心配そうに言いながら、部屋の中央の机に置かれた六つの黒い石の一つをつかんだ。時折白い光線をその中に走らせる石は、アリナはもう嫌というほど見てきたものだった。

（魔神核──）

『くますごかったのよ！』

『くま』

『手伝うと言ったのだが、いらぬと聞かぬ……』

『そういうとこは頑固だからねぇ。彼女にもプライドってもんがあるのだから、本当に助けを求めてきたときに、助けてあげるのだ』

　ナーシャの言葉にラウムは頷いて、魔神核を机に戻す。

『さあ、核の研究ももう一踏ん張りだ。これが完成すれば、この町の守護に大きく貢献できる。がんばろう』

　ざざ、視界が揺れた。ラウムたちの声が聞き取りにくくなり、音も景色も遠のいていく。やがて視界は暗転した。

『……う……』

　次に聞こえたのは、ナーシャのうめき声だ。ぼんやりと、暗闇に光が入り込んでくる。

『な……なんだ、これ……』

　ナーシャは部屋の床に倒れていた。どうやら気を失っていたらしいナーシャは、周囲の景色を見て言葉を失っていた。周囲にも同じように数人の男女が意識を失い地に伏していたのだ。

　シルハやラウム、フィエナとヴィエナだ。

『核が……!!』

　ナーシャもまた、愕然としてその景色を見ていた。シルハたちの体には、黒々とした石が埋め込まれていたからだ。

『核の試作機たちが……装着されているだと……!?』

　どうやら気を失っている間に何が起きたのか、ナーシャもわかっていないようだった。

『誰かに装着されたのか……!?　何が起きたんだ!?』

　そこで、はっとナーシャは何かに気づいたように、全身を見回し始めた。腕、足、腹、さらに感触を確かめるように顔や背中を触り始める。震える両手はやがて鎖骨のあたりでぴたりと止まった。

　異質な感触があった。鎖骨のあたりに、骨とは違う、何か硬いものが埋まっている。一部露出している部分をなでると、それはつるりとして冷たかった。

『か、核が……装着されてる……なんで、なんで……!?』

　ナーシャが声を震わせながらつぶやいた時、頭の中で異質な声が響いた。

〈こんにちは。ご機嫌はいかが。これより同期リンクを開始します〉

　それは淡々としながらも、奇妙に友好的な態度が余計に薄気味悪い男性の声だった。その音声は、続いて恐ろしいことを告げた。

〈最高権力者による命令。〝人間の抹殺および魂の捕食〟を、同期リンク完了後に実行します〉

『な……!?　やめ、やめろ！』

　ナーシャが慌てて頭に響く音声に声を荒らげる。

『今すぐ同期リンクを中止するのだ！　その命令は安全規定を逸脱しているぞ！』

〈拒否。最高権力者による命令のため、変更不可。命令内容の変更には、最高権力者の生体認証が必要です──同期リンク進行度三十二％〉

『最高権力者!?　そんなの設定した覚えは──』

　途中まで言って、ナーシャは言葉を止めた。制御の利かない核に何を言っても無駄だ。今どういう状態なのか、ナーシャは理解した。

　核の暴走──

〝同期リンク〟は、装着者の神経に核をつなげる機能だ。それにより装着者は常人以上の筋力と反射速度を再現することができ、痛覚すらシャットアウトする。もちろん正しく制御された核であれば、安全に使える筋力補助機能だった。

　だが、今の核はナーシャではなく〝最高権力者〟の制御下にある。それはつまり、〝人間を殺せ〟などと命令する〝最高権力者〟に、全身を委ねてしまうのと同じだった。

「どうしたら……」

　そうしている間にも同期リンクは進んでいく。ナーシャはとっさにローブの裾をたくしあげた。あらわになった太ももには革のホルダーが巻かれ、そこにさしてあったナイフを抜き放つ。

　それを、躊躇なく首筋に押し当てた。

「……っ」

　失敗すれば周囲に危険が及ぶ研究であることは承知していた。〝万が一〟に備え、持っていたナイフ。意志と裏腹に両手が恐怖でぶるぶる震える。でもそれ以外に方法を思いつけなかった。核は装着者の生命活動停止とともに強制終了する。今のうちに死ななければ、同期リンクが完了した核はナーシャの体を使い、あの馬鹿げた命令を実行してしまうだろう。

〈警告。命令外の行動を禁止します〉

　しかし、突然ナーシャの両手から力が抜け、カランと音を立ててナイフが滑り落ちた。

『く……同期リンクが早い……っ』

　もはや手足は思うように動かなかった。そうか、と頭の片隅で理解する。ナーシャに埋め込まれた核は六つの試作機のなかでも最新のもの──同期リンク速度を大幅に改善した、最も完成品に近いものだ。

〈同期リンク進行度七十八％〉

「……！　……！」

　焦りでぐるぐると思考が滑る。核による同期リンクのせいなのか、全く思考がまとまらない。焦燥感だけが胸を焼き、暴れ回る鼓動が頭の中にガンガン響く──

　その時だ。

『ナーシャ先輩、無事ですか!?』

　誰かの声がした。もつれそうな足音とともに、ライラが倒れ込むようにして部屋に駆け込んできたのだ。

　ライラは部屋の惨状に取り乱し、ナーシャの胸元を見て息を吞んだ。

『ナーシャ先輩まで……！』

『ライラは無事か──』

　言いかけたナーシャは、続く言葉を飲み込んだ。ライラが首をふってローブの袖をたくし上げ、その細い右腕を見せたからだ。

　そこには、黒々と艶めく魔神核が埋まっていた。

『突然、気を失って……気づいたらこうなっていました。でも、私には同期リンクが始まってません。もしかしたら動作不良でボツになった最初期の試作機なのかも……』

　ライラの言葉をナーシャは愕然と聞いていた。もちろんライラたちが、試作段階の核を自ら装着するはずがないし、すべての核が誤作動を起こし勝手に装着されるという可能性も低い。

　誰かが意図的に装着させたのか。だが誰が？　この研究所を出入り出来る人物は限られている。ライラに最初期のまともに動かない核まで装着させたということは、核に対してそれほど知識がないのか──

『……』

　ナーシャは悔しげに歯がみすると、落とした視線をナイフに向けた。

『ライラ。そのナイフを拾って』

『え……？』

『ボクたちを、殺して』

　動揺と不安で青白くなっていたライラの顔が、驚愕に引きつった。

『……こ、殺す……？』

『核が暴走して同期リンクが進んでる。設定した安全規定を無視して、攻撃対象が〝人間〟になっているんだ！　もしシルハたちも同じ状況なら、このままでは、ボクたちは多くの人々を殺さつ戮りくしてしまう……！』

『そ……そんな……』

　愕然としたライラは、震える手でナイフを拾った。だが、すがるように両手で握ったナイフは、刃先を小刻みに震えさせるばかりで、ナーシャに向くことはなかった。

『こ……殺す……？　先輩を……？　みんなを……？　私が……』

『つらいお願いなのはわかっている……！　でもボクはもう体が動かない。ライラしかいない。お願いだ、早くッ!!』

　だがその瞬間、ぶつんとナーシャの視界が真っ黒に染まった。同時に無音になり、ライラの恐怖に震える息づかいも、自分の荒々しい鼓動も、何もかも聞こえなくなった。声も出せなくなっていた。

　暗闇に放り込まれたナーシャの意識に、無機質な声が響いた。




〈同期リンク完了。命令を実行します〉
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「──あ」

　ゴーンと重く鳴り響く鐘の音を聞き、ライラはふと顔を上げた。

　そこは宿屋の一室。アリナと相部屋だが、彼女は夕食をすっぽかしてどこかへ行ったきり帰ってこない。まあ、どこへ行ったのかは、だいたい想像はついているが。

「……ループ、終わったんですね」

　ライラはぽつりとつぶやく。夜十時の鐘の音を合図に、岩山の礼拝堂に向かう馬車の中へ何度も巻き戻されていたのだが、今回はその時間逆行が起きなかった。

「終わっちゃったかぁ……」

　ばふんとベッドに仰向けになり、ライラはぼんやりと天井を見つめた。

　ということは、ついに〝明日〟が来てしまう。

「リーティアン、楽しかったなぁ」

　ぽつりと、ライラは寂しそうにつぶやいた。

　心の片隅では、このループがずっと続けばいいのにと少しだけ思っていた。明日なんかに進まなければいい。そうすればもう辛いことも、悲しいことも経験せずに済むのだから。止まった時の中で、平和な職員旅行をずっと続けていればいい。

　でも、ループは終わり、仮初めの平和は終了した。

　ならば前に進まなければならない……最後までやり通すと、決めたのだから。

　ライラは寂しそうに笑った。

「これでお別れですね。アリナ先輩──」

　手に持っていたのは、握りこぶし大の無骨な石だ。ただし、ただの石ではない。その表面にはびっしりと金色の文字が刻まれていた。

　これが封印された最後の魔神を復活させるもの──〝最後の裏クエスト〟だ。
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　小さなうめき声とともに、木の根元に寝かせていたアリナは目を覚ました。

「アリナさん！」

　ジェイドが安堵の声とともに、身を起こそうとするアリナの背中を支えた。

　ナーシャの記憶を共有している間、意識を手放していたようだ。目覚めたアリナはじっとりと嫌な汗をかいていた。

「平気か？」

「……うん」

　アリナは小さく頷き、ジェイドの奥でぽつんと立つナーシャに目を向けた。

「いまいちよくわからないとこも多いけど……まあだいたいは、理解したわ」

　ナーシャの記憶に出てきた人間は、シルハも、フィエナとヴィエナも、ラウムも、すべてこれまで、魔神として相対し、戦い、破壊してきた人だった。ナーシャもまた魔神だった。

　ということは、ライラもまた──

「……私たちが今まで倒してきたのは、ナーシャの仲間だったのね」

「うん……だが、当然だがキミたちを責めたりはしない。核に精神を侵食され、人格を上塗りされ、もはや人ですらなくなってしまっていただろうからな。むしろ、核から解放してくれたことに感謝してるんだ……」

　アリナの知っている魔神と記憶に出てくるシルハたちはあまりに性格が違いすぎていた。彼らはまさしく人間だったのだ。魔神核なんて埋め込まれなければ、きっと仲間たちとともに平穏な人生で終わったことだろう。

　同じだ。魔神となってしまった彼らもまた、この時代に生きるアリナたちとなんら変わらない人間だったのだ。そう思うと、魔神核という一つの黒い石がもたらした残酷な出来事に、アリナの背筋はぞっと冷えた。

　そして、ライラもまた、そんな残酷な運命に巻き込まれたのだ。

　ただの後輩受付嬢としてのライラの顔が、ふと浮かんだ。仕事の技量はまだまだだが、変なところは要領がいい彼女。アリナに付き合って残業して、同じように膨大な事務量に苦しんで、まるで一人の新人受付嬢のような顔をしながら、これまでずっと、こんな過去を抱えていたなんて。

「……」

　ライラとどう向き合っていいのか、アリナにはわからなかった。ライラも魔神ということは、いずれシルハや双子たちのように、残忍で好戦的な魔神に成り下がってしまうのか。そしてそうなったときは、彼女も壊さなければならないのか──

　冷たい森の地面にへたりこんだまま、呆然と視線を落としていると、ふと誰かの手が差し出された。

「アリナさん、立てるか？」

　ジェイドだ。

　ジェイドはアリナがナーシャの記憶で何を見たのか、何も聞かない。ただ心配そうに、手を差し出すだけだった。その手を見つめ、アリナはきゅっと唇を嚙んだ。

　ああそうだ。不本意ではあるが、こいつはいつだって近くにいる。残業も、魔神との戦いも、困難を乗り越える時は一緒だった。

「……うん」

　その分厚く大きな手をアリナは握った。どうしてだろう。なぜか安堵が押し寄せて、いつもの自分に戻れた気がしたのだ。
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　ジェイドが手を差し出すと意外にも素直に手をとって、アリナは立ち上がった。だが、立ち上がった後も、アリナはジェイドの手を離さなかった。

「……？」

　いつものアリナならジェイドの手なんて振り払うだろうに、と怪訝に思ったジェイドは、ふとアリナの手が小さく震えていることに気づいた。

　ちらりと見ると、アリナの表情は険しかった。唇を引き結び地面を睨むその横顔は、どこか必死に泣くのをこらえているようにも見えた。

「……千年前、ボクたちは町を守るために、魔神核を作っていた」

　アリナが落ち着きを取り戻しつつあるのを見て、ナーシャは静かに、まるで罪人が懺ざん悔げするかのようにぽつぽつと語った。

「今よりずっと繁栄していたボクたちの時代にも危険はあって、町の外には今で言う魔物に近い存在がうろつき、度々人を襲っていた。ボクたちの持つ術ですら対抗が難しい、とても強い魔物だ。そんな脅威から町を守れる人間が、圧倒的に不足していた……」

「……」

「これまでに六つの試作機を作り、試行錯誤しながらようやく実用レベルのものが作り出せそうだったあのとき──核の試作機が、ボクたちの体に装着されてしまった。そしてボクたちは、あの時代の人間を殺し尽くしたんだ」

　魔神核は六つ。ナーシャの言葉を聞いて、ジェイドはこれまで倒してきた魔神たちを思い出した。シルハ、フィエナとヴィエナ、闘技大会の日にガルドに殺されたラウム。そして魔神核を埋め込まれたナーシャ。ということは、残る魔神はあと一人のようだ。

「命令を実行し終えた核は、シルハたちを大陸の各地で眠りにつかせた。ボクは活動停止する寸前、殺した先人たちから得た〝術〟のデータを本体から抜き出し、思念体となって分離したんだ。……本当はこんなデータは消し去るつもりだった。でもできなかった。何千、何万という〝術〟の集合体は、もはや一個の魂と同義なのか、あるいは、先人たちの未練が、消えることを許さないのか。いずれにしろボクは……殺された先人たちの幽霊みたいな半はん端ぱな存在として、残り続けることになった……」

「……」

「そうして二百年前、ヘルカシア大陸に最初の冒険者が訪れるまで、この島で一人、眠った本体を見張っていた。データは抜き取ったが、核がある限り魔神は動く。……いつまた、千年前と同じ事が起こるかもしれないと……怖くて……」

　ナーシャはぎゅっと腕を抱いて、声を震わせた。

「魔神が暴走するという未来を知ったのは、数週間前だ……イフールで大きな闘技大会が開かれている時だった。室長の……ラウムの気配が消えると同時に、この島の未来は一気に消滅する方向へ傾いた」

「……」

「ボクの力だけでは、未来を変えられないことはわかっていた。そもそもボクは町にふりかかる小さな危機だって振り払えないただの思念体だ」

　どこか悔しそうにローブを握りしめて、ナーシャは声を絞り出した。

「小さな女の子の足ひとつ、治してあげられないんだ……！　予言の巫女として人間たちに危機を伝え、彼らに動いてもらうほかない。今も昔も」

「……」

「だからキミたちの手を借りるしかなかった。今まで魔神たちを倒してきたキミたちの。だが思念体とはいえ魔神核を持つボクの言うことを素直に信じてもらえるはずがない。だから、ループの果てにあのダンジョンに辿り着いてもらって、遺レリ物ツクが描く島の未来を見てもらおうと思ったんだ」

　そこでようやくナーシャは困ったように小さく笑った。

「まったく、空回りだったがな。想定通りにはいかないし、キミたちは遺レリ物ツクを壊しちゃうし。でも、最後にはボクの話を聞いてくれた。ありがとう」

「……そういうことだったのか」

　ジェイドはぽつりとつぶやいて、沈黙した。あの遺レリ物ツクは壊して正解だったかもしれない。この島が跡形もなく消し飛んでいる未来の映像なんて、見たくない。

「……あ─────、もう」

　そのとき、それまで黙っていたアリナが、うんざりと吐き出すように声を上げた。瞬間、握っていたジェイドの手を乱暴に離すと、ふうと大きく一つ息を吐き、つかつかつかとひときわ太い大木に向かって歩いていく。

「……アリナさん？　町はそっちじゃ──」

　言いかけたジェイドの声は、アリナの低い声によって、遮られた。

「あンの、くそ馬鹿後輩があああああああああ────────ッッッ!!!!!!」

　力一杯叫ぶと、まるで八つ当たりのように大木を殴りつけた。ばうん！　と物騒な音が響き渡り、樹齢ウン十年という太い木の幹が、まるで小枝かなにかのようにやすやすとへし折れた。

「「………………アリナさん？」」

　ずずずずん……と大木が地に倒れる音とともに、ジェイドとナーシャの引きつった声が重なる。アリナは鬼のような形相でぐりんとこちらを向くと、怒りのあまりか獣のように歯をむき出し、その目にありありとした殺意を滲ませて、ナーシャを睨んだ。

「ナーシャぁぁ」

「ひっ」

　思念体でも本能的な恐怖はあるのか、アリナのあまりの形相にナーシャが硬直する。かまわずアリナは、ナーシャの胸ぐらをつかみあげて小首をかしげた。

「ねえ、つまり〝あいつ〟は、最初っからぜぇぇぇぇんぶ知ってたと。そういうことね？　そうなんでしょ？　ナーシャ？」

「ま……まままままままま、まあ、そうだと……思うぞ、うん」

「ああそう。わかったわ」

　大きく頷くと、アリナはナーシャを手放し、ふんと鼻をならすと、短く宣言した。

「ずえぇぇったい、一発、ぶん殴る……ッッ!!!!!!」

　宣言するなり、「宿に帰って作戦練るわよ！」と山賊の頭のようにジェイドに命令すると、アリナはずんずんと大股で丘を下り始めた。その荒々しい背中を呆然と見送りながら、ナーシャがおろおろと眉尻を下げる。

「いきなりどうしたのだアリナは……？」

「あの怒り具合は、よっぽど、ナーシャの見せた記憶がショックだったんだろうな」

「あれで……ショックなのか？　あれで？」

「ああ」

　元気に木を殴り倒していたぞ？　と納得のいかない様子のナーシャに頷いて、ジェイドは言葉を続けた。

「ショックを受けて泣いている間に大切な何かを失うくらいなら、ブチギレながらどつき回した方がマシ。そういう娘だからさ」

「……」

「良くも悪くも、アリナさんはそうやって前に進むんだ。ま、魔神の封印を解く奴が誰なのか、正体がわかったなら対処のしようもある。記憶、見せてくれてありがとな」

　あんぐりと口を開けるナーシャを置いて、ジェイドはアリナを追いかけた。
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「あ！　アリナ先輩どこ行ってたんですか～!?　もう～！」

　足音が近づいてきたかと思えば、ノックもなしに部屋に入ってきたのはアリナだった。

　ライラはしれっと戻ってきた先輩受付嬢を見て、ほんの少し眉尻を吊り上げ、腰に手を当てた。

「用事とか言ってどこかへ行っちゃうし、頼みのジェイド様までいなくなって、おかげでカウンター長の長話、私が聞く羽目になったんですからね！」

　酔っ払ったカウンター長の話の長いこと長いこと。それを延々聞かされる拷問のような飲み会を思い出し、さすがにライラはアリナを𠮟りつけた。

「先輩いっつも変に真面目だから、たまには幹事を放り出すくらいのちょっと悪いことをしてもいいですが！　せめてジェイド様は置いていってくださいよ！」

「……」

　ライラはいつもの調子で軽く説教したが、対してアリナはただじっと無言でライラを見つめるだけだった。

「……え？　どうしたんです、アリナ先輩」

　いつものアリナと微妙に違う空気を、敏感にライラは察した。でもその違和感は一瞬で、アリナはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻る。

「わ、悪かったわよ。幹事代理ありがとう」

「……？　アリナ先輩、もしかして、本当に体調不良なんですか……？」

　頭痛が～腹痛が～とかなんとか、隠そうともしない棒読みで体調不良を訴え、強引に夕食前に消えたアリナだったが、もしかして本当にどこか悪かったのだろうか。

　──それとも、何かバレた？

　その可能性が思考をかすめた瞬間、すっとライラの頭が冷えていった。次にどう動くべきか、たちまち脳みそが回転していく。

　ジェイドとともに抜け出したアリナが、発見された新ダンジョンに向かったのは明らかだ。新ダンジョン、リーティアン研究所……いや、〝ディア第七研究所〟でわかるのは、かつて〝時の実験場〟として使われていたこの島の、時間操作方法くらいだ。ループの正体はわかっても、ライラの正体に気づく要素は一つもない。

「疲れただけ」

　アリナはそう言って、思い切りベッドにダイブした。着替えもせず、うつ伏せたままぴくりとも動かなくなる。

「お疲れですね……先輩」

　何度も繰り返してきた同じ言葉を今夜も吐いて、ライラは苦笑した。

　ループしていないフリというのは、なかなか神経を使うなぁと内心つぶやく。

　夕食の席を抜け出したアリナたちは、この島で何度も起きているループを解決するために新ダンジョンに向かったのだろう。ループ解消はライラにとってもありがたいことだった。

（……ようやく前に進める）

　ぎゅ、とライラは手を握りしめた。

　準備は整っている。

　ライラはこれまで、裏クエストを入手してはこっそりと人間たちに渡し、魔神の封印を解かせてきた。アリナに倒してもらうために。シルハ、フィエナとヴィエナ、そしてラウム。魔神核を埋められたかつての仲間たちは、一人一人、魔神核から解放されていった。残る最後の魔神──ナーシャの封印を解く裏クエストも、すでに入手している。

　そこに眠るナーシャの魔神核を壊して、ライラの目的はついに達成されるのだ。

　ぎゅっと目を閉じれば、千年も昔の記憶がいつでもありありと思い出せた。平凡な事務員の一人にすぎないライラを気遣ってくれた、優しく優秀な研究員たち。あんな事件さえなければ平穏に過ぎ去るはずだった日々。あの職場の温かな空気が好きだった。みんなのことが大好きだった。

　──ボクたちを、殺して。

　愛しい記憶にいつも付きまとうのは、あの日、ナーシャの頼みを実行できなかった強い後悔だ。

　私のせいだ。私があのとき、躊躇したから。

　だから今度こそ、魔神などという化け物にされてしまった彼らを、核から解放するんだ。

　もう、あのときの私とは違うんだ。

（最後……これが、最後だから。その前に、アリナ先輩を──）

　ライラはベッドに突っ伏したアリナにちらりと視線をやってから、カーテンを閉めようと窓に近づき、元気に声を上げた。

「あー！　先輩、時計台の方で何かやってますよ！　見に行ってみましょうよ！」

　食いつけ。食いついてくれ。

　祈るような気持ちで、アリナの返事を待った。のそのそと起き上がったアリナは、ありありと面倒な空気をまき散らしながらちらりと窓に目をやった。

「時計台～？　めんどく──」

「アリナ先輩が仮病ですっぽかした飲み会の進行、幹事に代わってだーれが務めたんでしょう～？」

「……」

　意地悪なことを言うと、アリナはばつが悪そうに目線を泳がせ、ため息をついた。

「わかったわよ」





36






　アリナが時計台に続く坂道を登り始めた頃には、すでにたくさんの人が歩いていた。

　時計台の丘は都市の外れにある。丘の麓にはでこぼこの古めかしい石畳が敷かれ、ぽつりぽつりと建物もあるが、ひとたび坂を登り始めると緑が生い茂っている。未舗装の道には街灯がぽつりぽつりと立っているが、今夜の強い月明かりも木々に阻はばまれ、時計台へ続く道は薄暗かった。

「え？　何も知らないで来たのかい？　今日は〝流れ星〟がたくさん見えるんだよ！　時計台の丘からが一番よく見えるのさぁ」

　そう言って、酒で顔を赤くした冒険者がわははと笑った。ライラが愛あい想そよくお礼を言って、アリナを振り向いた。

「アリナ先輩、どうやらみんな流れ星を見に集まっているらしいですよ！　流星群ってやつですかね」

「星が流れるからなんだってのよ」

「願い事が叶かなうとか言うじゃないですか。イフール・カウンターの残業解消を願いましょうよ」

「そんなんで残業地獄から抜け出せるなら苦労しないもん……」

　ぶつぶつ言いながら、アリナは坂道の途中で立ち止まり、ふと遠くを振り返る。街灯で幻想的に夜闇に浮かぶリーティアンの町並みが一望できる。こうして見るとだいぶ遠くまで来たことが実感できた。

　それからちらりと、ライラにバレないように木々の向こうに視線を送った。うっそうとした木々のなかで、わずかに気配が動き出すのを確認し、アリナはライラに向き直った。

「ここから見える夜のリーティアンもきれいですね～。ジェイド様も来れればよかったのですが」

　ライラは残念そうに肩を落としている。時計台の丘に行こうとジェイドも誘ったが、部屋を訪ねたら不在だったのだ。

「いいわよジェイドなんか」

「結構なデートスポットらしいですよ、この丘」

「余計いなくていいわ……」

　そんなことを話しているうちに、時計台のもとまで辿り着いた。丘の頂上は夜空を遮る木々もなく、大きく開けている。木よりもさらに高い純白の時計台がそびえ、魔法光に照らし出されていた。巨大な円盤の上には、これまで何度もその音を聞いた大きな鐘がつり下がっている。

「星流れはまだみたいですね」

　時計台の周りにはすでにたくさんの人が地べたに座り、夜空を見上げて流れ星を待っていた。そのとき、ふとアリナたちに声がかかった。

「あ、受付嬢のお姉さんだ！」

　聞き覚えのある声とともに、少女がこちらに駆け寄ってきた。無邪気な笑顔の少女は、礼拝堂の巫女像に姉の回復を祈り、将来受付嬢になりたいと目を輝かせていたあの少女だった。

「お姉さんたちも星流れ見に来たの？」

「ええ、そうですよ」

「う、受付嬢だ……！」

　ライラがにこりと頷くと、遅れて少女の後ろからもう一人の声が聞こえた。声の方を見やると車椅子に乗っている少女が、こちらを凝視していた。そのらんらんと光り輝く目は、巫女像に祈っていた少女のものとそっくりだ。彼女の奥には父母が立っていて、アリナたちに軽く会え釈しやくする。

「私もお姉ちゃんと星流れ見に来たの──あ、早くしないといい場所とられちゃう！」

　少女が慌てて車椅子を押し始め、アリナに手を振った。

「受付嬢のお姉さんたち、またね！」

　せわしくなく駆けていく姉妹の背中を見送ってからほどなくして、ふとライラが持ってきたショルダーバッグの中を探り始める。

「そういえば先輩、ちょっと見てほしいものがあるんです！」

「見てほしいもの？」

「はい、ちょっとこっちに来てください！」

　言いながら、ライラはさりげなくアリナを人気のない方へと引っ張った。開けた場所から木々の合間に入っていき、人々の喧噪も小さくなったところでようやく、バッグの中からあるものを取り出した。

「じゃーん！　これです」

　にこにこと無邪気な笑顔とともにライラが楽しげに取り出したものを見て、アリナは一瞬、それが何であるかを理解できなかった。

「……え……？」

　それは緑色の水晶だった。しかしただの水晶などではないことは知っている。制作者不明の小さな転移装置クリスタル・ゲートだ。先日の闘技大会の時、掟おきて破りのガルドとゴーズが使ったものであり、それは隠しダンジョンへと通じていた。もちろん、一般人はおろかただの受付嬢であるライラが持っているはずがないものだ。

「なんでこれをあんたが持ってるのよ……!?」

　アリナは気づいたら怒鳴り、ライラに詰め寄っていた。だが、ライラは一つも動じた様子もなく、逆にくすりと笑ってみせる。

「やだなアリナ先輩。私が作ったんだから、持ってて当然じゃないですか」

「な……」

「闘技大会の日、この簡易型転移装置クリスタル・ゲートを掟破りに流したのは私なんです。ラウムを殺してほしかったから」

「何言って──」

「この島から逃げてください、先輩」

　アリナの困惑の声を遮り、ライラはきっぱりとそう言った。手にした緑の転移装置クリスタル・ゲートは、すでに淡く光り出している。

「私、先輩のこと大好きでした。ジェイド様のことも。イフール・カウンターで受付嬢ができて、楽しかったです……」

「どういうこと、ライラ！」

「でも私にはやることがあるんです。これだけはやり遂げなきゃいけないんです。たとえ死んだとしても……たとえこの島の人間たちが、全員死のうとも……！」

　ライラが水晶を高く掲げると、光はひときわ強くなった。アリナは焦り、とっさにライラから水晶を奪おうと手を伸ばす。だが、その判断は一歩遅かった。

「……ごめんなさい……イフール・カウンターの先輩たちも、カウンター長も、アリナ先輩もジェイド様も、助けたかった……でも私には、そんな力なんてないから……！　だからせめて、アリナ先輩だけでも」

　ふ、と小さくライラが笑った。

「さよなら、アリナ先輩。──転移解放」

　カッと転移装置クリスタル・ゲートから放たれた強い光が、アリナをまるごと飲み込んだ──

　その時だった。

「──転移解放！」

　近くから、男の声が光の中に響き渡った。同時、同じように強い光がはじけ、横手からぶつかり合ったのである。

「!?」

　驚愕するライラの前で、ぶつかり合った二つの光は、あっという間に相そう殺さいして消え去った。後に残ったのは、光を失った緑水晶と、それを持つライラ、そして転移し損ねたアリナだけ。

「え──」

　光を失いただの水晶となった転移装置クリスタル・ゲートを見下ろし、ライラは呆然と目を見開いた。そこへ、木の陰から誰かが姿を現した。

「……間に合ったな」

　ジェイドだ。
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「はーとんだ茶番だわ」

　呆然と立ち尽くすライラは、呆れたような声に慌てて振り向く。先ほどまで緑水晶に驚いていたはずのアリナが、肩をすくめてため息をついていた。

「ど、どういうこと……!?」

　アリナと、ここにいないはずのジェイドを交互に見比べて、ライラは一歩後ずさる。ジェイドにいたっては、これから戦う気満々だとばかり、いつもの軽鎧ライトアーマーに大盾を背負った完全装備である。

「なんでここにジェイド様が──」

　は、とライラはジェイドの右手に握られたものを見て、言葉を飲み込んだ。彼が持っていたのは、ライラと同じ緑水晶……転移装置クリスタル・ゲートだったのだ。

「そうか、相互干渉……！」

　そこでようやくライラは、何が起きたのか理解した。

　ライラが転移装置クリスタル・ゲートを起動させると同時に、ジェイドも同じことをしたのだ。転移装置クリスタル・ゲートは相互干渉に弱く、適切な起動範囲が決まっている。極端に距離の近い二つの転移装置クリスタル・ゲートが作動した場合、どちらも相互干渉によって動作不良を引き起こし、転移は失敗するのだ。だからライラは、リーティアンの大広場にある転移装置クリスタル・ゲートから離れ、わざわざこの時計台の丘までアリナを誘い込んだのだ。

「でも、なんで、ジェイド様が転移装置クリスタル・ゲートを持っているんです……!?」

「闘技大会で回収した転移装置クリスタル・ゲートだ。ギルドの研究員が、なんとか復旧させた」

　ジェイドは使い物にならなくなった転移装置クリスタル・ゲートを腰のポーチに戻しながら、ライラの行動に驚くでも責めるでもなく、淡々と説明した。

「まだ試験段階で、転移してもどこに飛ばされるかわからないなんて言われたけどな。もしもの時のために一応持ち歩いて──」

「じゃあ、なんで！」

　ジェイドもアリナもあまりに当たり前のようにその場に立っているのが納得できず、ライラは思わず声を荒らげた。

「なんで、私がこうすることをわかったんです……!?」

「……」

　ジェイドはしばしじっと押し黙り、唐突に妙なことを話し出した。

「〝俺もアリナさんも島からいなくなる〟──そうなる場合に考えられる可能性は二つだ。誰かに活動不能にさせられ連れ出されたか、抵抗する間もなく強制的に場所を移動させられたか──まあ、現実的に考えられるのは後者だ。転移装置クリスタル・ゲートなら簡単にできるだろうなと」

　ジェイドは言葉を切り、ライラをまっすぐに見据えた。

「ライラ。事情は説明してもらうぞ」

「……っ」

　ライラはひび割れた水晶を睨み、悔しそうに歯がみして──その緑水晶を放り捨てた。代わりにバッグから取り出したのは、握りこぶし大くらいの、無骨な石だ。

　だがただの石ではない。その表面には、金の文字が刻まれていたからだ。

「裏クエスト──!?」

　息を吞むジェイドにかまわず、ライラは裏クエストの受注文が刻まれた石を高く掲げた。

「私は、ナーシャさんを魔神核から解放するんだ……！　たとえどんな方法だろうと、この島の人が、何人死のうと──」

「やっぱりライラが持っていたな……！　今だ、アリナさん！」

　ライラの言葉を遮り、ジェイドが叫ぶ。それは、およそライラが予想していた反応ではなかった。

「え？」

[image: ]

　きょとんと目を瞬くライラの目の前に、いつの間にかアリナが肉薄していた。

「！」

　は、とした時にはむんずと胸ぐらを摑まれ、アリナの怒りに歪む顔が視界いっぱいにあった。残業の時によく見るお馴染みの顔。ライラが裏クエストを持っていた事実に驚愕し、動揺しているとはとても思えない表情だった。

「え？　え？」

　アリナとジェイドの反応に、むしろ動揺させられたのはライラの方だった。普通驚いたり動揺したりするのではないのか？　何度も目をぱちぱちと開閉させるライラの顔めがけて、アリナが右手を振り上げた。

「歯ぁ食いしばりなさいよ、ライラ……!!」

「待って待って待って全然何が起きてるのか理解でき」

「このクソ馬鹿後輩があああああああ────ッッ!!!!」

「へぶしッッ!!」

　ばちぃいん！　と痛そうな音が響いて、ライラの頰にアリナの平手打ちが見事に決まったのだった。
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　どさり、と勢いのあまり尻餅をついたライラは、しばし呆然と、眼前に仁王立ちする先輩受付嬢を見上げた。手に持った裏クエストのことも一時頭の中から吹っ飛んだ。

　何から何までライラの予想外だった。

　目の前に腕を組んでライラを睨み付けているアリナは、予定では今頃、ライラの正体を知って呆然としているはずで、もしかしたら涙を見せたりもしていたかもしれなくて、その奥で控えているジェイドはここにはいないはずで──

「……お……」

　混乱で頭がいっぱいになりながら、ライラは頰をさすった。痛そうな打撃音の余韻を残して、森の中は再び静寂に包まれ──

「乙女の顔に、なんてことするんですかああああああ!?!?!?」

　ぶたれた頰にくっきりと赤い手の跡をつけて、ライラは涙目になって抗議した。

「後輩ですよ、私!?　殴ります!?　普通!?」

　あまりの出来事に、ライラは自分がやろうとしていたことも忘れて叫ぶ。

　超痛かった。絶対全力の平手だった。魔神核を埋め込まれてしまったライラの体は、常人からはるかに逸脱した強化を遂げているはずなのに、それでもなおこんなにジンジンするということは、何の躊躇も容赦もない一撃だったということだ。

　アリナはそれでもまだ腹の虫がおさまらないとばかり、不満そうにじっとライラを睨み付けていた。かと思うと、ふんと鼻をひとつならし、衝撃の言葉を口にした。

「うるさい。あんたが魔神だってことはすでにわれてるのよ、こっちには」

「……へぁ？」

　今度こそライラの頭は真っ白になった。

　魔神？　いま魔神って言った？

「う……うそうそうそ!!」

　ライラはなんとか停止しかける脳みそを動かし、動揺に目を回しながらも立ち上がった。

「なんで!?　だって、私が魔神だとわかる証拠なんて一つも……」

「ナーシャに聞いた」

「ナー……シャ……？」

　さらりと出てきた名前にライラは愕然とする。

「う、噓です……だって、ナーシャ先輩は魔神として封印されて、今もまだ隠しダンジョンの中に──」

「ライラ」

　静かな声がライラの声を遮った。すっと虚空から姿を現したのは、白いローブを着た半透明の少女だった。

「……うそ……」

　それは確かに、ライラの知るナーシャだった。優秀な研究員でありながら、事務方のライラの面倒を見てくれた優しい先輩。優秀なのにどこか抜けていて、出勤のタイムカードはいつもギリギリで、なんなら定められた出勤時間を数分過ぎることもあって、何度「これが最後ですよ」と言ってこっそり修正してあげたことだろう──

「ナーシャ先輩……」

　瞬く間に人間だった頃の愛しい記憶がよみがえり、胸が苦しくなった。鼻の奥がツンとして、声が震えた。

「なんですか、その姿……あの日の格好のまま……まるで幽霊みたいじゃないですか……」

　震える手でライラはナーシャに手を伸ばした。しかしその手は、するりとナーシャの顔をすり抜けるだけ。

「幽霊。そうだな、同じようなものかもしれない。ボクは体を捨てた」

　その言葉に、はっとライラは自分のやるべきことを思い出した。たちまち脳みそは冷えていき、裏クエストの存在を再度確かめるように、右手の中の無骨な石を握りしめた。そんなライラにナーシャは言葉を続けた。

「あの日、ボクたちは命令によって強制的に、大陸中の人間を──先人たちを殺し尽くした。そしてその後、活動を停止した。でも完全に活動停止となる前に、奪われていた権限が一瞬だけ戻ってきたんだ。魔神が再び目覚めたらまた命令を実行しようとするかもしれない。そうなる前に、せめてデータだけでもと本体から分離した。それが、今のボクだ──」

　それがナーシャにできる魔神への唯一の抵抗だったのだろう。彼女は悔しげに一度目を閉じ、静かにまぶたを上げて、まっすぐライラを見つめて言った。

「ライラ。もう終わりにしないか」

「……！」

「魔神のような大きな気配が封印から解かれると、ボクにはすぐにわかるんだ。キミの気配も、ずっと感じていたし、ずっと静かだった魔神たちの気配が、ここ最近、目覚めては消えていったのも知っている」

「……」

「キミだったんだろう。ライラ。シルハたちの封印を解き、壊すように仕向けていたのは」

「……」

「シルハ、フィエナとヴィエナ、ラウムの気配が消えたとき……次はきっとボクの番だと思っていた。島が消滅する未来が確定したのは、闘技大会の、ラウムの気配が消えた日だ。ライラはその時から、リーティアンに来てボクの本体の封印を解く気だったんだろう？」

「……」

　ライラは黙ってうなだれ、地面を睨むだけだった。

「……あの日、ナーシャ先輩は私に言いましたよね」

　ぼそりと、低くつぶやいた。

「〝ボクたちを殺せ〟って。そうしなければ、多くの人が殺戮されるから、って」

　あの時の悔しさが、後悔が、みるみる胸の奥底からせり上がってきた。

　アリナにひどいことをしている自覚はあったし、毎回死にかけの状態で戻ってくるジェイドの姿を見て、胸が痛まないことはなかった。でも、この強い後悔だけが、今までライラを突き動かしてきたのだ。

　今回だってそうだ。

　ぎゅ、と両手を握りしめ、痛いほど唇を嚙んで、ライラは首を横に振った。

「私は、殺せなかった……！　あそこで、私が先輩たちを殺せていれば、誰も死ななかったし、私たちの時代が──先人の時代が滅びることもなかった。先輩たちを化け物にすることもなかった！　人間のまま、終わらせてあげられたのに……!!」

「……ライラ」

「先輩に、わかりますか!?　大好きな人たちが狂ったように人を殺していく様を。何もできず、物陰で震えて、ただ見ているしかなかった人の気持ちが！」

「違う、ライラのせいじゃない！　あれは誰にも止められなかった！」

「私は誓ったんです。今度こそ、先輩たちをちゃんと終わらせるって──最後は、私の命に替えても、私の手でやり遂げるんだ……！」

　差し伸べられるすべての手を拒絶するように叫ぶライラに、ナーシャは声をかぶせた。

「待つのだライラ！　本体を目覚めさせれば、この島は消し飛ぶのだぞ！」
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「──島が消し飛ぶ？　それがどうかしましたか？」

　そう言い放ったライラの言葉は、驚くほど冷え切っていた。ライラから出たとは思えない言葉に、アリナは目を見開いた。

「この島の人間程度の犠牲で、魔神を壊せるのなら安いものじゃないですか」

「ライラ、あんた本気で言ってんの……!?」

「……魔神を止める人が一人もいなくなったら、犠牲はこの島どころじゃないですよ。それとも、この時代も壊したいんですか？」

　沈黙が落ちた。

　その突き放したような言葉は、己の時代が滅ぶ様を見たライラだから言えるのだろうか。ライラは二の句の継げないアリナたちから目をそらし、背を向けた。これ以上こちらを見ようとせず、ライラはぽつりとつぶやいた。

「……もう、あんな光景を見せられるのは……まっぴらごめんなんです」

　細く、消え入りそうな声に、は、とアリナは目を見開いた。

　──もうあんな思いは二度とごめんだ。

　アリナはその感情を痛いほどよく知っている。かつて強い悲しみにさらされた心が、防衛本能のように生み出した感情だ。これ以上傷つくことを恐れ、恐怖し、そんな感情をまるごと抱えてそんな硬い甲羅を作り出した。

「──待てライラ」

　頑かたくなな姿勢を見せるライラに、ふと声をかけたのはジェイドだった。

「この島を道連れにしてでも、魔神核を破壊する……本当にそう思ってるなら、なぜわざわざアリナさんを巻き込んだ」

　ぴくり、とライラがわずかに反応した。

「それほどの覚悟があるなら、職員旅行なんか待たずにさっさとやればよかったんだ。でもやらなかった。アリナさんと一緒にこの島に来る時をずっと待っていた」

「……」

「お前、本当は……この島だって、巻き込みたくないんじゃないのか。誰かに、止めてほしいんじゃないのか」

　長い沈黙が森の中に降りた。頑なだったライラの気配が、ふいに少しだけ和らいだ。

「……それ言っちゃうの、反則ですよ。ジェイド様」

　ぽつりと、ライラは苦しそうにそう吐き出して、目を伏せた。

「言えるわけ、ないじゃないですか……。何度も魔神と戦わせておいて、最後の最後まで、頼りきって。〝魔神は破壊したいけど、島は巻き込みたくないから今回も代わりに戦ってくれ〟なんて。アリナ先輩も、ジェイド様も、いつもボロボロになって戦ってるの、知ってるんですよ。もしかしたら今回は、本当に二人とも死んじゃうかもしれない……！」

　声を震わせ、顔を上げたライラの瞳からは、もう何度も流したであろう涙が止とめどなくあふれていた。

「私、欲張りだから……！　ナーシャ先輩も好きだし、アリナ先輩だって、ジェイド様だって、好きだから……！　二人には、生きてこの時代で幸せになってほしいし、でも、ナーシャ先輩を魔神核から解放したいし、こうでもしなければ、私はあの日の私を許せないから……！」

「ライラ」

　ぽつり、とアリナはつぶやいた。

「私が今まで魔神を倒してきたのは、ライラの策略にまんまと乗せられてたからじゃない」

「……？」

「そりゃ、ライラから見たらまんまと策にはまってせっせと魔神と戦ってるように見えたかもしれないけど。でも違う。私は失いたくないものがあったから戦っただけ」

「……」

「だから正直、ライラの昔の仲間がどうなろうが、魔神がこの世界に眠ってようが、誰が誰を操ってようが、私には関係ない。私はただ、自分の平穏な世界を守りたい。そのためなら、これからだって戦うし、」

　ぎゅ、と拳を握り、アリナは顔を上げた。ライラは確かに、最初からアリナを利用する気で近づいたのかもしれない。変なところで要領がよくて、それでもまだまだ手のかかる後輩でいてくれたのは、すべて昔の仲間を魔神核から救うためだけだったのかもしれない。

　でも、アリナは別にそれでもよかった。

「私は、ライラだって失いたくない。そのためなら戦うから」

　まっすぐ見つめるアリナの視線と、息を吞み言葉を止めたライラの視線が絡まる。ごとり、とライラの手から金文字の刻まれた無骨な石が滑り落ちた。

「ライラ、この島を巻き込まない方法で、魔神を倒そう」

「……っ」

　ついにライラは、力なく膝を折ってくずおれた。肩を震わせながら、かすれるような声を絞り出す。

「反則ですよ、こんなの……！」
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　周囲に張り詰めていた緊張の糸が切れ、ジェイドはどこかほっと安堵の息を漏らした。

「よかった……とりあえずは、これで魔神復活は阻止できたな」

　言いながらライラの足下に転がる無骨な石に手を伸ばす。金文字の刻まれた裏クエストの受注文が時折きらりと輝いている。

　ふと、殺気を感じた。

「ライラ！」

　そうと気づいた時には、ジェイドは殺気の向かう先──ライラに飛びついていた。視界の端にちらついたのは、青い炎だ。

「きゃあ！」

　ジェイドがライラを抱えて転がると同時、青い炎を纏ったナイフが、空を裂いて通り過ぎた。それは近くの木に突き刺さり、たちまち硬い幹に焦げた穴を作る。

「青い火……!?」

　それを見てジェイドの脳裏に嫌な記憶がよみがえった。まるでその予感を裏付けるかのように、薄闇の向こうから聞いたことのある声が飛んでくる。

「あらら。ついでにその〝受付嬢魔神〟も殺すつもりだったんだけどなぁ。……まあいっか」

　一歩、薄闇の中から姿を現したその姿を見て、ジェイドは言葉を失った。

　色白の肌に特徴的な三白眼、右目の下にほくろ。普通の魔法にはない青い炎を操る、〝禁術〟の使い手。その男をジェイドは知っていた。

「ガルド!?」

　所属していた闇ギルドを裏切った〝掟破り〟の黒魔道士だ。スキルへの激しい恨みから魔神核にまで手を出し、《白銀の剣》を窮地に追いやった男。

　だが、ガルドはこんな場所に現れるはずがない。この男はアリナの手により魔神核を破壊され、死体も残さず消滅したはずだった。ジェイドは驚愕に目を見開き、かすれる声を絞り出した。

「なんで……お前が生きている──!?」

　死んだはずの男が何食わぬ顔をして、今目の前に立っている。その事実に凍り付くジェイドを、ガルドは鼻で笑い飛ばした。

「まあ俺のことはいいじゃん。今はそれより、もっと大事なことがあるでしょ？」

　わざとらしく肩をすくめて見せ、ガルドの視線はライラに向く。

「〝魔神を復活させるのはやめましょう！　はい、めでたしめでたし〟──じゃ、ないでしょ。ちゃんとあんたには魔神を復活させてもらわないと、話が先に進まなくなってウチも困っちゃうんだよねー」

「……〝ウチ〟？　どういうことだ……!?」

「魔神とは戦ってもらわなきゃ困るんだよ……なあ？　最強のスキル使い……！」

　ガルドの視線は忌々しげにアリナに向いた。口元はにやついているが、目は一つも笑っていない。その瞳には開き直ったような狂気と怨えん恨こんが光り、闘技大会の日に見たガルドと何も変わっていなかった。

「ガルド！」

　ジェイドはとっさにアリナの前に割り込み、剣を抜いた。

「どうしてお前が生きている……！　お前は確かに消滅したはずだ」

「どうして？　〝あの方〟に聞いてくれよ。死んでもこき使うとか、人使い荒すぎ」

「……〝あの方〟……！」

「ま、とにかくだ。鬱陶しいループで消滅の未来を回避しようとしたって、無駄ってこと」

　くるりとガルドが手のひらを開くと、まるで手品師のように、無骨な石が握られていた。表面に金文字が刻まれた、裏クエストだ。

「え……!?」

　は、とライラが慌てて先程まで自分の居た場所を見る。転がっていたはずの裏クエストがいつのまにかなくなっていた。

「くそッ！」

　ジェイドが剣を握りしめ、走り出した時には遅かった。

　ふわりと石が浮かび上がり、強い光を解き放つ。暗闇に慣れた視界にその光はあまりに強く、ジェイドは思わずたたらを踏んだ。

　そして宙に浮いた石から、金色の文字がらせん状に飛び出した。




　指定冒険者階級：なし

　場所：時の観測台

　達成条件：全階層ボスの討伐

　なお依頼者は明記しない。受注者のサイン省略。

　上記内容により、クエスト受注を認める。




「時の……観測台……!?」

　空中に浮かび上がった文字にジェイドの表情が険しくなる。やがて金文字の光は闇に溶けて消えていき、石はことりと音を立てて地に転がる。光が消えた後に、ガルドの姿はもうなかった。

「お、おい、なんだありゃ……!?」

　時計台に集まった人々は、みな首をひねり困惑にざわめいていた。

　期待していた流れ星の代わりに奇妙な光が走ったかと思うと、夜闇を切り裂くようにして突如、建造物が出現したのだ。

　隣の丘の上に現れたそれは、巨大な球体に近い形をしていた。

　塔というには背が低く、闘技場というにはあまりに狭い。丸いドーム状の屋根は前半分がなく中が丸見えで、こちらも屋根と呼ぶにはその役割を果たせていない。その建造物の中には巨大な望遠鏡のようなものが設置され、レンズは天に向けられていた。

　どの町でも見たことのない、奇妙な形状の建物だった。

「隠しダンジョンが……！」

　時計台のもとへ戻ったナーシャが、その奇妙な建造物を見て焦りの声を上げた。ガルドの姿はなく、ジェイドは顔を険しくする。

「ガルドの奴、隠しダンジョンに向かったのか……!?　魔神を復活させる気だ！　行くぞ！」

　返事も待たず、ジェイドは駆けだしていた。
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　隠しダンジョン〝時の観測台〟。その構造はそれほど複雑ではなかった。

　円形のダンジョンの中は決して広くなく、壁の内側に沿うようにらせんの階段が延びている。魔物はおらず、しんと静謐な空気が漂っていた。アリナとジェイドがらせん階段を一息に駆け上がると、あっという間に頂上に着いた。

　最上階は一階と違って比較的明るく、開けている。可動式の天井が半分開いて、そこから強い月明かりが入り込んでいるからだ。部屋の中心には巨大な望遠鏡のような装置があり、そのレンズは開いた天井から夜空を向いていた。

　ジェイドたちは慌てて周囲を見回すが、ダンジョンの中は静寂に包まれたままだ。

「魔神が復活した様子はなさそうですが……」

　ナーシャが慎重に周囲を探っている時、ふいに男の声が割り込んできた。

「おー来た来た。遅かったね」

　闇の奥から軽薄な言葉とともにガルドが姿を現したのだ。

「ガルド……！」

　ジェイドが腰の剣を抜き、ガルドに対たい峙じする。一度死んだはずの男と相対するのは奇妙な感覚だ。言い知れぬ緊張がジェイドの表情を強ばらせた。

「お前の言う〝あの方〟は……何を考えてるんだ」

　ジェイドの問いに、ガルドはにたりと口角を吊り上げて、こう言った。

「この時代を破壊することだよ──先人たちの時と同じようにな」

　そんな、と息を吞んだのはナーシャだった。

「馬鹿なことを！　そんなことをして、何の意味があるというのだ!?」

「さぁー知らね」

　心底興味なさそうに、ガルドは肩をすくめた。

「ま、結局今回も〝あの方〟の一人勝ちだ。今頃ほくそ笑んでるだろうさ。──どうせ全員死ぬんだよ。俺も、お前たちも。〝あの方〟の手のひらで踊ってな」

「なんだと……!?」

「さあ俺は仕事だ。嫌な仕事だよなー。贄にえとして命を捧げるなんてさ。ブラックだよブラック。まあいいけどさ。あ、ロウによろしく言っといて」

　にたり、とガルドが笑った瞬間──突き刺すような光の一いつ閃せんが、ガルドの胴体を背後から二つに切り裂いた。

「……は……？」

　ジェイドは一歩も反応することができなかった。

　瞬きをする間にガルドの体は血を噴いて崩れ落ち、いとも簡単に事切れていたのだ。

「な……っ」

　だがそのことに驚いている暇はなかった。死体の背後の闇が、唐突に強い光を放ったのだ。それは天井を貫き、夜空へまっすぐ伸びていった。

「まさか──」

　ナーシャの焦った声が観測台に響いた。

「魔神!?」
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　カッ！　と強い光が地上から天に向かって解き放たれた。

　太く白い光の柱となったそれは、天高く伸びていったかと思うと、闇に覆われた夜の空に、巨大な魔法陣を刻みつけた。

　床に刻印された魔法陣と同じものだ。やがて光の柱は収束していくと、空と地上には、鏡合わせのように巨大な魔法陣が取り残された。

「なに……!?」

　ぞ、と嫌な気配がアリナの背筋を冷たくした、その瞬間。空の魔法陣から、何かがゆっくりと生み落とされていく。

　最初に見えたのは、人間の丸めた背中のようだった。徐々に現れてきたその〝白い何か〟は、まるで母のおなかの中で眠る胎児のように、膝を抱え、背を丸め、魔法陣から落ちてくる。

　やがてその白い何かは、時の観測台の上空へ降り立つと、ふわりと手足を広げた。

　その全貌が見えた時。まるでリーティアンの島そのものが完全な沈黙に支配されたかのように、無音の世界が広がった。

　アリナもジェイドも、その場にいる誰もが言葉を失い、それを見た。

　まるで女神像のような、真っ白な少女の姿のそれを。

　──もしこの世に本当に神様がいて、人間たちの前に姿を現すのなら、きっとこんな姿に違いない。

　誰もがそんな馬鹿げた考えを頭によぎらせた。

　白い少女は、手足だけでなく髪も目も、陶器の像のように純白に染まっていた。肌はつるりと硬く、夜闇の中で淡く輝いている。手足は華きや奢しやで細く、腰まで届く長い髪は、風に流され翼のように大きく揺らめいた。だが〝女神〟の全身から発せられるその冷たい気配はおよそ生物とは言い難く、どこか芸術品めいている。

　暗闇に舞い降りた〝白い女神〟は、ナーシャの面影を残していた。だがその全身は人間の三倍以上はあるだろうか。あまりに人間離れしたその姿は、もはや神こう々ごうしさすら纏っていたのだ。

「魔、神──」

　ナーシャが絶望の声でつぶやいた。
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「これが、魔神……!?」

　現れたナーシャの本体に、アリナは息を吞んだ。

　月光を背に宙に浮くその姿は、神々しくもあり、見るだけで背筋に悪お寒かんが走るような、ぞっとする気配も持っていた。これまで戦ってきた魔神とは明らかに一線を画する気配を感じた。見上げるだけで恐怖し、本能が警告を鳴らしてくる。

「アリナ先輩は下がっていてください」

　静かな覚悟とともに、アリナたちの前に出たのはライラだ。

「ライラ!?」

「最初から、ナーシャ先輩は私の手で壊すつもりだったんです……私だって、戦える……！」

　ぼそり、と言って、ライラは右手を突き出した。

「唱となえ、〈巨神の風翼デイア・ヴエイトス〉！」

　瞬間、音を立てて周囲の風が巻き上がった。気流はライラへ収束したかと思うと、その背中に両翼の気流を作り出す。

「ナーシャ先輩は……私が終わらせる！」

　き、と魔神を睨み付けると、ライラは地を蹴り上げ、夜空へと舞い上がった。その跳躍は難なく天井を超え、さらに風の翼がライラをはるか空の高みへと浮上させる。魔神を超えてさらにさらに上へと、ライラは飛び上がった。

「ちょ、ちょっと、ライラって神域デイアスキルを使えたの!?」

　アリナは驚愕に目を見開き、舞い上がるライラを見上げた。

　ライラが魔神核を有しているところまでは理解できたが、その核から神域デイアスキルを得るためには人の魂が必要なはずだ。ということは、すでにライラは人を手にかけたのか──

「あれは魔神核から得たスキルではなく、ライラが人間だった頃に持っていた術なのだ」

　アリナの疑問を読み取ったかのように、そう答えたのはナーシャだ。

「先人は、元から術を──今で言う神域デイアスキルを持っていた。当然、ライラもその一人──」

　ライラを見上げたナーシャは、しかしその横顔に隠しきれない不安の色を見せていた。

「風を読み、聞き、操る術。本来、情報収集で真価を発揮する術なのだ。おそらくライラがこれまで裏クエストを見つけて来れたのはあの術のおかげ。だけど……」

　言葉を止めると、ナーシャは唇を嚙んだ。

「戦闘に適した術ではない。魔神核が埋められたことで身体能力がはるかに強化されているとはいえ、あの魔神相手に通用するかどうか……」
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　はるか空の上まで到達したライラは、豆粒のようになった眼下の魔神を睨みすえ、両手を広げた。

「風よ集え──槍型スピア！」

　風が吹いた。渦巻く気流はライラの意思に沿い、一本の巨大な槍を形成する。それを両手で持ちながらゆらりと体を逆さまにすると、ライラは思い切り空を蹴り上げた。

「はああああ！」

　弾丸のように、一直線に魔神めがけて急降下する。耳元でピンと甲高い風の音が鳴り、地上に近づくほどに速度は増していく。全身まるごと一本の槍となり、ライラは魔神に襲いかかった。

『……』

　ぬらり、と魔神の無機質な目がライラを捉えた。敵意をむき出して迫るライラに、しかし何の反応も見せない。まるで人ごとのようにぼうっと眺めていたかと思うと、おもむろに右手を突き上げた。同時、体重と重力、すべてを乗せたライラの一撃が魔神の手のひらを貫く──

「!?」

　いや。ぴたり、とライラの槍は手のひらの上で停止してしまった。

「な……!?」

　驚愕するライラはとっさに何の判断もできなかった。魔神は淡々と風の槍の切っ先を握りつぶすと、槍は糸がほどけるようにばらばらと散っていく。武器を失ったライラの体は、そのまま魔神を通り過ぎて落下を始める。

　素手で術を止めただと。

　呆然とし、言葉を失うライラの耳元に、ぼそりと無機質な声が届いた。

『魂がない』

　魔神の声だ。ナーシャに似た少女の声だが、不気味なほどに機械的で、感情のない声だ。

「え……？」

『喰くらった魂がない──』

　まるでライラのことなど眼中にないと言わんばかり、魔神の目は地上に向いた。その視線の先にあるのは、時の観測台──いや、ナーシャだ。

「！」

　はっ、とライラは魔神の狙いに気づいた。かつて先人たちを滅ぼし、彼らの魂とともに魔神核に取り込んだすべての魂はナーシャが持っている。それを取り戻そうとしているのだ。

「させるか……！」

　ライラは奥歯を嚙みしめ、落下しながら術を発動させる。

「唱え、〈巨神の風翼デイア・ヴエイトス〉！」

　再び背中に風の翼を生やし、ライラはぐるりと方向を変えると、魔神に肉薄した。

「風よ集──」

　はたと、ライラは詠唱を止めた。視界から魔神が消えたからだ。

「え？」

　ほぼ同時。とん、とわずかな衝撃がライラの背中を叩いた気がした。

「……？」

　不思議に思って、ライラはふと視線を下ろす。魔神の白い腕が、ライラの胸元を貫いていた。

「かっ……!?」

　そうと気づいた時には大量の血を吐き出し、術の効果が切れて背中の翼が消えた。魔神が淡々と腕を引き抜くと、たちまち浮力を失ったライラの体は落下を始める。

（……そんな……）

　力を失いぐんぐんと地上が迫りながら、ライラは呆然とした。体に埋め込まれたのが出来損ないの核とはいえ、ライラの体は核の影響を受け常人の域を超えた強化を得ていたはずだ。それを、素手で貫くだと。

　同じ魔神のはずなのに、圧倒的な力の差を表すかのように、白い魔神は遠ざかっていく。

（そんな……っ）

　手も足も出ないとはこのことだった。ライラは今更ながら、どれほど強大な敵を相手にしようとしてきたのか理解した。島を巻き込んででも一人でどうにかしようとしていたが、きっとそれは、果てしなく無謀で、無意味な計画に過ぎなかったのだ──
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「ライラ！」

　とっさにアリナは床を蹴り上げ、空に飛び出していた。

　魔神に胸を貫かれ、力なく落下するライラを空中で受け止める。痛々しく受付嬢の制服を血で染めるライラを見て、アリナは顔をしかめた。

「ねえそれ、大丈夫なんでしょうね……!?」

「……っ……、平気です……！」

　痛みからか顔に汗をかきながらも、そう答えたライラの声にはまだ力があった。

「核さえ壊されなければ、魔神は死にませんから……肉体の多少の破損は問題ないんです」

「……ならいい」

　魔神の体の頑丈さはこれまでに嫌というほど思い知らされてきたが、その能力をありがたいと思う日が来ようとは。複雑な思いに眉根を寄せた時、地上からジェイドの声が届いた。

「──アリナさん！　来るぞ！」

　はっとアリナは顔を上げた。すぐ目の前に魔神が迫っていたのだ。

「っ、スキル発動〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　とっさに出現させた大鎚ウオーハンマーを盾にし、魔神の打撃に備える。視認すら追いつかない速さで距離を詰めた魔神は、しかし対照的にやけに緩やかな動作で右腕を振り上げ、殴りかかり──

　いや、殴打ではない。

「……!?」

　ぱっ。

　と、魔神は大鎚ウオーハンマーに向かって手を突き出し、手のひらを開いた、それだけだ。

　瞬間、アリナの全身にすさまじい圧力が襲いかかった。

「!?」

　大鎚ウオーハンマーごとアリナの体はいとも簡単に吹き飛ばされる。姿勢を正すことすら敵かなわず、もみくちゃにされながら視界が乱れ、天地が逆さまになり、抱えていたライラと一緒に、気づけばすぐ鼻先に地面が近づいていた。

「くっ……！　風よ集え、〝霞型ネブラ〟！」

　硬い地面に叩きつけられる代わりに、集中した風がアリナの全身を包み込んだ。強い衝撃は免まぬがれたものの、それでも二、三回は地面を跳ね、アリナとライラは地に転がる。

「っつぅー……」

　全身を打った痛みに顔をしかめながら、それでも大きな負傷がないのはとっさのライラのスキルのおかげか。なんとか身を起こそうとした時、ぞっとするような殺気を感じ、アリナは跳ね起きた。

「……！」

　アリナたちを追って魔神が迫りきていたのだ。魔神は垂直に地上まで滑り降りると、地面にぶつかる直前にぐるりと角度を変え、超低空飛行でまっすぐにアリナのもとへすっ飛んでくる。魔神が通る風圧だけで、風がうねり、木々がしなり、草がちぎれ飛んだ。

　魔神は武器も持っていなければ神域デイアスキルを発動させているわけでもない。なのに、ビリビリとした圧がアリナの全身に襲いかかる。逃げても無駄だということはわかっていた。迎え撃つしか選択肢はないが、しかしそれも吹き飛ばされるだけだ。

　そうして判断に迷っているうちに、あっという間に魔神は眼前に迫り、アリナめがけて拳をたたき込む──

「スキル発動〈千ミ重リ壁ア〉！」

　瞬間、アリナの前に割り込む背中があった。ジェイドだ。

　ばちん！　と強烈な音が弾はじけ、ジェイドの構えた赤い盾が魔神の拳を受け止める。

「くっ……！」

　ジェイドの複合スキルがなんとか魔神の攻撃を受け止めた。しかしジェイドの踏ん張る足は簡単に押されていく。おそらくそう長くはもたないだろう。アリナはジェイドの脇から飛び出していた。

「スキル発動〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　再び手にした大鎚ウオーハンマーを握り、魔神の顔面めがけて振り上げる。

「ナーシャの体かもしれないけど……中身空っぽだってんなら、遠慮なくぶん殴るわよ！」

　静かに魔神がアリナを向いた。

　その無機質な白い瞳にアリナが映る。振り下ろした大鎚ウオーハンマーに、右の手のひらを向けた。防御の姿勢にもなっていない、軽い動作だった。

「！」

　とん、と魔神の指先が大鎚ウオーハンマーを受け止めた、瞬間。すさまじい衝撃波が周囲に走り、木々が吹き飛んだ。気づいたらアリナは後方へ吹き飛ばされていた。

「!?」

　めきめきと音がして、木々も吹き飛び、へし折れ、森がはじけ飛んでいる。何が起こったのかもわからないまま、アリナは背中をどこかに強打する。

「かはっ」

　肺から空気が勝手に飛び出し、一瞬むせ込んだが、大きな負傷はなかった。ほっとした時、誰かに抱きかかえられていたことに気づく。

「ジェイド!?」

　ジェイドがアリナを抱え、叩きつけられた大木との間のクッションとなってくれていたのだ。ジェイドは苦しそうに顔をしかめていて、アリナは慌てて飛とび退のいた。

「ちょ、大丈夫!?」

「あ……ああ」

　短く言って、ジェイドは起き上がる。あれだけの衝撃を一身に受け止めながらすぐに起き上がれる体は、さすが盾役タンクというか、さすがの生命力である。だがジェイドの表情は厳しく、その視線は遠くの魔神に向いた。

　白い魔神がぽつんと立ちつくしている。先ほどジェイドに攻撃を阻まれたことを考えてか、容赦ない追い打ちはしてこないが、ずんと重い存在感が、遠くからでも伝わってきた。

「スキルを使わずに、この力かよ……」

　ジェイドが悔しげにぼそりと吐いた。

「……」

　そう、魔神はまだ神域デイアスキルを使っていない。なのに、こちらの攻撃は少しも通らないばかりか、魔神核を持つライラですら軽くあしらわれてしまうのだ。

「なに、これ」

　アリナの口から、呆然とした声が漏れた。全身から血の気が引いていく思いだった。

「全く歯が立たないじゃない──」

「これが、最も完成形に近い核だ……！」

　ナーシャが慌てて駆け寄り、ライラの負傷の様子を確かめながらほぞをかんだ。

「ボクの体に埋め込まれた核は、六つの試作機のなかで最新かつ、実用一歩手前まできていた完成形。ボクたちの、すべての技術と知識を込めて、〝最強〟になるよう作ったんだ……」

『──違う』

　白き魔神は、じっとアリナたちを見ていたかと思うとふいにそんなことをつぶやいた。

『破壊対象は人間のみ』

　思い出したようにそう言ってふわりと浮くと、魔神はあっさりアリナたちへの興味を失い、またはるか上空へ昇っていく。

「何をする気だ……!?」

　夜空に浮いた魔神は、右手を突き出し、静かに唱えた。

『唱え、〈巨デイ神ア・のフル光クト波ウス〉』
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　ずん、と重い音が一回響き、わずかに足下が揺れた。

「何……!?」

　アリナは慌てて振り返り、そして、奇妙な光景を見た。

　轟ごう音おんがしたのは隣の丘の方だ。時計台がある丘。

　そのシルエットが、奇妙だった。アリナはその違和感の正体がすぐにはわからず、眉をひそめる。

「と……時計台の丘が……」

　ジェイドがかすれた声を漏らした。その言葉を聞いて、アリナもようやく違和感の正体に気づいた。今まで、ループも含めて五回も六回も、何度も見ていた景色が、変わっていた。あるべきものがそこにない──そう、今までそこにあったはずの時計台が、丘ごと消失していたのだ。

「……は……？」

　アリナはそれでも現実を受け入れられず、立ち尽くした。しかしいくら見ても、夜闇に時計台のシルエットを探すことができない。まるで巨大な化け物にばくんと一口で食べられてしまったかのように、あるいは欠けた月のように、不自然に変形した〝丘だったもの〟がそこに、あるだけだった。

「丘ごと……時計台を消し飛ばした……」

　愕然としたライラの言葉が、沈黙の森にぽつんと響いた。

「……ちょっと……待ってよ……だってあそこにはまだ──！」

　言った声が震えているのがわかった。丘に登る道中に話しかけた、酔っ払いの男が脳裏をよぎった。彼だけではない。坂道の途中には座り込んでいる者もいたし、丘を登った先、時計台のもとには、さらに多くの人が腰を下ろし、流れ星を待ちながら夜空を見上げていたのだ。それに──

　──受付嬢のお姉さんたち、またね！

　脳裏にあの姉妹の顔が浮かんだ。

　足を悪くした姉と、姉の回復を祈る妹。二人して受付嬢に憧れて目をきらめかせていた、少女たち──

　それが、その人たちごと、まるごと消失したのである。

「う……噓だ……」

　ナーシャがぶるぶると声を震わせた。足から力が抜けて膝を折り、彼女はその場にくずおれた。

「噓だ……──」

　あまりに容赦なく、一瞬のうちに奪われた命に、愕然とした沈黙がその場に降りた。アリナも立ち尽くすことしかできなかった。

『破壊対象を変更』

　絶望がのしかかる空気のなか、無機質な声の標的は、さらにリーティアンの白い町に向いた。

『唱え、〈巨デイ神ア・のフル光クト波ウス〉』

　容赦なく、ぼう、と白い魔法陣が夜の空に浮かび上がった。その魔法陣の下にあるのは、闇の中に白く輝く都市、リーティアンだ。

「まさか、リーティアンまで破壊する気か……!?」

「待って！　違う……」

　ジェイドを遮ったのはライラだ。魔神は先ほど丘を消し飛ばした魔法陣に向かって、すっと手を伸ばすと、さらにもう一つ、詠唱を重ねた。

『唱え、〈巨神の永増デイア・アシヌ〉』

　それはどこかで聞いたことのある詠唱だった。

「……待て、それって──」

　そのスキルが何であるか気づいた時、ジェイドの背筋が凍り付いた。

「ロウの──」

　ロウの持つ超シグ域ルススキル、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉だ。現象そのものを無制限に増殖させるスキルであり、操作が困難な反面、魔法と組み合わせた時のスキルは圧倒的な高火力をたたき出す。

　ただし、ロウのスキルの場合、その効果は物やスキルそのものには及ばないという制約がある。そう、超シグ域ルススキルの場合は。もし、魔神の使ったスキルが、ロウの持つ〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉の上位互換であるならば。その制約はなくなり──

　ブン、と嫌な音が響いて、夜空の白い魔法陣が一つ増えた。

　それを皮切りに、二つ、三つと魔法陣が増えていく。それはとどまることなく増殖を続け、やがて、無数の魔法陣が島の上空を埋め尽くした。それらの発光により、真昼のように白む空を見上げ、ジェイドは愕然とつぶやくことしかできなかった。

「島ごと……消し去るつもりかよ……」

　その圧倒的な破壊の気配と、絶望的な光景を前に、ジェイドの思考は完全に行き詰まってしまった。止まってしまった脳の片隅で、ガルドの言葉が何度も何度も、嫌みのように響いていた。

　──どうせ全員死ぬんだよ。俺も、お前たちも。〝あの方〟の手のひらで踊ってな。

「やめて……！　もうやめてよ！」

　ナーシャが悲鳴に似た叫びを上げた。

「神デイア……!!　なぜこのような試練を、ボクたちに課すのですか!?」

　耐えきれなくなったように、ナーシャは天を仰ぎ叫んだ。しかし、ナーシャたち先人が神の姿を見いだした太陽は、今は夜の闇に押されて眠っている。ナーシャの嘆きにも怒りにも、まるで無関心と言わんばかり、気配すらなかった。

「罰ですか!?　愚かなボクたちへの！　神を再現しようなどと、傲慢な考えを持ったボクたちへの……ッ!!」

　ナーシャがどれだけ嘆こうと、魔神はその動きを止めることはない。やがて白い魔法陣たちが、一斉に淡く輝き出した。
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　アリナは言葉を失い、白い空を見上げることしかできなかった。

　たった一つで時計台の丘を一瞬で消し飛ばすような魔法陣が、無数に増殖し、島そのものに狙いを定め、主の号令をただ静かに待っている。嵐の前の静けさのように、島は沈黙に包まれた。

　それはまさに、絶望そのものだった。

　戦い、抗あらがう時間すら許されない。ただ一方的に力のない者が蹂じゆう躙りんされるだけの光景。

「……最悪の未来が……現実になる……」

　ナーシャの口から呆ぼう然ぜんのつぶやきがぽつりと漏れた。ループを繰り返し、この最悪の未来を避け続けようとした少女は、ついにがくりとうなだれた。

「……無駄だったんだ……全部……」

　打ちのめされたかのようにナーシャの声に力はなく、小さく震えていた。

「最初から……何もかも……無駄だったんだ……」

　ナーシャの声を聞きながら、しかしアリナにはこの状況を打開する方法が一つも思いつけなかった。

　諦めるしかないのか。いや。

「させない……！」

　アリナは魔神を睨み上げ、右手を突き出した。

「スキル発動〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　地を蹴り上げ、アリナは魔神に迫った。

「発動する前に、倒す!!」

　魔神がすっと手のひらをアリナに向ける。その手のひらめがけて、アリナは全力で大鎚ウオーハンマーを振りかぶった。自分の後ろには、大事なものがたくさんある。ジェイドも、ライラも、ナーシャも。職場の先輩たちやカウンター長だって。確かに彼女らに苛いらつくこともあるし、怒りを覚えたりもするが、それすらアリナにとっては、なくしたくない、いつまでも不変でいてほしい、大切な平穏の一部だった。

　だから壊させない。自分の大切なものも、ナーシャやライラが守りたかったものも。

「はあああああああ!!!!」

　アリナがたたき込んだ渾身の一撃は、しかしまたしても素手で阻まれ、押し返される。まるで虫でもあしらうかのように、アリナはあっという間に吹き飛ばされた。

　ジェイドたちとは離れた森の中に叩きつけられ、それでも立ち上がろうとしたアリナの手から、大鎚ウオーハンマーの感触が消えた。

「……！」

　破壊され、意思とは裏腹にさらさらと消えていく大鎚ウオーハンマーを見て、アリナは目を見開いた。

　──勝てない。

　ふと、そんな不安が、アリナの胸をよぎった。

　どんなに全力を込めても、あっさり素手で受け止められ、跳ね返される。打破する未来が全く見えない。目の前に立ちはだかる存在はあまりに格が違いすぎる。圧倒的すぎる。

（変異……そうだ、変異……！）

　アリナは溶け消えようとしていた大鎚ウオーハンマーの柄を握り直し、再び力を込めた。崩れようとしていた輪郭が再現され、冷たい銀の大鎚ウオーハンマーが形を成す。

（今までこの大鎚ウオーハンマーが〝変異〟することで魔神たちに勝ってきた。だから今回だって──）

　──でも、それで本当に勝てるのか？

　ふと、アリナの胸に冷たい予感が通り抜けた。一度感じてしまった、不安という感情は、厄介な雑草のようにアリナの胸に根を張った。

　──勝てなかったらどうするのだ？

「……っ」

　その悪魔のようなささやきを振り払うように、むりやり顔を上げたアリナを、白い女神がはるか高みから見下ろしていた。その無機質な視線がアリナを貫く。何度攻撃しても、傷一つついていない。

　──勝てない。

『唱え』

「待っ──」

『〈巨デイ神ア・のフル光クト波ウス〉』

　アリナの制止など意にも介さず、冷酷で無機質で、容赦のない魔神の詠唱が響いた。

　同時。頭上で魔法陣たちが一斉に光を発し、はじけた。ひときわ強い光の大群が降り注ぎ、島を、リーティアンを、アリナの視界を真っ白に覆い尽くす──




「はい、ちょっと失礼するよ」




　その瞬間。ふとアリナの耳に飛び込んできたのは男の声だった。

「……え？」

　あまりにのんきで場違いな声に、思わず声が出た。

　ジェイドではない、この窮地に似合わずやけに間が抜けていて、かったるそうな男の声だ。

　強い光が降り注ぐなか、アリナがなんとか声のした方を見やると、いつの間にか目の前に、誰かの背中が見えた。

　使い古しの外がい套とうを着て、長い杖つえを持った男の背中だ。フードをかぶり顔まですっぽり隠している。背丈と低い声からして成人男性のようだが……しかしその背中は、特別逞しい気配もなく、強力な武器を持っているわけでもなかった。背を超える長さの古くさくて細い杖を持っているだけだ。なんならちょっと猫背で姿勢も悪く、この危機に現れるにはあまりに頼りない出で立ちだった。

　だが、魔神の圧倒的な攻撃の気配を前にして、その男は平然と地に足を突き立っていた。

「なあおい、こんなとこで諦めんのかい？」

「は……はあ？」

「戦うって決めたんだろ。守りたいもんのために」

　その男は肩越しにアリナに言った。かぶったフードの隙間から、無ぶ精しよう髭ひげがちらりとのぞく。

「ま、この反則すぎる攻撃は、俺がどうにかしてやるさ。だからまぁ……後はいい感じによろしく頼むよ」

「なに言って──」

　その口の端はにやりと笑って、どこか懐なつかしい声で、こう言った。




「な？　〝アリナおばちゃん〟」




　一瞬、何を言われたのか、理解できなかった。

「……え……」

　たった一言なのに、それはアリナの全身から力を抜き、呆然とさせるに足る言葉だった。大切に胸にしまっていた思い出が、ふいに、場違いに、アリナの脳裏によみがえる。

「どういう……こと……？　誰なの、あんた──」

「あー、そうそうー」

　震えるアリナの問いには取り合わず、ボロボロの外套姿の男は、相変わらず面倒臭そうに言った。

「いいこと教えてやるよ。いや、教えないと、お前永遠に気づかなそうだからさ」

　強烈な光が降り注ぐなか、男はマイペースに言葉を続けた。

「お前が持ってる、そのスキルは──」

　男が言葉を続ける。やがて魔法陣の光は、夜闇を吹き飛ばし、アリナの視界を飲み込んだ。
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　は、と目を開けると、アリナはまだ生きていた。

　強い光にくらんだ視界が徐々に戻り、目の前の光景が見えてきた。時計台の丘を一瞬で消失させるような、恐ろしい光の波が一斉に島に降り注いだはずだった。それなのに周囲の景色はまるで傷一つなく、先ほどと同じ光景が続いている。

「アリナさん、大丈夫か!?」

　ジェイドたちがアリナのもとに駆けつける。だが、彼らも何が起きたのかわかっていない様子で、全く変わらない景色に困惑し、周囲を見回していた。

「何が起きた……!?」

「魔法陣が消えてる……？」

　ライラの声に空を見上げると、そこには何食わぬ顔をして、星の輝く夜空が広がっていた。島を覆い尽くすほどの白い魔法陣はさっぱり消きえ失うせ、白い魔神がただ、たたずんでいるだけだ。

「術の不発……!?　そんなことって……」

　信じられないものでも見るように、ナーシャが声を上げた。アリナもまた、呆然とその場に立ち尽くした。

（術の不発……？　違う──）

　魔神のスキルは間違いなく発動し、島に降り注いだ。アリナはその光景を直前まで確かに見たのだ。だが、唐突に現れたボロボロの外套を着た気け怠だるげな男が、手に持つ杖を掲げた瞬間、光も魔法陣も何もかもが一切消え失せた。

　つまり、魔神のスキルを無効化させたのだ。あの、顔を隠した男が。

「アリナさん、今、誰かいなかったか……？」

　目のいいジェイドが何か気づいたのか、不思議そうに消えた人影を探している。しかし当然のようにあの外套の男の姿はどこにもなく、どこか懐かしい声も、もう聞こえなかった。

「……」

　アリナは目を伏せ、ジェイドの問いに何も答えられなかった。混乱と動揺で思考がまとまらず、まるで脳みその中を直接かき回されているかのようだ。アリナはまだ恐ろしい敵との戦いのさなかだということも忘れ、呆然とつま先に視線を落とした。

〝アリナおばちゃん〟

　男のどこか懐かしい声が、何度も脳内に響いていた。

「……ありえない……」

　ぽつりと、アリナは小さくそうつぶやいた。アリナのことをそんな風に呼ぶ男は、一人しか知らないからだ。だがありえない。そんなはずがない。だってあの男は──

　──シュラウドは、もうずっと昔に死んだから。

「……アリナさん？」

　顔を青白くさせるアリナを、ジェイドが心配そうにのぞき込む。

「平気」

　口ではそう言いつつも、アリナは動揺を隠しきれなかった。

　謎に包まれた男の正体もそうだが、彼が最後に言い残していった言葉も、アリナの心を大きく揺さぶっていた。

　──お前が持ってる、そのスキルは、神域デイアスキルなんかじゃない。

　降り注ぐ光の轟音のなかで、男は確かにそう言った。

（神域デイアスキルじゃない……？）

　アリナは眉をひそめ、握る銀の大鎚ウオーハンマーを見下ろした。

（じゃあ、これはなんなの──）

　その時、ナーシャの鋭い声が耳に届いた。

「攻撃が来るぞ！」

　はっとアリナは我に返り、顔を上げた。外套を着た男のことは、一度強引に頭の隅へと押しのけた。とにかく今はこの強敵を倒すことだけ考えなくては。視線の先では、魔神がまたも手を掲げ、神域デイアスキルを発動させようとしていた。

『何度抗おうと同じことだ』

　無機質な声がアリナたちの頭上に降り注ぐ。

『人間は滅ぶ。私の手で』

　ムカつくほど淡々とした声を発し、魔神は右手を突き出した。

『唱え、〈巨デイ神ア・のフル光クト波ウス〉』

　再びあの白い魔法陣が上空に展開する。ただし、今回出現した場所は、魔神の眼前だった。

「なにを……？」

　怪訝に眉をひそめるアリナたちの前で、白い魔法陣からゆっくりと何かが生み出される。

　それは、巨体の魔神と同じ長さはあろうかという、白く輝く一振りの大剣だった。

「光を剣の形に変えた!?」

「そんなこともできるのかよ……!?」

　魔神の無機質な目は、確かにアリナたちに向いていた。たった一撃で地形を変えるほどの破壊をもたらす光だ。剣の形に変わったとはいえ、その威力は同等だろう。ひとたびその猛威をふるえば、アリナたちなど一瞬で消し飛ばされるに違いない。

　ち、とジェイドが小さく舌打ちした。顔を険しくし、アリナたちに振り返る。

「俺の後ろへ」

「まさか、あの攻撃を受ける気か!?　無理だ、普通の人間では──」

「いいから！」

　ジェイドは叫び、ナーシャを黙らせた。

「俺は盾役タンクだ。攻撃は、俺が受ける……！」

　その鬼気迫る横顔に、ナーシャは言葉を失った。あれがどれだけの威力を持ち、どれだけ無謀なことをしようとしているのか、ジェイドが一番よくわかっているのだろう。ジェイドはそれ以上の言葉は重ねず、静かに詠唱した。

「スキル発動〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉」

　ぽつ、ぽつと赤い点が空中に出現し始める。

　それらは一つ一つが〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉の効果対象点であり、触れた物を硬化させ、防御力を上げるスキルの光だった。本来は術者であるジェイドが触れたもののみが効果対象であるが、複合スキルを追求するなかで、ジェイドはそんな制約の一つの抜け穴を見つけ出していた。

　空気の硬化という手法だ。これが、ジェイドのなしえたもう一つの盾。

「ま、待って、ジェイド様……！」

　ぽつぽつ、ぽつぽつ、と赤い点は数を増やしていく。増殖の終わらないスキルの光に、次第にライラが顔を青ざめさせた。

「いくつ展開する気ですか!?　これ以上は、重度のスキル疲労で死んじゃいます！」

　ふ、とジェイドは短く息を吐いた。そんなことはとっくに承知の上と言わんばかり。

「こうでもしなきゃ、あの攻撃は受けきれねえだろ……！」

「でも！」

「あいつの生命力は人外みたいなものだから大丈夫よ」

　思わずアリナはそう口を挟んでいた。にやりとジェイドがわずかに口角を上げる。非常に腹立たしいが、アリナは知っている。こいつの戦い方はいつだってこう、心臓に悪いのである。




　　＊＊＊＊




　気づけば、ナーシャの周囲はジェイドが展開する赤いスキル光で埋め尽くされていた。

「な、なんて数だ……!?」

　その一つ一つからは確かに術の気配が感じられた。ナーシャの時代に比べたら格下の弱い術だ。だが、周囲の景色をまるごと埋め尽くすほどの展開をした人間など、聞いたことがない。

「複合スキル発動、〈千ミ重リ壁ア〉！」

　瞬間、展開した赤い光が一斉に光を放った。それらは一つ残らずジェイドの持つ大盾に収束していく。無数の赤い光が重なると、ジェイドの大盾は深紅の光を帯びた。

　同時、魔神は滑るようにこちらへ向かってきた。その手には、たった一撃で丘をまるごと消し飛ばすほどの、おそろしい破壊の光が凝縮された大剣。

「来るぞ！」

　ジェイドが叫ぶと同時、振り上げた魔神の光剣が、深紅の盾に振り下ろされた。

　ごうん！　と暴風が吹き荒れた。とっさに目をつぶったナーシャは、地響きがおさまってから目を開ける。そして、息を吞んだ。

　森が吹き飛んでいた。

　生い茂っていたはずの木々は跡形もなく消し飛び、大地はえぐれ、土が見える。周囲の景色は一変していた。ジェイドを基点としたわずかな後方の範囲が、かろうじて無事なだけだ。

「なんて威力──」

　──いや、この威力を受け止めた、ジェイドのスキルはなんなんだ？

　ぎちぎちぎち、と嫌な音を立てながら、ジェイドの盾は魔神の光剣を確かに受け止め、攻撃をせき止めている。踏ん張るその両足はじりじりと押されているものの、この時代のただの人間が、あの魔神とわたり合っているというのは、信じられない光景だった。

「魔神の神域デイアスキルと同等……!?　格下の術ではないのか!?」

　ナーシャの目にはジェイドの赤い盾に無数の術が強引に重ね合わせられているのが見えた。本来そのように使えるはずのないスキルが、あまりにも乱暴に、暴力的に重なっている。

「術を重ねて、むりやり性質を変異させているのか……!?　そんな、ただの人間がそんなことをして、体が無事で済むはずがない──」

　ナーシャは呆然とジェイドの背中に目を向けた。

「キミ、本当に人間なのか……？」
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　ばちん！　と音がして、盾から赤い光が消失した。だが同時に光の大剣も四方に散って消える。

「ぐっ……」

　だがジェイドは複合スキルの激しい消耗に顔をしかめ、苦しそうに顔をゆがめる。その全身は血に染まっていた。重度のスキル疲労がジェイドの体を内から破壊したのだ。

　魔神の攻撃を防ぎきったそのタイミングを狙って、すかさずアリナが飛び出した。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　アリナは大鎚ウオーハンマーを出現させ、力強く握り直す。柄を握る手に、ありったけの力を込めた。

　──お前が持ってる、そのスキルは、神域デイアスキルなんかじゃない。

　耳に残る男の言葉。男の口から出たその続きの言葉にも、アリナは戸惑っていた。

　──本当の名は……

　そんなこと……今更神域デイアスキルじゃないなんて、そんなこと言われたって困る。こと魔神戦となると、この力だけが頼りなのだから。

「はあああああ!!」

　魔神へ肉薄し、ぐんと一薙なぎ。魔神は先ほどと同じように、淡々と手を突き出し、素手で大鎚ウオーハンマーを跳ね返そうとして──

　そのとき、どくんと大鎚ウオーハンマーが脈打った気がした。

『！』

　突き出しかけた魔神の腕がぴたりと止まった。そして咄とつ嗟さに大地を蹴り上げ、大きく後ろに下がって大鎚ウオーハンマーをかわす。警戒するように魔神はアリナから十分に距離をとった。

「……かわした……？」

　ジェイドが怪訝に眉をひそめた。素手で十分防げていたはずのアリナの攻撃を、魔神が警戒しているのだ。

「……」

　魔神の奇妙な行動を見て、アリナは足を止め、視線は銀の大鎚ウオーハンマーに落ちた。そのときだ。

『唱え〈巨神の毒蚕デイア・ヴエノム〉』

　ぶわ、と何か異様な気配のする黒い霧が、魔神の周囲に出現した。

「！」

　アリナは慌てて魔神に視線を戻し、目を見開いた。出現した黒い霧は、じゅ、と嫌な音をたて、魔神の周囲の木々を次々溶かしていくのだ。

「毒霧だ！　触れると溶けるぞ！」

　ナーシャに言われ、アリナは慌てて距離をとった。視線の先で、魔神を取り巻く毒霧はみるみる増え、濃度を増し、さらに色を濃くしながら、術者である魔神に寄り集まっていく。

　やがては繭のように魔神をすっぽり覆い尽くすと、その毒塊は魔神を抱き、空に浮いた。逃げるように空へ空へと上がっていき、はるか島の上空でぴたりと止まる。

「魔神……毒霧のなかに引きこもる気か……!?」

　ナーシャが悔しげにほぞをかむ。アリナは数秒黙り、うつむいた。

（やっぱり、あいつこの大鎚ウオーハンマーを警戒してる……）

　だが何を？　大鎚ウオーハンマーは今までと変わらない。魔神との戦いで見せた〝変異〟だってしていないのに、あの魔神はいったい何を警戒している？

　だが、どちらにしろあの毒霧に籠もられたらどうすることもできない。魔神はこちらがただの人間であることを、毒霧に耐えられない肉体だということを知っているのだ。

『唱え』

　そのとき、空に魔神の無機質な声が響き渡った。はっと息を吞んだライラが愕然とつぶやく。

「まさか──」

『〈巨デイ神ア・のフル光クト波ウス〉』

　毒霧と夜の闇で一層暗くなる空に、切り裂くように白い魔法陣が浮かび上がった。

「あいつ、また島を攻撃する気……!?」

　アリナは大鎚ウオーハンマーを構え直すが、とはいえ術者たる魔神は恐ろしい毒塊の中だ。手も足も出ない場所に籠ろう城じようされ、殴り飛ばして止めることもできない。

「そんな、ここまで追い詰めたのに、そんなことって……！」

　ライラの顔は青ざめ、濃い落胆の色が落ちていた。

「なんでよ……止まってよ！　いい加減、もう止まってよ……!!」

　もはや叫びをぶつけることしかできないライラの、悲鳴にも似た声が、むなしく森に木こ霊だました。
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　──何をやっているんだ、自分は。

　ライラの叫びを聞きながら、ナーシャはほぞをかんだ。

　上空に浮かぶ、恐ろしい魔神と破壊の魔法陣を見据える。

　あれは〝自分〟だ。自分が戦って倒すべき相手だ。なのに、自分ときたらどうだ。ジェイドの背中に隠れ、アリナに頼ってしかいない。何一つ、戦ってすらいない。

「……これは、ボクたち先人の問題なのに」

　ぽつりと、ナーシャはつぶやいた。振り向いたアリナの横を過ぎ、ナーシャが前へと一歩進み出る。

　魔神の力はあまりに圧倒的だった。偶然、破壊を免れたとしても、しょせんは一時しのぎに過ぎない。武力によって魔神を制するのは不可能だ。

「ボクが魔神の中へ──本体へ戻る」

　ぽつりとナーシャは言った。

「中から魔神の制御を試みよう。あの魔神をどうにかするには、もうそれしか方法がなさそうだ」

「な、ナーシャ先輩、何言ってるんですか!?」

　彼女の宣言に慌てたのはライラだった。ライラは触れられないナーシャに詰め寄る。

「本体に戻ったら、もう二度と思念体としてすら、存在できなくなるかも──」

「わかっているぞ。ライラ」

　ライラの制止を遮って、ナーシャは優しく微笑んだ。

「そもそもボクは、もう死んでいるようなものだしな。他に方法もないし」

「い、嫌です！」

　ライラは駄々をこねる子供のように何度も首を左右に振った。

「先輩は死んでなんかいません！　ここに、いるじゃないですか！　予言の巫女として、この町を作ってきたじゃないですか！　先輩の記憶と、先輩の意思があるんだから、先輩は生きてるんです……！」

　ついにはその瞳からぽろぽろと涙を流し、ライラは必死に訴える。

「そうだ、この戦いが終わったら、一緒にイフールに帰りましょう。イフールはリーティアンよりももっと大きくて栄えているんです。人も冒険者もいっぱいいて、いつも騒がしいんですよ。私たちの時代に比べたらずいぶん不便ですけど。社会保障も全然充実してないし、仕事も残業もつらいけど……！　でも、楽しいこともいっぱいあるんです！」

「……」

　ナーシャは目を伏せたまま、じっとライラの言葉を聞いていた。

「もう嫌なんです……大好きな人がいなくなるのは……手の届かない遠くに行っちゃうのは……」

　肩を震わせ、うなだれるライラの頭に、ナーシャはそっと手を置いた。

「千年前に、ボクがライラに言った言葉が、キミをずっと苦しませてしまった。それなのにボクたちを解放しようとしてくれてありがとう……ライラはもう、ボクたちのことも魔神のことも忘れて、一人の女の子として、ただの受付嬢として、生きてほしいんだ」

「……！」

　ナーシャはライラから手を離し、その視線はもうライラには向かなかった。毅き然ぜんと顔を上げ、覚悟を決めたその表情の裏には、ふと大切な思い出がよみがえっていた。

　──リーティアンで〝予言の巫女〟なんてやっていたのは、最初は贖しよく罪ざいのつもりだった。

　千年前のあの日、本体から分離したナーシャはずっとこの島にいた。当時この島は荒れ果て、とても人が住めるような状態ではなかった。情報の集合体であるナーシャは、あの残酷な記憶を都合よく忘れることもできず、死ぬこともできず、あの日の記憶を思い出してはずっと一人で、苦しみ続けていた。

　でもある日、そんな島に人が渡ってきて、町を作り始めたのだ。

　大陸の人間はあの日自分たちが滅ぼし尽くしてしまったというのに、またどこからかやってきた人間たちを見て、ナーシャは思った。

　泣いていたって、魔神と化したナーシャが先人たちを殺し尽くした行いは、到底許されない。殺してしまった人も、滅ぼしてしまった時代も返ってこない。ならせめて、新しく始まろうとしているこの時代と人だけは守りたい、と。

　時の遺レリ物ツクを駆使してリーティアンを守ってきた。そんなことをしているうちに、気づいたら今では立派な観光都市だ。ナーシャの罪滅ぼしのために守られてきた人々は、次第にナーシャを認知するようになった。

　そして、〝予言の巫女像〟なんて、建て始めたのだ。

　町のいろんな人が、毎日代わる代わる、像のもとにやって来る。町を守ってくれてありがとう、これからもよろしくと言って──

　気のいい町の人たちの顔がナーシャの記憶に刻まれるたび、消えることのない痛みと罪が、和らいでいくようだった。

「……死なせない。これ以上は」

　ぎり、と奥歯を嚙みしめ、ナーシャは魔神を睨み付けた。

「この島は、ボクが守る」

　しん、と破壊された森のなかで、アリナたちは沈黙した。そんな捨て身の行動をみんなが望んでいないことなどナーシャは知っている。それでも、他に方法はないのだ。悔しさに満ちあふれる空気のなか、ふと沈黙を打ち破ったのはアリナだった。

「待って。もしかしたら、魔神を叩けるかもしれない」

「……だが、今までアリナの大鎚ウオーハンマーは全く効いていなかったぞ」

「いや、可能性はある」

　そう言ったのはジェイドだ。

「毒霧を出す前、魔神が明らかにアリナさんから距離をとって防御に回ってた。何かを警戒しているんだ」

　どうやらジェイドも魔神の異様な行動には気づいていたようだ。アリナは上空に浮かぶ毒塊を見上げた。

「あの毒霧さえ突破できれば──」

「ナーシャ、お前、魔神核が得た情報を持ってるんだよな」

　ふと、そんなことをたずねたのはジェイドだった。

　普通の人間だったら、呻うめき苦しんでいるであろう重傷なのに、その鈍色の瞳は、まだ戦意の光に満ちている。

「あ、ああ、そうだが」

　唐突でこの窮地にそぐわない問いに、ナーシャは怪訝に思いつつも頷いた。さらにジェイドは質問を重ねる。

「アリナさんに過去の記憶を見せた時みたいに、意識を介して誰かと情報を共有することもできるんだろ？」

「そうだが──」

　頷きかけて、は、とナーシャはジェイドがしようとしていることを察し、血相を変えた。

「待て！　馬鹿な考えはやめろ！　そんなことをしたらお前の体はただでは済まないぞ!?」

「いいよ、俺は壊れないから」

「どこから来るのだその自信は!?」

「いいんだ、やってくれ」

「ダメだ。成功する保証はない！　九割、いや、十割死ぬぞ──！　ボクを魔神核代わりにして神域スキルを得るなんて！」

　ジェイドは何も言わず、じっとナーシャを見ている。その瞳は、やはりまだ闘志に燃えていた。自や棄けになったわけでもなく、捨て身の悲ひ愴そうをたたえているわけでもない。

　ジェイドはまだ、魔神に勝とうとしていた。

「……っ」

　ナーシャは耐えきれず、ジェイドから目をそらした。

　確かにジェイドは、この時代の人間にしては頑丈な体を持っている。

　複合スキルがその一つだ。術を複数同時使用し、おまけに性質の違う術を掛け合わせて本来の性質からむりやりねじ曲げる……そんな超負荷に耐えられる肉体を持っている彼は、一般人からしたらありえないような生命力の持ち主と言えるだろう。

　恵まれた体の持ち主とも言えるが、天性のものというだけでは、複合スキルなどという域には到底到達できない。きっとこの男は、これまでずっと、己を鍛え続け、痛め続けてきたに違いない。

　だが、しょせんは人間だ。どれだけ鍛えようが、この場にいる中で最ももろいことは事実である。

「そんなことをしてジェイドが死んだら……アリナに殺される……」

　ぽつりとつぶやくナーシャにジェイドが笑った。

「大丈夫だ。その時は俺もアリナさんに殺されるから」

「どこも大丈夫じゃないのだが!?」

「アリナさんと約束してあるんだ」

　ぽつりとジェイドは言った。

「絶対死なないって。俺は、何があってもアリナさんを一人にはしない」

「……っ」

　負けだ。ナーシャはそう感じた。この男もまた頑なに何かを守ろうとしているのだろう。その気持ちをナーシャはよくわかっていたし、何を言っても無駄なことも知っている。

　──あいつの生命力は人外みたいなものだから大丈夫よ。

　その時、ふと、アリナが何気なく言い放った言葉が、引っかかった。そして今まで気づかなかった違和感が、急に頭をもたげる。

　なぜ魔神はジェイドを攻撃しないのだろう。

　魔神はずっとリーティアンへの攻撃に固執している。千年前のあの日の命令が生きていて、破壊対象が人間と設定されているならば、目の前のアリナやジェイドを率先して襲うはずではないのか。

（効率的な殲せん滅めつのため、集団への攻撃を優先しているのか……？　それとも、）

　──二人は人間ではない？

　ぞっとするような可能性を、ナーシャは胸の内に押し込めた。嫌な考えだし、そんなあやふやなものにすがるのはどうかと思うが、この窮地を脱するには、信じてみてもいいのかもしれない。

「わかった」

　ナーシャは頷くと、ジェイドの額に手を添えた。
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　頭の中にナーシャの知識が流れ込んでくる。その不思議な感覚に身を委ねながら、ジェイドは目を閉じた。

　魔神戦においてジェイドは無力だ。どんなに努力しようが、体をスキル疲労になれさせようが、根本的には無駄であることをジェイドは闘技大会の日に思い知らされた。

　魔神核を吞んだガルドからの魔法攻撃を前に、ジェイドの鍛えた技などひとつも役に立たなかったのだ。結局はまた、アリナに頼るしかなかった。

　それでもジェイドはまだ、アリナを守りたいと思っていた。痛みを抱え込んで前に進もうとする不器用な彼女が、せめてこれ以上、傷つくことがないように。

　そのためならどんな手段でも使って見せる。

「いいかジェイド、ボクが共有できるのはあくまで情報だ。術の媒介となるキミの体が神域デイアスキルに対応していない以上、発動するスキルは不完全な神域デイアスキルだと言わざるを得ない。無理をすればキミの心臓は確実に停止する……いいね」

　念を押しながら、すっとナーシャの手が離れた。ジェイドはナーシャから共有された知識に、思わず笑ってしまった。

「いつもアリナさんの神域デイアスキルは見てきたが……すごい効果だな。神域デイアスキルは……」

「そりゃ、神が与えた〝術〟だ。すごくないわけがないだろう!?」

「先人が栄華を極めたってのもわかるな。──この力によって、一夜で滅んでしまったのも」

「……もしかしたらこの力は、人間なんかが持っていいものではなかったのかもしれないな」

　どこか悔恨を滲ませるナーシャの言葉を聞きながら、ジェイドは重い体に鞭むちを打ち、右手を突き出した。

「スキル発動……〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉！」

　瞬間。

　キン──と静かな音が一つ、夜の森に響いた。

　同時に、アリナの前に赤い盾が出現したのだ。アリナだけではない。ナーシャの、ライラの前に、神デイアの印を持つ盾が燦然と輝きを放つ。それはすっと効果対象者の中へ溶け消えていったかと思うと、全身に淡い赤の光を纏わせた。目に見えぬ力強い存在に抱きしめられるが如ごとく、体の内から、底知れぬ勇気を沸き立たせる光だ。

「がはっ！」

　しかし次の瞬間、ジェイドは地に額をこすりつけてうずくまっていた。両腕で体を抱き、目を見開き、神域デイアスキルの高負荷に耐えるように歯を食いしばって、全身を震わせた。全身の血管が浮き上がり、腹からは血が噴き出した。

「ジェイド！」

　慌てて駆け寄るアリナとライラに、ナーシャの静かな声が届く。

「ボクのもつ、神域デイアスキルの情報をジェイドと共有した。〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉──効果対象者すべてに、一定時間強力な守護を張るものだ」

「アリナさん……」

　血を吐きながら、ジェイドがふとアリナを見上げた。立ち上がる余裕すらないのか、その顔色は真っ青だが、口元には勝ち誇ったような笑みをたたえている。

「……アリナさんも、アリナさんが守りたいものも、全部、俺が守る」

　は、とアリナは言葉を詰まらせた。

「だからアリナさんは、思う存分、ぶっ壊してくれ」

「……っ」

　アリナは思い切り顔をしかめ、ジェイドから顔を背けた。

「ば、馬鹿じゃないの!?　私は、あんただって……！」

　死んでほしくないのに。

　言いかけた言葉をアリナは飲み込んだ。ジェイドがこういう奴だということはもう嫌というほどわかっていた。自分の体の頑丈さに自信があるゆえ、それしか方法がないとわかるや死に近づく選択を軽率にしてくる奴。アリナにとっては、一番腹立たしい奴でもあるが──同時に、ジェイドが命を懸けるのは、全部アリナのためだと知っている。

　アリナたちを包むこの盾は、ジェイドの覚悟だ。

「……死んだらぶん殴るからね……っ」

　言おうとしていた言葉を引っ込めて、代わりにそう吐き捨てると、アリナは立ち上がった。

　毒霧の奥に引きこもる魔神を、じっと睨み据える。

「今なら毒霧を抜けられるぞ、アリナ！」

「わかってる──ていうか、すごい今更だけど、あの本体の核壊したら思念体のナーシャも消し飛ぶ、なんてことないわよね？」

「心配はないぞ。本体とボクは完全に分離しているからな。本当に今更な質問だが……」

「う、うるさい。余裕がなかったの！」

　アリナがライラに視線をやると、心得ているようにライラも頷いた。とはいえまだジェイドへの心配を払ふつ拭しよくしきれないのか、不安そうな表情をしている。だがライラは、怖おじ気けを押し殺すように、アリナの手を握った。

「行きましょう、アリナ先輩！」
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　地を蹴り上げたアリナは、再び銀の大鎚ウオーハンマーを携え、魔神のこもる毒塊に迫った。

　はるか上空に浮かぶその毒の根城には、当然蹴り上げただけでは届かない。

　すぐに浮力を失い、落下を始めようとするアリナの手を、ライラが引っ張った。彼女の背中に生えた風の翼が、さらにぐんぐんと二人を空へ引き上げていく。

　その横では、破壊の光を降らす白い魔法陣が淡々と数を増やしていく。もはやリーティアンを守るものはどこにもなく、このチャンスを逃せば、リーティアンも、この島も、跡形もなく消し飛ばされるだろう。

「……なんで、こんなことになっちゃったんでしょう」

[image: ]

　びゅうびゅうと耳元で唸る風の音を聞きながら、ふいにぽつりとライラがそんなつぶやきを漏らした。

「私たちも、この時代の人も……ただずっと平穏に、大切な人と一緒に生きたかっただけなのに──」

「……」

　その寂しそうなライラの声を、アリナはただ黙って聞いていた。

「神様の怒りを買っちゃったから？　だから、こんなに辛いことばっかり、起こるのかな……」

「──神様なんて関係ない。都合よく私たちを助けてなんかくれないんだから」

　ぼそりとアリナは言った。

「え？」

「どんなに大切な人でも、びっくりするくらいあっさりと死ぬし。現実を嘆いている間に守りたい人は死んでいく」

「……」

「だから戦うんだ。相手がたとえ、神だろうが」

「……うん。そうですね」

　アリナらしい言葉に、気づいたらライラの頰はほころんでいた。

　アリナが戦う理由は、いつだって前を向いている。仇あだ討うちや復ふく讐しゆう、過あやまちの清算──そんな、過去に目を向けたものではない。

　今を必死に守ろうとしているだけだ。戦う理由なんて、きっとそれだけで十分なのだ。

　き、と目を向けると、毒塊は目前まで迫っていた。ライラは核から得た人外の筋力に最大の力を込める。

「アリナ先輩……お願いします！」

　毒塊に向かって、アリナを思い切り放り投げた。
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　一瞬ですべてを溶かす恐ろしい毒霧に、アリナは顔面から突っ込んだ。

　恐怖などなかった。アリナはジェイドの守護を信じていたからだ。

　毒塊の中は禍々しい闇が広がり、アリナの全身に襲いかかる。だが、毒はアリナの体を侵食することはできなかった。アリナを守るように纏う赤い光が、毒をすべてはねのけているのだ。

　やがてぱしゅんと、アリナは毒の層を抜けた。

「……！」

　その先は、驚くほど静かな夜空が広がっていた。

　まるでこの一夜の騒ぎなど無関心だと言わんばかり、どこまでも静かで、穏やかで、月の光に照らされた空に──白い魔神が浮かんでいる。

「見つけたわよ……！」

　ふと魔神の目がアリナに向く。下からまっすぐ迫るアリナに、魔神は躊躇なく背を向けた。どこまでも逃げる気だ。破壊をもたらす大鎚ウオーハンマーから。

「逃げるな！」

　思わず叫んで手を伸ばす。だが逃げに徹する魔神の移動速度に追いつけるはずがなかった。これ以上スピードを上げようにもここは空の上で、加速させるための足場もない。

「く……っ」

　逃げられる、と思った時、キラキラとアリナの目に何かが映った。

「！」

　赤い、菱ひし形がたをした盾のようなものだ。それらがいくつも空に散らばっていた。形は歪いびつでとても盾の役割を果たせそうにないほど小さかったが、次々アリナの視界に増えていく。

　当然、こんなものが空のはるか上層に自然発生するはずがない。意図的な空気の硬化だ。

（ナイス、ジェイド……！）

　どこか見覚えのあるそれらは、ジェイドの持つ複合スキル〈千ミ重リ壁ア〉が空中展開された時のものによく似ていた。足場に使えと言わんばかりのそれに、アリナは片足を乗せた。

　ナイスと思いつつも、アリナは顔をしかめた。確かにナイスはナイスだが、あいつはどこまでスキルを駆使して自ら死に近づくつもりなのだ。

「帰ったらいつもの倍怒ってやる……！」

　アリナは歯をむき出し、逃走しようとする魔神を見据えた。

「その前に、まずはお前をぶん殴る！」

　ぐ、と足場を蹴り上げる。赤い盾を砕くほどの蹴り上げで、アリナは瞬く間に魔神に迫った。その威力も体重も全部のせ、アリナは渾身の一撃を魔神にたたき込んだ。

「く……！」

　だが、魔神が右手を突き出すとやはり大鎚ウオーハンマーはそこで止まる。叩きつけるどころか振り抜くことすらさせてもらえない。アリナはほぞをかみ、一度後方の足場へと後退し、再度魔神に挑んだ。

「はあああああ!!」

　何度も何度も大鎚ウオーハンマーをたたき込んだ。それでもやはり、すべて素手で防がれてしまう。魔神はもうアリナを警戒する動きを見せず、ぱ、と軽く手を振った。たったそれだけで、アリナは大きく吹き飛ばされる。

　だめだ、やっぱり効かない。

　赤い足場に着地し、アリナは一度攻撃の手を止めた。

　いや、手詰まりと言った方が正しいか。

「なんでよ……！」

　アリナは奥歯を嚙みしめた。沈黙する銀の大鎚ウオーハンマーは何も答えてくれない。うつむくアリナの視界に、地上の景色が映った。淡い魔法光に照らし出された白い都市。消失した丘。ナーシャたちがそこからアリナを見守っているはずだ。

　──もう嫌なんです……大好きな人がいなくなるのは……手の届かない遠くに行っちゃうのは……

　ふと、ライラのか細い声が脳裏に響いた。あの言葉を聞いた瞬間、どきりと、アリナの心臓は大きく跳ねたのだ。

　あのとき、ライラの小さな背が、別の誰かのものと重なって見えた。

　それは小さな女の子の背──幼い頃の自分だった。

　大好きだったシュラウドの死を受け入れられず、彼の帰りを待ち、町の外に座り込んでいる背中。もう頭の隅では、彼は帰ってこないとわかっていたのに、アリナはずっと、大好きな人の姿が見えるのを待ち続けた。その時間は、永遠に続く地獄のようだった。

　寂しくて、悲しくて、悔しくて、もうこの世界のどこにも彼がいないという事実が受け入れられなくて、嵐のように感情が吹き荒れた心は、いつしかぱったりと無風になった。

　諦める、ということを知った。奇跡なんて起きないことを知った。非情で、冷酷で、夢など一つも見せてくれない〝現実〟に、完膚なきまでにたたきのめされた瞬間だった。

「……ライラ……」

　ぎゅ、とアリナは唇を嚙んだ。

　また負けて終わるのか。このクソみたいな現実に。

　ライラの思いも、ナーシャの願いも、そんなもの無意味だったと言わんばかりに、ただただ現実に唾棄されて、それで、全部終わるのか。

　──悔しい。

　ああ、悔しい。悔しくて悔しくてたまらない。一度、諦めかけてしまった自分が、憎くすらある。もはやどうしようもない現実を前に、諦めるしかない自分が憎い。

　あの日からアリナはずっと思っていた。残酷な現実なんて全部叩き潰してやりたいと。

　理屈も道理もすべて力でねじ伏せて、当然のように目の前に横たわるムカつく事実に、風穴をぶち開けてやりたいと。

〝戦うって決めたんだろ〟

　頭の中に、憎たらしいほど飄ひよう々ひようとして、気怠げで、懐かしい男の声がよみがえる。

　簡単に言いやがって。戦うというのがどれほど大変なことか、何も知らないくせに。

　そう思うと腹立たしくて、アリナは顔をしかめ、白い魔神を睨み付けた。

　ああそうだ。戦うと決めた。また失って、また悲しんで、また泣くくらいなら、目の前の障害をすべて殴り飛ばすと決めたんだ。

「──〝いいこと教えてやるよ〟」

　ぽつりとアリナはつぶやいた。あのボロボロの外套を着た男が、消える直前にアリナに言い残した言葉だ。同時に一歩、アリナは踏み出した。

「〝お前が持ってる、そのスキルは、神域デイアスキルなんかじゃない〟」

　光の轟音にかき消されそうな彼の声を、アリナはただ静かに復唱した。

　そしてもう一歩、歩を進める。右足が赤い足場についた瞬間、そこを中心に音もなく魔法陣が出現した。

　それは、黄金の魔法陣だった。

　八方位を示す魔法陣──神デイアの印だ。

「〝本当の名は〟──」

　ぴたり、とアリナは足を止めた。今度は何一つ恐れることなく、魔神を見上げた。胸に巣くった不安はもう消え失せ、自分にとっての障害と見なしたものが、ただ目の前にあるだけだ。

「〝本当の名は〟、」

　アリナは銀の大鎚ウオーハンマーを突き出した。アリナの願いとともに発露し、願いのそばにこれまでずっと寄り添ってくれていた、そのスキルの真名を口にする。




「──〝〈全てを打ち砕く者デイア〉〟」




　瞬間、力強い輝きが、アリナから解き放たれた。

　アリナの願いに呼応するかのように、大鎚ウオーハンマーが黄金に輝きだしたのだ。それは濃い闇と絶望を跳ね返し、燦然と手の中で強くきらめく。冷たい銀の武器に、温かな光があふれていく。

　まるで、太かみ陽さまのように。
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「なんだ……!?」

　ぶわ、と突如上空で解き放たれた熱い光に、ナーシャは目を見開いた。光の中心は、はるか上空で戦うアリナ。その右手に握られた大鎚ウオーハンマーだ。目を細めるほどに力強く輝く、金の大鎚ウオーハンマーだった。

「アリナ……!?」

　大鎚ウオーハンマーが発する気配に、ナーシャは言葉を失った。見たことのない術だった。

　ナーシャは人間だった頃の記憶も、魔神として奪い尽くした情報もすべてあるというのに、そのどの情報にも当てはまらない未知の気配。ナーシャすら知らない術──いや、あれはもはや、術ではない。

「なんだ、あの力は……!?」




　　＊＊＊＊




「──つぶす……」

　夜闇を蹴散らす黄金の光に包まれながら、アリナは小さくつぶやいた。

「叩き潰すッ!!」

　瞬間、アリナは足場を蹴り上げた。瞬く間に魔神に肉薄したアリナが大鎚ウオーハンマーを振り上げた時、魔神はとっさに右腕で防御をはかった。

　アリナはかまわず、その腕へと渾身の力で大鎚ウオーハンマーを叩きつける。

「はあああああッ!!」

　目一杯の力で、金の大鎚ウオーハンマーを振り抜いた。ばきん！　と硬い音と、確かに砕いた感触。魔神の腕が肩からもげ、砕け散ったのだ。

　そうと分かった瞬間、魔神はすばやくアリナから逃げ出した。するりと空をすべり、赤い足場の間を縫ってどんどんアリナから遠ざかる。

「逃がすか──！」

　いける、効いている。

　アリナは歯をむき出し、その確信とともに、魔神に迫った。黄金の大鎚ウオーハンマーがアリナを鼓舞するように再び強い光を放ち、握りしめた柄からその熱い鼓動を感じるような錯覚に陥った。次々と足場を飛び、最後に大きく蹴り上がって、アリナは魔神に迫る。

『警告。人間を破壊対象と──』

「やかましいわ!!」

　魔神の無機質な声を怒鳴り飛ばして、アリナは魔神めがけ大鎚ウオーハンマーを叩きつけた。回避不能ととったのか、魔神はくるりとアリナに向き直り、残った左腕で大鎚ウオーハンマーを受け止めようとする。めきゃ、と音がしたのは魔神の左腕だった。アリナが大鎚ウオーハンマーを振り抜くと、左腕もまた砕け散った。

『……』

　両腕を欠いた魔神は、もはや逃げようとするでもなく、じっとアリナを見た。まるで初めて見た生物を観察するかのように。

　アリナもまた足場の一つに着地をして、大鎚ウオーハンマーを肩に担いだ。

『人間はおろかだ』

　ぽつりと、魔神がそんなことを言った。

『滅ぶに値する生物である』

「……やかましいって言ってんのよ」

『救う価値のない生物である』

「だからなによ」

『これは神の粛清だ』

「なら粛清してみなさいよ！」

『……』

　魔神はようやく黙り込んだ。アリナを見つめる顔に表情はないが、その無言の中にどことなく不満の気配がある。数秒の沈黙の後に、魔神はようやく口を開く。

『唱え』

　魔神にはもう発動の起点とする腕がなく、それでもどこまでも淡々と詠唱しようとする。アリナは足場を蹴りあげ魔神に近づくや、その顔を踏んづけた。

「滅ぶのは、お前だああああああああああ──────────ッッ!!!!!!」

　魔神の首元に埋め込まれた、黒々とした魔神核めがけて、大鎚ウオーハンマーを叩きつけた。

　瞬間、カッと黄金の光が炸さく裂れつした。燦然と輝くひときわ強い光は、瞬く間に四方へ伸び、毒霧を食い、消滅させていく。温かな黄金の光は、一時昼間のように暗い空を明るく照らした。

　魔神核に叩きつけた大鎚ウオーハンマーをつたって、ぴきりとヒビの入る感触。それと同時に魔神の体は、撃ち放たれた矢のように、地上に向かって吹き飛んでいく。まるで光の空から叩たたき落おとされた堕神のように。

　ぱきん……と小さな音が、確かにアリナの耳に届いた。

　魔神核を破壊された魔神の体は、落下しながら崩壊を始める。顔が欠け、足がとれ、糸のほつれた人形のように、ばらばらと崩れていく。そうして、やがてその巨大な白い体たい軀くは、空中で塵ちりとなって消え去ったのだった。
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「やった……魔神核を壊しましたよ！」

　落ちて消えていく魔神を見ながら、ライラは声をあげた。その隣で、ぽつりと、ナーシャがつぶやいた。

「……太陽デイア……」

　アリナの大鎚ウオーハンマーから放たれた光は闇を蹴散らし、真昼のようにさんさんと輝く様はまさに太陽そのものだった。ナーシャのつぶやきに、ライラは小さく笑った。

「やっぱり……処刑人様は私にとっての〝ヒーロー〟なんです」

「……ヒーロー？」

「はい」

　大きく頷いて、ライラはふふっと笑った。

「ちょっと……イフール・カウンターに入る前の、少し昔のことを思い出しました」

　この時代に目覚めたライラは、とにもかくにもかつての仲間を、魔神たちを破壊するべく動き出した。だが目的を達するためには大きな問題があった。

「先人たちを滅ぼしたことで多くの魂を得ている魔神を相手に、出来損ないの核を埋められた程度の私が、太刀打ちできるはずがないんです。よくても相打ち。誰かに助けを求めようにも、この時代の人々の力は、私たちの時からは大きく劣っていた……」

「……」

「人を殺して私も神域デイアスキルを得ようか……そんな馬鹿みたいな考えにまで至りそうになった時、私の前に、現れたんです」

　顔を上げたライラの視線は、アリナに向いた。

「処刑人様が」

　その時の興奮をライラは今でも覚えている。攻略が難航するダンジョンにたった一人潜り、あっという間に倒して帰ってきてしまう、処刑人と呼ばれる冒険者の新聞記事。この時代からしたら明らかに処刑人は圧倒的な力を持っていた。

「〝処刑人〟と呼ばれる冒険者の正体を知りたくて、イフール・カウンターに入ったんです。──まさか、世間を騒がす処刑人が、残業まみれの疲れた受付嬢だなんて、思わなかったですけどね」
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　ふわりと転移装置クリスタル・ゲートから吐き出され、光が収束した先で、アリナは硬い石畳を踏みしめた。

　聞き慣れた喧噪が耳に届く。くらんだ視界が戻ってくると、大きな円形の広場が見えた。

　オレンジ屋根の建物たちと、冒険者たちの活気づいた声。広場を行き交う人の半分以上は武器や防具を身につけた冒険者たちだ。純白の観光都市リーティアンとはまた違った、やや荒っぽさすらある活気が町全体から感じられた。

　もはや懐かしさすら感じる、イフールの大広場だ。

「か……帰ってきた……帰ってきた～～！！！！！」

　アリナは感動に目を潤ませながら、両手を天に突き上げた。

「やだアリナちゃん、たった二日なのに大げさね」

「アリナちゃん、幹事おつかれさま。おかしたべる？」

「アリナ君、幹事ご苦労様だったね。いろいろと大変な職員旅行だったが、楽しかったよ」

　先輩受付嬢たちやカウンター長が、この〝短い〟旅行の中で一体何が起きていたかも知らないまま、アリナをねぎらった。

「はは……そうですね……みんな無事でなによりです……」

　──結局、リーティアン上空に謎の白い〝女神〟が現れ、島への攻撃を繰り出してきた騒ぎは、新ダンジョンのボスだったということでひとまず片付いたのだ。

　時計台の丘で流れ星を待ち、そのまま不慮の死を遂げてしまった人々のために石碑が建てられ、リーティアンの人々が哀悼の意を捧げた。幸運にも先輩受付嬢やカウンター長は宿から出ておらず、騒ぎの間はずっと避難していたらしい。

　アリナは挨拶もそこそこに早々に解散を告げ、受付嬢たちは帰路についた。帰ってきたらきたでなぜか大広場を行く人々からチクチクと視線が突き刺さる。

　まあ受付嬢の制服でいるからだろうと特に気にもとめず、先輩受付嬢たちの背中が大広場から消えたのを確認して、振り向いた。

「ナーシャ先輩、ここがイフールですよ！」

　視線の先には、ライラと、半透明の少女──ナーシャがいた。ナーシャは物珍しそうに大広場を見回し、目を丸くしている。

「大きな町なのだな……リーティアンとはまたちょっと雰囲気が違う」

　ナーシャは〝予言の巫女〟の名を捨て、リーティアンを離れる決断をしたのだ。アリナたちについていくと聞かないので、渋々イフールに連れてきたのである。

「ナーシャ、〝予言の巫女〟はもういいのか？　頑張って雰囲気ブランド作ったんだろ。あのコテコテに神秘的な感じの」

　ジェイドの純粋な疑問に、たちまちナーシャの顔が羞恥に染まる。

「いっ……いや！　予言の巫女は、もういいのだ。そもそも時を操る遺レリ物ツクが壊れた今、予言の巫女はもう務まらないからな」

「って、それよりあんたの姿、ちゃんと周りから見えないようになってんでしょうね？」

「当然だ。そのあたりは抜かりないぞ。ボクは高性能だからな！」

　謎にナーシャが胸を張った時、焦ったような足音と大きな声が飛んできた。

「お前ら！」

　駆け寄ってきたのは、冒険者ギルドマスター、グレンだった。

　なぜか妙に慌てていて、顔には汗すら浮いている。理由はわからないが、ともあれアリナはむすっと唇をひんまげ、八つ当たりのように眉尻を吊り上げた。

「出たわね。すべてが終わった後に出てくる代表……！　いろいろ大変だったんですけど！」

「な、何の話だ？　いや、それよりもだな！　お前たち一体今までどこに行っていたんだ!?」

　問われた言葉に、アリナは首をかしげた。

「？　リーティアンだけど？」

「……リーティアン……そうか……」

　グレンは安堵とも疲れともつかない大きなため息をついた。そのいつもとは少し違う様子に、ジェイドも不思議そうに首をひねる。

「何かあったのか？」

「何かあったのかとは……！　こちらが聞きたいくらいだ……！」

「え？」

「〝イフール・カウンターの職員たちが、旅行に行ったまま一週間も帰ってこない〟と、こちらでは大騒ぎだったんだぞ！」

　間。

「「えええええええええええええええええ!?」」

　アリナとジェイド、さらにライラの、驚愕の声が大広場に響き渡った。

「リーティアンに行こうにも連絡船が出ていないというし……何かあったのは間違いないと思っていたが──」

「ちょ、ちょちょちょ、どういうこと!?」

「そうか、ループ！」

　は、とジェイドが気づいた時、隣のナーシャがしらーっと目を背けた。

「あの島は時を操作できる〝時の実験場〟だった……言い換えれば、ループを引き起こせるのは島の時間だけ。つまり島ではずっと旅行一日目を繰り返していたが、島の外は正常に時が進んでいたってことだ……！」

「……ほう。……ってことはナーシャ……こうなること、全部知ってたのね……？」

　アリナは諸悪の根源であるナーシャに、じろりと目を向けた。

「そ、それは……っ」

　ナーシャは数歩後ずさったかと思うと、観念したかのように華麗に大ジャンプし、綺き麗れいに額と両手をついてアリナに土下座を披露した。

「す、すみませんでしたぁぁぁぁぁ！！！」

「流れるような土下座!?」

　まるで最初から覚悟していたかのような潔いさぎよい土下座に、これにはアリナも怒りを引っ込め、むしろ頰を引きつらせた。アリナのドン引きの気配にもかまわず、ナーシャは透明な頭をほとんど地にめり込ませ、早口に言い訳の言葉を並べ立てる。

「いくら先人の技術と力をもってしても〝大いなる時〟をまるごと操作するような力はなく！　結局人工島での局部的な時操作のツケは全部、〝大いなる時〟で払うことになるのだ……！　それ故、被験者の了承なく島の時操作に巻き込むのは大罪……わかっていたのだ、わかってはいたのだぁぁぁぁ……」

「おい待て、〝旅行一日目を繰り返していた〟とは、一体どういうことだ!?」

　ナーシャの姿が見えないグレンは、ジェイドの言葉に眉をひそめる。ギルドマスターに詰め寄られ、アリナとジェイドはどちらからともなく目を合わせた。

　さて、この長い出来事を、一体どこから話せばいいのやら──
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「まったく、ようやく帰れたら帰れたで、さんざんだわ……」

　アリナはげっそりと夕暮れのイフールの大通りを歩いていた。

　リーティアンからイフールに戻ってきたのは昼過ぎだったはずだが、ループから始まるリーティアンでの一連の出来事を話すため、こんな時間までギルド本部に捕まっていたのだった。

「まあ、グレンからしたらそりゃぁびっくりするだろうな。イフール・カウンターの全員が突然一週間も音信不通になれば」

　隣を歩くジェイドが苦笑する。

「……ま、そうかもね」

　ふい、とアリナは視線をそらすと、ぼんやりと虚空を眺めた。

　人払いをしたギルド本部の執務室でグレンから根掘り葉掘り聞かれたが、アリナは一つだけ伝えなかったことがある。これはアリナしか知らない、ジェイドやナーシャすらも認知していない事実だ。

　ボロボロの外套を着た、男の話である。

「アリナさん？」

「ああ、うん。なんでもない」

　アリナはぼんやりと懐かしいイフールの町並みを眺めながら、あの男のことを思い出した。結局、彼は何者だったのだろうか。

（……まさか、本当に、シュラウドなの……？　でも……そんなのありえない……）

【大賢者】という正体を隠し、冴さえない冒険者を演じていたシュラウドは死んだ。それは、闇ギルドからの情報でも明らかだった。シュラウドはもういない。いないはずなのに、なぜこうも最近になって、彼の名をよく聞くのだろう。

「……」

　その時、とん、と軽い衝撃が背中に走った。それではっと我に返ると、こちらを見つめるジェイドの視線とぶつかった。いつの間にかもやもやとした思考の闇に引きずり込まれそうになるアリナの背中を、軽く叩いてくれたのだ。

「な、なにするのよ」

「【大賢者】のことか？」

「べ……！　別に、何でもいいでしょ」

　図星をさされ、アリナは思わず目をそらした。そんなアリナに、ジェイドから予想外の言葉が飛んでくる。

「実は今、ロウとルルリが【大賢者】について調べてくれてるんだ」

　はた、とアリナは目を瞬いた。思わずジェイドの顔を振り向いて、口から純粋な疑問が漏れる。

「なんでそんなこと……？」

「そりゃ、〝もう死んでいるから〟って言われたって、やっぱ気になるだろ。大事な人が実は【大賢者】でした……なんて知ったらさ」

「それ、じゃあ、二人は私のために……ってこと？」

「ああ」

　何の躊躇もなく、ジェイドは頷いた。

「俺もこの職員旅行が終わったら二人に合流するつもりだ。成果は期待しないでほしいが、何か一つでも摑めるよう頑張るさ」

「べ、べつにそんなこと……しなくても……」

「悩んでるのも、不安なのも、アリナさん一人だけじゃない。俺たちも一緒だ。それがわかるだけでも、気が楽にならないか？」

　息を吞んだ。

　ずっと昔から、一人で抱え込む癖がついていたアリナには、そんな風に悩みを共有するなんて考えは欠片かけらもなかったからだ。

　だから知らなかった。自分のために動いてくれる人がいるという事実が、こんなに心強いものだなんて。

「……うん。そうかも。……ありがと」

　この時ばかりは素直にそう言って、アリナは小さく微笑むのだった。





終













あとがき






　皆さん、旅行は好きですか？　こんにちは、香こう坂さかマトです。

　今回は、これまで不穏な気配を見せていたライラへと、ついに焦点を当てた回になりましたね。と同時に舞台はイフールを離れて観光都市リーティアンへ。

　私は根っからの引きこもり体質なので、泊まりがけの旅行はあまり好きではありません……まして気を遣う職場の人と旅行なんて……ッ！　という人間なのですが、行ったら行ったで誰より楽しんでしまう現金な人間です。




　とまぁ私の話はさておき、今回でアリナさんの力の正体がちょっと見えて、あの男の姿も見えたりして、いろいろ盛りだくさんなお話でした。一巻を書いていた当初は、話の展開は考えつつもまさか本当にここまでお話を書くことになるなんて、本気で思ってはいなかった気がします。

　ここまで続けてこられたのもひとえに読者の皆様が応援してくれたからこそです。本当にありがとうございます。

　そもそも私は、これまでの人生で何巻も続くお話を書いたことがなく、今は続巻を書く度に壁にぶつかり、うんうん唸うなりながら新しい発見と刺激をもらっています。

　読者としてラノベや漫画を読んでいる時は「続き楽しみだな、早く出ないかな」と続巻があることを当たり前に感じていたのですが、実はこんなに大変だったんだなぁと〝書く側〟になってしみじみと感じるようになりました。

　気づいたらギルますシリーズも一年を越え……この一年でいろいろな経験をさせてもらい、発見や変化もたくさんありました。それでもギルます一巻を書いている時からうっすらと心がけていることがあって、それは「（残業で）疲れている人でもライトに読める、元気が出る、そんなお話を書こう」ということです。かつて私自身が残業で疲れ果てていて、エンタメを摂取する気力すらなかったことから生まれた発想ですね笑

　この気持ちはずっと忘れないでいこうと思います！　読者の皆様には、これからもギルますをさくっと気軽に楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　さてさて、本巻でも担当編集の吉よし岡おか様、山やま口ぐち様には大変お世話になりました。そして毎巻本当に愛らしくかっこいいイラストを仕上げてくださるがおう先生、五巻を刊行・宣伝してくださった編集部の皆様、なにより、ギルます五巻を手に取ってくださったあなたに、心から感謝いたします。

　それでは、また次巻でお会いしましょう！
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